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前説





　街灯のない夜道を月明かりだけを頼りに進む。

　鉄の門扉を乗り越えればそこは、夜の学校だ。

　清原きよはら凪なぎは息を殺して校舎に忍び込む。

　生ぬるい汗が首筋を伝って半はん袖そでのワイシャツを濡ぬらす。凪は、『学校に来るから』という理由で律儀にも制服着用だった。やっていることは不法侵入であるが、昇降口では外靴から上履きに履き替えたし、肩にかけているバッグも学校指定の紺色のものだ。

　それが普通だから、そうする。

　夜の学校に忍び込むなどという普通ではないことは、凪の価値観から言えば、本当はやりたいことではなかった。しかし、のっぴきならない事情というものがあった。

　忘れ物だ。

　八月二十日。月の明るい、夏休みの、夜。

　清原凪は、翌日に数学の補習の小テストを控えていた。

　本日も昼間に補習を終えて家に帰った。その時に、数学のノートを机の中に忘れて来たのである。普通に補習をして、その補習で使ったノートをなぜ忘れたのか。それは『凪なぎが迂う闊かつだから』というひと言に集約されるのだが、凪本人がそう言われれば、少しぐらいの言い訳はするだろう。

　本日は、補習のあとに生徒会の手伝いがあった。

　高校入学直後の春から（クラスメイトに引きずられるかたちで）手伝いをしていた生徒会である。そこで先輩とのつながりができてしまい、七月、八月になってもそのままずるずる、流されやすい性格がわざわいして手伝いを引き受ける羽目になっていた。

　九月に控えた、文化祭の手伝い。

　もっとも、当の凪が所属するクラスの出し物は、色々あってまだ正式には決定していないのだが、それはともかく。

　補習のあと、生徒会の手伝いがあって。

『手伝いが終わってから色々持って帰るか』とバッグに荷物を詰めず教室に放置して。

　そしてけっきょく、バッグだけを持って帰宅してしまった、というわけである。

　――迂闊以外のなにものでもない。

　そんなわけで凪は、数学のノートを求めて夜の校舎に忍び込んだ。……明日のテストの結果がふるわないと、二年生に進級できるかがかなり怪しくなるのだ。

　夜の校舎を歩く。

　――この時点で気付くべきなのに。

　一年生の凪の教室は二階、階段を上ってすぐの場所だ。もっとも、それは凪の所属するクラスだけで、他ほかの一年生クラスは一階にある。『開かずの防火扉』のせいでこのような妙な配置になっているのである。なんでも校舎老朽化のため崩落の危険性が云うん々ぬん、という理由で防火扉がずっと下りているらしいが、『そんなこと言ってないで早く直せよ』とは凪のみならず、他の生徒たちの心中でもあるだろう。この学校は運営大丈夫なのか――などと思いつつ、凪は自分のクラスの扉をガラリと開け、中に入る。

　――すんなりと侵入できた、そのことを警戒すべきなのに。

　窓際の自分の席へ行って中に入っているノートを取り出す。一冊だけなので月明かりにしか照らされていない暗い教室内でも、すんなりと目的のノートは入手できた。凪はそれをバッグに詰め込んで、それから、窓の方に視線を向ける。

　風が凪の髪を揺らしたのだ。

　窓が、開いていた。

　凪はなんとなく窓の外に身を乗り出し、月を見上げる。青白い三日月。それを見上げて、不意に頬ほおに冷たさを感じる。……雨だ。ぽつぽつ、ぽつぽつ。はじめ弱かったその雨は凪が教室内に慌あわてて避難すると同時、震動すら感じるほどの猛烈な土ど砂しや降ぶりとなる。

　――三日月は未いまだ輝き、空には雲ひとつない。

「あー……」

　天気予報ぐらい見て来るべきだった、凪なぎはまた自分の迂う闊かつさを後悔した。

　通り雨みたいな降り方なので、やむまで待つ、という手段を考えないでもなかったが。

　こうして夜中の学校に侵入していること。それはいささかばかり普通ではない。

　だから大人おとなしく、学校に置き傘を用意していそうな知り合いに、傘を借りることにした。

　しかしなんだか律儀な性格のため、無断借用はしない凪である。ポケットから携帯電話を取り出し、登録してある番号をコール。かけてから、夜遅いし悪いかな、などと思ったが、思ったころにはすでに電話はつながってしまっていた。

『もしもし？』

　電話の声は、少女のものだ。

「あ、すいません。俺おれ、清原きよはら凪だけど」

　敬語が半端にまじっているのは、相手が先輩だからである。

　その先輩じきじきに『敬語とかいいよ』と言われているので従っている凪ではあるが、どうにもまだ慣れない。

「なんか、今、学校にいるんだけど……急に雨が降って来たんで、傘借りてもいいですか？」

『……雨？』

　少女はいぶかしげに問い返す。

「そう。雨。……電話越しでも音聞こえるぐらいの土ど砂しや降ぶりだと思うんだけど。あ、ていうか和泉いずみ先輩、家学校から近いよな？　外見てみてよ」

『……うん。降ってるんだね？』

「ああ。そういうわけで、傘置いてそうな先輩に連絡してみたんだけど」

　申し訳なさそうに凪は言う。

　すると、和泉先輩、と呼ばれた少女は声の雰囲気をほがらかな――凪にしてみればいつものものに変えて、

『あーごめんねー。あたしさ、折りたたみ傘とか、置かずに持ち歩いてるんだよね』

「えっ、そうなの？　……あー、じゃあ、赤染あかぞめに電話するか……赤染に電話するのか……」

　すさまじく気がすすまない様子で凪は言う。

　和泉は電話の向こうで『あははっ』と笑い、

『いいよいいよ。あたしが迎えに行ってあげるからさ』

「えっ、そんな悪いですよ。しょうがないから濡ぬれて帰る……」

『いいからいいから。もう着替えて出たよ』

「早くないか!?」

『たまたま外出る用事あったんだよね』

「あー、そうなのかー……じゃあその、申し訳ないですが」

『いいっていいって。あたしも凪なぎくんには生徒会関係で手伝ってもらってるしね。だから、さ、凪くん。――絶対に学校から出ないで待っててね？』

「ああ、まあ……こんな土ど砂しや降ぶりの中出ませんて。……いやほんとう、申し訳ない」

　窓を閉めながら凪が頭をさげる。

　電話の向こうで和泉いずみは、『いいからじゃあね』と、さばさばとした様子で電話を切った。

「……今度ケーキでもおごらないと駄目かな」

　凪は和泉に対するお礼を考えつつ、教室を出る。

　昇降口へ行き、上履きから外靴へ履き替え、雨の具合を確かめるために扉に手をかけ外へ出よう……

　と、したのだが。

　――出ることができない。

「……？」

　さきほど入って来たばかりの扉を、取っ手を掴つかんで押し引きする。しかし、それは『鍵かぎがかかっている』というよりは『扉に見えるだけでただの壁』という様子で、ちっとも開く気配がない。ガタガタと揺れる気配すらない。

　昇降口の扉、その格子の入ったガラスに顔をつけて、空を見上げる。

　三日月が青白く輝く、雲ひとつない空が見える。

　――まずい。

　清原きよはら凪はこの状況を知っている。

　――危険信号はあった。

　夜の学校。

　なぜか鍵のかかっていなかった生徒用昇降口。

　開いていた教室の窓。

　そして――天気雨。

「まずいな……本当に……色々と台無しだ。くそ、こんなことなら明日のテストとか考えずに普通の人間らしく夜は家で寝てるべきだった……」

　後悔するが、遅い。

　本当に迂う闊かつ。

　せっかく今まで普通の人間らしく暮らせるよう努力してきたのに。

　こんな些さ細さいなミスで台無しになるとは――

「……いや、まだ、か」

　凪は冷静な様子になり、つぶやく。

　まだ、和泉いずみは学校に来ていない。

　彼女が来る前にどうにかできれば、雨のことは、なんとか『勘違い』で押し通せるかもしれない。

『天気雨』に行き遭ったことを――

　――『狐きつねの嫁入り』に出席しかけたことを、隠し通せるかもしれない。

　そのために、まずは学校から出なければならないだろう。『なぜか扉が開かないので学校に閉じ込められている』などという状況は、普通じゃないから。

「『狐の嫁入り』なら案内役の管くだ狐ぎつねぐらいいるはずだから……」

　凪なぎは自分の知識・経験と照らし合わせて対策を練っていく。

　自分は、招かれてはいないのだ。

　だから、存在をアピールすれば、招待状の有無を確認するため、すぐに管狐が寄ってくるだろう――そう結論し、少しだけ、気を緩ゆるめる。

　――不意に、光がともった。

　まばゆい金色の光。それは、凪から漏れている。

　黒かった髪がかすかに金色を帯び、凪の背後に、わずかな空くう隙げきを置いて九つ、金色の光の帯……金色の尾が、見える。

　その姿はまるで。

「！」

　凪は近づいてくる小さな気配を察知し、普通の人間へと戻る。金色の光は嘘うそのように消えうせ、残ったのはどこにでもいそうな高校生男子の姿。

　その凪に、三つの光点が近づいてくる。

　踊るように絡み合いながら凪に近付くヒトダマじみた光は、ロケーションさえ違えば妖よう精せいのように見えたかもしれない。大きさは五、六十センチほど。遊ぶように交錯しながら、三つ並んでけっして速くない速度で飛行している。

　近づくと、その白い光点は、それぞれ少女の姿をしていることがわかる。

　みな一様に同じ顔の、目の細い、赤い振ふり袖そでを着た、童女。

　姿こそ愛らしいが、見ればわかる。人間ではない。

　大きさが、飛行していることが、光をまとっていることが。そしてなにより、頭の頂点に生えた狐の耳が、着物の下から見える一本だけの尾が、彼女らの正体をあらわしている。

　――管狐。

　妖よう狐こと呼ばれる妖よう怪かいに使し役えきされる、ほぼ知恵を持たない低級妖怪である。

　三匹の管狐は凪の周囲を取り囲み、それぞれ着物のたもとから半紙を取り出して凪へと示す。

『招待状は』

『お持ち』

『でしょうか』

　半紙に浮かび上がった文字は、そう凪なぎに問いかける。

　凪は首を横に振り、

「いや、持ってない。迷い込んだだけだから……ここから出してくれないか？」

　一応、説得を試みる。

　――無駄であることは知っていた。

　凪が『持っていない』と言うや否や、愛らしい少女のようだった管くだ狐ぎつねたちは獣の姿へと変化し、凪へと爪そう牙がを向ける。

　――招かれざる客は八つ裂き。

　それが、『狐きつねの嫁入り』のルールである。

　わかっていたが、人間らしく暴力以外で解決したかった。

　しかし、どうにも無理そうだ。

「敵意はないんだけどな……」

　凪は困ったように笑って、管狐たちを見る。

　それから、ため息をついて。

「まあ、しょうがないか。和泉いずみ先輩が来る前にどうにかするしかないし――」

　これは特例だ、と自分の枷かせを外して。

　清原きよはら凪は。

　――九尾の狐の姿に還かえった。
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　迂う闊かつだった。

　試験前は基本的に徹夜の一夜漬け、というのが清原きよはら凪なぎの基本方針である。

　まぁ、実際それでどうにか出来ていれば八月二一日現在まで補習を受ける羽目にはならないのだが、それでも徹夜が凪的最善の勉強法と言うか、普段から予習復習～なんてのは聖人君子たちのたわごとであって普通じゃないのである。昨夜は徹夜がつらいほど色々（迎えに来てくれた和泉いずみ先輩に謝ったり）あったような気もするが、それでも凪のスケジュールは変わらなかった。

　そんなわけで凪は凪なりに満足行くまで勉強をして、学校に来てさあ数学の小テストだ、大丈夫、いけるいける。今日の俺おれはなんだか天才！　と無駄にハイな状態で席に着き、配られたテスト用紙を見て、一問、二問、と問題を解いて、

　――そこでいったん、凪の記憶は途切れる。

　確かに、問題を解いていたはずだった。なのに――気付いたら解答用紙は二問分しか埋まっておらず、テストの時間は終わっていた。何が起こったのかまったくわからない。誰だれかが時をふっとばしたとしか思えなかった。

　ひらたく言えば。

　徹夜がたたって眠ってしまったのである。

　クラスメイトにして、見るからに『ああ、体育以外は駄目なんだろうな』というガタイのいい友人、一条いちじようなんかは、「大丈夫、俺は眠ったおまえとそんな変わらない点数だったぜ！」と慰めてくれたが、そんなものはちっとも慰めにならないのである。

「はぁ……」



「なにを辛気臭いため息をついてるんだ凪」



　凪のため息に返って来たのは、まるで責めるような声だった。

「ただでさえ辛気臭いのにもっと辛気臭くなるからやめてくれないか」

「ははは……ごめん、赤染あかぞめ」

　そんなふうに元気のない笑いをこぼしつつ、凪は自分を注意した少女の方を見る。

　よく言えば凛り々りしい、悪く言えば厳しい目をした、神経質そうな少女である。

　腕を組んで凪なぎを監視するその様子からは、威圧的と言うか高圧的と言うか、とにもかくにも女王様系のオーラが見て取れる。あるいはそんなオーラが見えるのは、腕を組んで支えている胸が、制服という格好でもはっきりわかるぐらいに大きいからだろうか。凪の友人である一条いちじように曰いわく、「赤染あかぞめさんがいつも腕を組んでるのは胸が重いからなんだぜ」とのことだが、なるほど、これは重そうだ。

「なにこっちを見てるわけ？　本当に理解し難がたいな。おまえにはそんな暇ひまはないはずなんだけど」

　赤染が眉まゆをひそめて、露出した右のおでこを人差し指でコツコツ叩たたく。

「いや、見る暇ぐらいあるけどさ」

「その考えが理解し難いな。仕事があるのになぜ余力があるんだ？　一つ一つにしっかりと集中すれば効率もよくて早く終わるだろう」

「まあ、そうだけど……」

「そんなことだからおまえは一学期、私が勉強を見てやったにもかかわらず補習なんていうことになるんだ。そのあたり、何か弁解はあるか？」

「いや……ごめんなさい」

　言いあいは、凪の完封負けだった。

　――ここは、海み鳴なる場ば高校の図書室である。

　緑色のカーペットの敷かれた、ひとクラスぶんぐらいの人数ならば収容出来る、本の品ぞろえにも構造にも特に変わったところのない空間。

　そこに凪は、補習が終わると同時に赤染に連れられ、二人きりで書棚の整理をしている。

『書棚の整理』なんていうのは本来は図書委員の仕事で、そして凪も赤染も図書委員ではなくクラス委員なのだが、こういう細かいことを気にしてしまう赤染の性格と、頼まれるとイヤとは言えない凪の性格が無駄にマッチした結果、こうして凪と赤染が書棚の整理をすることとなった。

「赤染は、自分の割り当て終わったのか？」

　暇そうに自分を見ている赤染に問いかける。

　すると赤染はふん、と鼻を鳴らし、

「当たり前なんだけど。そこまでかかるもんじゃないだろう。……まったく、愚図だなおまえは。見ていられない」

　そう言って、凪の隣に並び、書棚の整理をする。

「ありがとう」

　手伝いをしてくれた赤染に礼を言う。

「……理解し難いな。お礼を言われるのは、少し違うと思うんだけど」

　赤染あかぞめは少々だけ言いづらそうに口ごもって、

「別に、私が頼まなければ、おまえはこんなことやらなくても済んだからな。……まったくおまえは度どし難がたいお人よしだよ。苦労せずには生きられないだろう」

「ははは……」

　まったくもって、否定の言葉が見つからず、凪なぎは笑って、

「でもさあ、普通じゃないか？　友達が困ってたら助けるのはさ」

「……」

「だから、俺おれはそうやって生きてくよ。苦労しても」

　多少の苦労があっても、どうということはない。

　――清原きよはら凪は九尾の狐きつねゆえに。

　いつだって人間として普通にを意識する。

　それが、凪が『清原凪』であるために、普段からいつもやっていることである。
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　午後六時だがまだ明るい。

　図書室での仕事も終わったので、『お礼に』と差し出されたケチャップみたいな味しかしない野菜ジュースを飲みほして、それから赤染と別れて凪は帰路に就くことにした。

　長かった補習期間も今日で終わり。残りは十日少々だが、清原凪の夏休みは今日この日から始まると言っても過言ではない。なぜならば絶望的なのは数学だけで、他ほかは数学に比べれば絶望まではしないで済むからだ。なので、夏休みに学校に来るのも今日で最後か――なんて思いつつ、凪は一度教室に帰って中身のないカバンを片手に学校を出る。

　今日も人間として普通にやれたと思う。今のところほころびはない。そのことにひと安心しながら、下駄箱を開ける。

　――手紙が入っていた。

「……」

　思考が止まる。それは、驚きからではなく、恐怖からだ。

　絶対にラブレターではないということは、ひと目でわかった。

　その『手紙』は。

　古めかしい和紙製のもので。

　なによりその手紙からは、妖よう怪かいの気配のようなものを、感じた。

　凪はその中身を見る前に手紙の内容を理解し、それから乱暴にその手紙を掴つかむと隠すようにスラックスのポケットにねじこむ。

　誰だれにも見られていないだろうか。

　確認するように周囲を見回し――



「どうしたのさ、きょろきょろして」



　――完全に気配のない不意討ちに、心臓が口から飛び出そうになった。

　それでもとっさにぐるりと反転、下駄箱を背にかばうように振り向けば。

「なんか入ってたの？　下駄箱」

　と、興味深そうに凪なぎの背後、下駄箱をのぞきこむポニーテールの少女。

『細い』と言うよりも『引き締まっている』と言った方がふさわしい体つき。健康的に日焼けした肌。きっと何かスポーツをやっているのだろう。顔立ちは人目を惹ひくような美しさこそないものの、柔和で親しみやすく、浮かべている笑顔も相まって、非常に好感をもてる。

　和泉いずみ恋れん。

　凪は一学年上にあたるその先輩に不意討ちをくらい、視線をさんざん泳がせたあと、

「そ、それより和泉先輩、その、昨日はわざわざごめんな！」

　どうにか話題を逸そらそうと試みる。

「ん――ああ、まあ、それはいいんだけどさ。なに？　やっぱなんか入ってたの下駄箱？　今時下駄箱にラブレターとか古風なことする子いるんだ、この学校にも」

「ああ、いや、全然、なにも入ってない。俺おれにラブレター？　まさかそんな。そんなの、俺はそんなモテるような、特別な人間でもないし」

「んー、いやぁ、凪くんさ、色々気をつけたらけっこういい感じじゃないかな、ってあたしは思うのさ」

　少女は明るく笑う。

　凪は、ははは、と冷や汗をかきながら笑う。

「ええと、それより、和泉先輩」

　話題、話題、話題。

『下駄箱』『手紙』、それ以外のものにどうにか話題を逸らそうと凪は慌あわてて考え、

「なっ、なにがいいかな!?」

　なにも考えつかなかった。

　和泉恋は一瞬、あっけにとられた顔をして、それから長いポニーテールをごしごしとしごいて、にゃはは、と笑って。

「なに？　昨日あたしに無駄足踏ませたおわびの話かな？」

「えっ？　あ、ああ、うん、それ、それだよ」

「参ったなぁ、いいって言ってるのに」

　しかし、そう言う和泉いずみの顔はなにをしてもらおうか考えているような、どことなくイタズラっぽい顔だった。どうにもそれなりの『おわび』を要求するつもりらしい。

　凪なぎは『迂う闊かつだった……』と内心でため息をついて、

「……あの、なるべく簡単な……日本円換算で五百円ぐらいでどうにかなる『おわび』がいいんですけれども」

「そういうのは、思ってても言っちゃだめだよ」

「そういうもんか？」

「そういうもんでしょ。ほら、そういうこと言われるとさ、あたしも『なんか高いもの頼めっていう前フリなのかな？』とか思っちゃうし」

「かんべんしてください」

「それも前フリ？」

「違うから！　普通、日常会話で前フリとかやんないだろ!?」

「んー、じゃあ、ご期待に応えて、夜景の綺き麗れいなフレンチのお店とか調べたらいいのかな？」

「そんな期待はしてない！　俺おれの話聞いてた!?」

「深読みしてみたんだけどね」

「いいよ！　もっと浅く読んでよ！」

「んー、そっか」

　和泉は楽しげに笑い、

「それじゃあそうだね――決めさせてあげるよ」

「え、和泉先輩へのお礼を、俺が決めるのか？」

「おかしいことあるかな？」

「……」少し考えて、「いや、それはなんて言うか――すごく普通だな」

「でしょ？」

　そう言って笑って、

「ま、でもほら。あたしとしてはさ、こっちがお礼しなきゃいけないぐらいに凪くんにお世話になってるわけさ。生徒会の仕事とかさ。ほんと、体育祭前に凪くんと赤染あかぞめさんしか手伝いに立候補してくれなかった時は、ちょっとショックだったわけだけどさ――」

「ははは……」

　実はその手伝い、凪は立候補してはいなかったりもする。

　赤染さんに、「よし凪、私もやるからおまえもやれ。やりたくない？　度どし難がたい馬ば鹿かだなおまえは。酸素というのは不平を吐くために吸うものではないんだぞ。これ以上不満を口にするようならもうおまえは酸素吸わなくていいよ。そのまま死ね」と言われて、なし崩しに手伝っただけなのだった。

　それにしては、よくやったと我ながら思うが。

　そんな裏事情を知らない和泉いずみは、

「――でも、凪なぎくんが五人分ぐらい頑張ってくれたお陰でどうにかなったわけさ。いやほんと、だからお礼とか、いいんだよ、ほんとにさ」

「いやでも」

「それより」

　和泉は凪の言葉をさえぎり、

「体調、悪かったりしない？　頭痛とか、なんか頭がぼんやりするとか、そういうの」

　何の脈絡もない言葉をかけた。

　凪は少しだけ考えて、

「……いや、別に何もないけど……なに、俺おれ、顔色悪かったりするのか？」

「――」

　和泉は、凪が驚くぐらい真剣な表情で、凪を検分するようにながめ、

「んー……あたしの勘違いみたいだね。それともなに？　やっぱり財さい布ふ事情が厳しかったりするのかな？　だったらいいよ、ほら、あたしのほうが借りてるわけだしさ」

　どことなく取り繕うような、しかし誰だれも気づかないぐらいの、自然な笑顔への変化。

　凪はその様子を見て少しだけ不思議に思ったが、

「……それはほら、貸し借りで言ったら、和泉先輩への貸しじゃなくて、赤染あかぞめへの貸し、みたいなもんだし。それに――いつまでもそんなことにこだわるのは、なんて言うか、人間として、あんまり普通じゃない気がするし」

「そう？」

「そうそう」凪は微笑ほほえみ、「それにさ、昨日はけっきょく無駄足だったわけだし、夜中に女の子を一人で出歩かせるのはいけないことだし、だから、おわびの一つもしないと俺の気がおさまらない」

「ふぅん」恋れんは穏やかに微笑む。「それで、凪くんはあたしにどんな『おわび』をしてくれるつもりなのさ？」

「ケーキ屋とか？」

「駅前の？」

「う……いや、その、もうちょっとエンゲル係数低いケーキ屋……は、ないか。うん、わかった、よし行こう」

「そう？　なんか悪いね？」

　とは言いつつ、恋はあまり遠慮をする気がなさそうだった。

「ははは……じゃあ、行こうか……」

　ケーキの魔力怖いな、とか思いつつ凪は恋を先導するように歩き出す。

　――かさり、と。

　ポケットで、和紙製の手紙が小さな音を立てた。



　　　３



　その日、清原きよはら凪なぎは女という生き物の怖おそろしさを知った。

「……迂う闊かつだった」

　財さい布ふの中身を聞かれて正直に答えたのがまずかった。正確な金額を言ったら、計算したかのように凪の財布の中身の三分の二を消費するぶんの注文をして、和泉いずみは「よろしく」と微笑ほほえんだ。

　情け容よう赦しやというものがないのか、あるいは駅前の有名スウィーツ店の魔力は女性を横暴にしてしまうのか、何にせよケーキと紅茶が怖い。

　家に帰ったら帰ったで『ハワイでーす』という書き置きが残されていた。一人息子を残して旅行とか、あのおしどり夫婦には本気でいい加減にしてほしいのだが、何が悪いってそれは、着々と進行していたハワイ行きの準備に今日の今日までまったく気付かなかった凪の迂闊さであり、ひょっとしたら凪を連れて行ってくれる予定でもあったかも知れないのに、補習という不可避の最重要予定を入れてしまった凪の成績の悪さである。

　凪は精神的・肉体的な疲労からリビングのソファに倒れこむ。制服のままだが知ったこっちゃない。そのまま腕を伸ばしてテーブルの上からエアコンのリモコンを取ってスイッチオン。ぶおおん……と音を立ててエアコンは始動するものの、部屋が涼しくなるのは十じゆつ分ぷん以上先だろう。

「……メシ、どうしよう」

　つぶやくも応える者はない。何せ両親はハワイに行っているのであった。

　凪はなんとなく、自宅の内部に視線を巡らせる。

　二階建ての家だ。玄関を入って五歩のところにある扉から入ったリビングには、薄型のテレビとソファ、その間にテレビのリモコンやらエアコンのリモコンやらが置かれたテーブルがある。ちなみに、『ハワイでーす』の書き置きが置いてあったのもこのテーブルである。

　今凪が横になっているソファ、その足の方向にある食卓には、椅い子すが四脚セットでついている。それ以外にも特別高級な家具はないが、センスのいい木製家具が揃そろっている。さらに食卓の方向には、カウンターテーブル越しにキッチンが見える。

「……ん？」

　腹筋運動の要領で上体を起こすと、食卓の上に紙が置いてあるのが見えた。エアコンの風にあおられてぴらぴら動いている。

　凪なぎは立ち上がって食卓まで歩いて、その紙を見る。

　その紙には五百円玉十四枚が無造作に乗っており、『いっしゅうかんぶんの食費』と走り書きで書かれていた。

「……うーん」

　理由はわからないが、ありがたいのに素直に喜べない凪だった。なんて言うか、『出がけに思い出しましたー』みたいなところとか。

　まぁ、正直腹が減っているわけではないのだが。

「……なんか食いもん、買っとくか」

　田舎にも都会にもなりきれない中途半端な町だが、それでも凪の家がある住宅街、そこから五分も歩けば24時間営業のコンビニが一軒くらいはある。

　ちょうど制服のまんまだし、と凪は五百円玉を二枚ほど手に取ると、エアコンはそのままに歩いて玄関に向かい、その途中で照明を消す。玄関で靴を履きかえ、ポケットから鍵かぎを取り出しつつドアを開け、

　いきなり。



　――鼻をすすって自分を恨みがましくにらみ上げる、金色の幼女と出で逢あった。



　驚きのあまり、身じろぎも呼吸も。あるいは心臓すら動きを忘れていたかもしれない。

「逃げたな」

　涙目で、恨みがましく幼女は凪をにらむ。

「よくも逃げたな」

　つりあがった黄おう金ごんの瞳ひとみ、ぎゅっと小さく結ばれた口、責めるような口調からは、子供じみたかたくなさがうかがえる。

　凪はドアノブを握ったまま凍りついていた。

　こういうケースに対して、対応の方法を考えたことがない。

　――さきほどまで外は晴れていたはずなのに。雨の音が急に、聞こえはじめた。

　目の前にいるのは白しろ無む垢くを着た幼い女の子。しかしその白無垢、裾すそが地面に広がるほど長い白一色の十じゆう二に単ひとえの下に着ているため、見ているととても暑苦しい。

　服の裾も長いが、髪も負けじと長い。光を放つような金髪は、地面に広がった十二単の裾、さらにその上に広がり、明らかにその幼女の身長よりも長い。

　その容よう貌ぼうはツリ目を中心に据えた、ともすれば高慢・高飛車・わがままなどの形容がつきそうなものなのだが、不思議な高貴さがあるおかげでその気の強そうな顔立ちがマイナスのイメージを感じさせることはなかった。

　その幼女の周囲には。

　かしずくように、三つの光――狐きつねの耳としっぽの生えた童女たちが、浮かんでいる。

「……」

　凍りつく凪なぎの視線は、白しろ無む垢くの幼女から動かない。

　白い服、金髪、さらには白い肌。その全すべてが自ら光を放っているような、凪の胸ほどしか身長のない幼女は、ツリ目の端に涙をいっぱいに溜ためて、

「招いたのに、逃げたな」

「あ、ええと……」

　硬直が解けて、凪は目を泳がせながらそんな声を出す。

「許さんぞ」

　その黄おう金ごんの瞳ひとみの強さに、凪はドアノブを放してふらりと一歩後退する。

「許さんからな」

　涙目で、ずりずり着物の裾すそを引ひき摺ずり、幼女が接近してくる。

　対応の方法がわからない。

　一歩さがれば、一歩近づかれる。

　女の子の頭についた黄金の、三角形の、ぴん、と立った耳が、ぴくぴく動く。

「知らぬわけではあるまい、天気雨の意味を」

　後退を続ける凪の踵かかとに、玄関のふちが当たり、凪はバランスを崩して尻しりもちをついた。

　――扉が、閉まる。

「あ」

　目の前には光放つ女の子。閉ざされた扉は唯一の退路。つい漏れた声は誰だれにも届かず、女の子は着物を引きずって凪を見下ろす。

「管くだ狐ぎつねどもを使って手紙を送った。しかし貴様は約束の刻限に現れぬ」

　つり上がった目の端に涙をためて、女の子は言う。

「この橘たちばな、このような侮辱は生まれて初めて受けたぞ」

　怒りを堪こらえ切れないように、今にも決壊しそうに声を震ふるわせて。

「天気雨の意味、知っておろう」

　鼻先を突き合わせてにらんでくる橘。その迫力に、凪は思わず、

「――狐の、嫁入り」

「左様。知らぬわけがあるまい」

　橘は凪の襟えりを掴つかんで額を合わせる。



「なにせ、貴様も狐だからの」



「っ！」

　凪なぎは刃物で突き刺されたような苦く悶もんの表情を浮かべ、

「ちがっ……俺おれは、俺は、人間の両親から生まれて、人間の社会で今まで育ってきた、清原きよはら凪っていう、人間だ」

「戯たわ言ごとを抜かすな――我は橘たちばな、七尾の狐きつね。狐が狐のニオイをわからんと、この橘が貴様ほどの狐を見誤ると。貴様は、そう抜かすのか」

「……」

　凪が橘から視線を逸そらす。その顔は、完全に敗北した――認めたくない事実を無理やりに認めざるをえなくなった者の、顔だった。

　橘はその様子を見て、しかし、機嫌悪そうに黄おう金ごんのツリ目を細め、

「なぜ人間の真ま似ね事ごとなどしている？」

「真似事じゃない。俺は、清原凪だ。ちゃんと、人間で―――何もおかしいところなんて、ない、普通の……」

　喉のどが渇いていた。

　口がうまく開かなかった。

　――自身の動揺こそが、橘の言葉以上に、凪に事実を突き付ける。

　清原凪は。

　狐――妖よう狐こである、と。



    

  
    
      



    

  
    
      　人間の皮をかぶり、人間の両親を、友人をあざむき生きている化物である――と。

「ふん、まあいい」

　橘たちばなはしかし、凪なぎの動揺にも葛かつ藤とうにも、罪悪感にも興味はないようだった。

「行くぞ、招待状は確かに送った。正装もこちらで用意している」

　パチン、と橘が細く白い指を弾く。

　すると橘の周囲にかしずいていた赤い振ふり袖そで姿の人形サイズの童女たち――妖よう狐こが使し役えきする管くだ狐ぎつね――が、倒れた凪の腕を掴つかみ、引っ張り起こす。

「ちょ、まっ！　待ってくれ！」

　凪は管狐たちを振り払い、

「なっ、なんなんだ！　いったい、なんだって、俺おれのところに――」

「昨日」

　橘の金色の視線に、威圧するような口調に。

　凪は、黙って倒れたまま、橘を見上げるしかできなくなった。

「貴様が霊れい道どうを閉じ、案内役の管狐どもを勝手に使役した。そのお陰で私の挙式は散々、先方は縁談をとりやめ――私は、一族の恥さらしだ」

「……」

「成人した狐きつねが伴はん侶りよを得ていない。この状況――狐ならば、わかろう。どれほどの恥辱か。どれほどの侮辱か」

「でっ、でも、だからって、なんで俺のところに――」

「恥をそそぐ」

「――」

「そのためには、貴様ぐらいの狐でなければ、ならない。さもなくば――私は一族に見放され、追放される。貴様には私に恥をかかせた代償として、私を娶めとる責任がある。――そうは思わんか、九尾の狐」

　必死に怒りを押し殺しているような、静かな口調。

　凪は。

「いや、でも……俺は、普通の人間で、」

「ならばやちゅじゃきじゃ！」

　堪こらえ切れなかったのだろう。あと、『八つ裂き』と言いたかったのだろう。

　橘は先程までの静かな調子から一転、堰せきを切ったような勢いで言葉を連ねる。

「どうしてくれる!?　貴様のせいで私は一族の恥さらし！　群れからは追放され生涯を処女で過ごさねばならんのじゃぞ!?」

「ちょっ!?」

「うるさいうるさい！　貴様の都合など知ったことか！　まだ若い私の将来をなんと心得る！　それとも貴様はこれから千年二千年の時を後ろ指さされながら生きていけと言うつもりか!?　私はそんなことになるぐらいならここで死を選ぶ！」

「いや、でも、俺おれは――」

「うるさい泣くぞ！」

　ほとんど、駄々っ子の様相を呈してきた。

　凪なぎは立ち上がり、橘たちばなを見下ろす。

　先程までの、静かな威圧感を放っていた妖よう狐こはもう、いなかった。

　目の前にいるのはただ。

　涙を浮かべて、将来に絶望する、幼い少女だった。

　そんな橘を見て、凪の心は、少しだけ、動く。

「俺は――確かに、狐きつねだ」

「……」

　ぐずっ、ぐずっ、と橘が鼻をすすっている。

　管くだ狐ぎつねの一匹が、どこからともなく懐紙を取り出し、橘に差し出す。

　橘はちーん！　と鼻をかんで、その懐紙を玄関に捨てて、

「ふん、やっと認めたか」

「ああ。認める。俺は、狐。それも、九尾の妖狐だ」

「ならば」

「けどな」

　凪は笑う。

　その笑顔は、このうえなく空っぽで、このうえなく悲しげだった。

「今の俺は、人間の両親から生まれて、人間の社会で生きる、『清原きよはら凪』っていう、人間だ。……確かに俺はみんなを騙だましてるかもしれない。『清原凪』っていう椅い子すに座る得体の知れない化物かもしれない。でも、それでも俺は、人間として生きていく。この決意は――君の生涯よりも、重い。少なくとも、俺にとっては」

「……」

　橘の瞳ひとみが、細められる。

　それは、殺意のこもった視線でもあり、哀れむような視線でもあった。

「貴様にも、事情がある――ということか」

「ああ」

「貴様は、我が縁談を破談にした。それは、私の誇ほこりをないがしろにする行為だ」

「わかってる」

「妖狐にとって、『誇り』がどんなものか――貴様は、知っているな」

「……知ってる」

「そのうえで、言うのだな？　私を娶めとらん、と」

「……」

「黙るな」

　橘たちばなは、静かだが重い声で言う。

「はっきり、言え。貴様は――私を殺すのか、生かすのか」

「……恥を背負って生きていくことは、できないのか」

「妖よう狐こが、そんな妖よう怪かいだと、貴様はそう言うのか？」

「……」

　凪なぎは、黙った。

　橘は、凪をにらみ、

「言え。貴様が台無しにした私の生涯だ。貴様がどうするか決めてみろ」

「……俺おれは」

　――ふと、懐かしい記憶がよみがえる。

　それは、二度と出で会あえない、凪が――『凪』になる前の狐きつねが、初めて出で逢あった『優しい人間』の記憶。

　今、この居場所を手放し――普通の人間を辞めるならば。

　それは、『清原きよはら凪』と、彼を取り巻く全すべての環境に対する、裏切りだ。

　だから。――清原凪の、今その場所にいる狐の答えは、最初から最後まで決まっている。

「俺は、普通の人間だ。……そんな、重い決断、できない」

「……そうか」

　橘の声は、なぜか優しかった。

「私という妖狐は、貴様という人間をたぶらかす程度の魅力も、ないか」

「！」

「気に病むことはない。私の運命を決めたのは、けっきょく貴様ではなく、私の能力の低さだったのだからな」

　――白しろ無む垢くを着た、黄おう金ごんの少女は。

　そう言って、くるり、ときびすを返す。

「っ、ど、どうするんだよこれから！」

「わからんか？　――ただの人間もどうこうできん妖狐など、生きている資格がなかろう」

「……」

　待ってくれ、と。

　引き留められなかった。

　――ゆっくり、橘の前でドアが開く。

　そして、白しろ無む垢くを着た、若い妖よう狐こは。まるで最初から幻だったかのように、消えうせた。

「っ！」

　――本当に中途半端。

「こんな……こんなの、違う」

　とてもじゃないが、『なかったこと』になど、できそうもない。

　――『清原きよはら凪なぎ』は。

　凪が生きる指針であり、凪が生きる目標であり、凪の罪悪そのものであり、凪の償いそのものだ。

　なのに、今したことは。『清原凪』を逃げ場にして、決定を、責任を避けただけだ。

　――そんな、ただの逃避。

『清原凪』として、普通じゃない――

「きっちり、責任は、とらないと。どんなに中途半端でも、やる時は、やらないと」

　それが、凪の思う『清原凪』だから。

　そのために。

「……」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよ。

　――それを超えて。

　清原凪は、あてもなく外へ飛び出した。
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　拍子ぬけするほどにあっさりと、凪は橘たちばなを見つけた。

「忌いま々いましい」

　黄おう金ごんの光放つ橘は、どうにも、海み鳴なる場ば高校のグラウンドで、誰だれかに向かってそんなことをつぶやいていた。

　――誰か。

　その人物の姿が、橘の向こう側に見える。

　凪は息を呑のみ――反射的に、校門の陰に隠れた。

　橘は、こちらからは顔も見えないが。――気配でわかる。今対たい峙じしている人物に、決していい感情を抱いてはいないということが。

「貴様、いったい何のつもりだ？　なぜ、たかが人間の分際で、我が道をふさぐ？」

「そりゃあ――」

　対峙している人物が、気楽そうに声を出す。

　その声は。

　凪なぎにとって、とてもなじみ深い少女の声に、聞こえた。

「――あたしらのお仕事は、妖よう怪かいの管理なわけさ。それもあんたたちみたいな、住処を追われて行き場をなくした妖怪のね。それが結界の外から出てうろうろしてたんじゃあ、他ほかの保護してる妖怪にも迷惑かかるかも知れないじゃないさ。だから、ちょっとお話ししとこうかなって思ってさ。――なにをしに、どこ行ってたのかな？　ってね」

　穏やかな声。

　しかし、凪は聞いたことがないような、迫力、威圧、殺意とも呼べるものがこもった声。

　聞き間違えの、はずがない。その声の主は。

　海み鳴なる場ば高校の生徒会役員。凪とも仲のいい、一学年上の先輩。

　長いポニーテール、引き締まった四肢。制服を着て、白い巾きん着ちやく袋ぶくろを持った少女。

　普通の人間――の、はずの。

　和泉いずみ恋れん、だった。

「『管理』とは、言い得て妙だな」

　橘たちばなは皮肉げな口ぶりで言って、鼻で笑う。

「確かに我らは土地を追われた。確かに我らは傷ついていた。確かに我らは貴様らに助けられた。だが、貴様らに飼われた覚えはない。土地をあたえて閉じ込めて、あまつさえその扱いを『管理』と抜かすか。――よく覚えておけよ人間風情が。確かに我ら妖怪は貴様らの管理する土地に住んではいる。だが、それは貴様らに降くだったという意味ではない」

「別に下ったとか上ったとか勝ったとか負けたとかさ。そういう話はしてないんだけどね」

　和泉は困ったように微笑ほほえみ長いポニーテールをごしごしとしごいて、

「ただ、あんたらは危ないんだよね、色々と。人間の総意としてはさ、『妖怪は狩るべき』と『注意深く協調するべき』が半々ぐらいなわけさ。で、あたしらの組合は後者なわけね。だから傷ついた妖怪は保護するし、人間界になじめるように学校にも通わせるし、そういうサービスをあんたら妖怪にしてるわけさ。その代償って言うか代価としてさ。……あんま勝手にうろちょろしないでくれるぐらいは、やってくれてもいいかな、って思うわけさ。こっちだってマイナスばっかり押しつけて来るような相手、管理するのは――」

「――黙れ」

　橘が、不穏に低い声で言う。

「管理、管理と上から目線で。貴様は我々をなんと心得る。誇ほこり高き妖よう狐こであるぞ。――やはり気に入らんな人間は。……よかろう。ちょうど虫の居所も悪かった。一族のため、貴様らの勘違いの是正のため、一人ぐらい見せしめに殺しておくのも悪くない」

「大義はついで、って感じだね」

　にゃはは、と和泉いずみは笑う。

　笑って――急激に、表情を消した。

「ま、こっちもちょっと、あんたには思うところ、あったんだけどさ」

「……？」

「あんた昨日、夜。この学校に来た人間の男の子に、何かした？」

「……昨日の夜この学校に来た人間の男の子？　知らんな」

「昨日、あんたは結婚式をやった」

「……」

　橘たちばなの機嫌が悪くなっていくのが、空気でわかった。

　しかし和泉は、かまうことなく、どころか橘に正面切って挑みかかるように、続ける。

「その結婚式会場に人間がまぎれこんで、狐きつねが何もせずに見逃した？　ありえないね。現にあたしが駆けつけた時、グラウンドが少なくとも七尾以上の狐の妖よう気きに満ちてた。で、このへんで七尾以上の力を持つ狐は――あんたぐらいだよね、橘」

「………」

　橘が、沈黙する。

　――それを見て。

　凪なぎが、息を呑のむ。



    

  
    
      



    

  
    
      　昨日の夜、グラウンド、和泉いずみが駆けつけた時、七尾以上――

　それは、凪なぎの――九尾の狐きつねの、力だ。

　管くだ狐ぎつねたちの支配権を奪うために、一瞬だけ、力を発揮してしまった時の、力の残ざん滓し。

「ねぇ、あんた、あたしの友達に手、出そうとした？」

　和泉が笑う。――凄すご味みのある、笑顔で。

「……いや」

　橘たちばなはそれを受けて。ちらりと後ろ――までは振り返らず、横に、顔を向ける。

　凪からも、橘の顔が見えるようになった。

　金色の瞳ひとみが自分を見ているような気がして、凪は、足元がおぼつかなくなる。

　橘はきっと、隠さないだろう。隠す理由もないし、かばう理由はもっと、ない。なにせさきほど、凪は橘を――生かすも殺すも選ばずに――見捨てたのだ。恨まれて当然で、今その決断を悔いて橘を探しここに来ていることなど、橘にとってはなんの救いにもならないだろう。

　――そう、凪は思っていたが。

「そうだな。七尾以上の狐は、私ぐらいのものだ」

　言いながら、橘は再び和泉へと向き直る。

「……？」

　――なぜ、言わなかったのか。

　なぜ、隠したのか。なぜ、かばったのか。

　わからなくて、凪は余計に恐怖する。

「それで――私が貴様の友人に手を出そうとしていたのならば、貴様はどうするのだ？」

「許せないかな、って思うよ」

「……ふん」

　それは、とても冷めた、と言うか、残念そうな、声だった。

「まったく、我ながらくだらんことを考えるものだ」橘は自じ嘲ちようする。「どうせ……ならば、と自棄になっているのかも知れん。あんな、無礼者のために、など……だが――不思議と悪い気分でもない――」

「なんの話さ？」

「――喜べ人間。私が貴様を殺してやる。故ゆえに、『許せない』などとふざけたことを抜かすのであれば、せいぜい全力で抵抗しろ」

　――橘の周囲を、光の球が取り囲む。

　それは管狐ほど大きな光ではない。ピンポン玉大の、無数の光球。それが環わとなり橘の体のまわりを、ぐるぐるぐるぐる、回り出す。

　今まで存在感を消していた管狐が動き、橘のまとう白しろ無む垢く、その袖そでをたすきで縛りあげる。――戦う準備が完了する。

　和泉いずみは、少々だけ状況、と言うよりも橘たちばなの行動、あるいは言葉にひっかかりを覚えている様子だったが。

「うん、いいね」

　笑って。

「これで――正当防衛だ」

　持っていた巾きん着ちやく袋ぶくろの中に手を入れ、何かを取り出す。

　しゃんしゃんしゃん、と鈴のような音を立てて出て来たものは、五つに折れ曲がった鉄の棒だ。和泉が真まっ直すぐに伸ばすとそれは、ひと振りの錫しやく杖じよう――修験者の持つ、先端についた輪が鈴のように鳴る、長さ二メートル弱ほどの杖つえ――へと、姿を変える。

　――凪なぎはまだ踏み出せない。

　あの場に踏み出すのは――『普通』の道を踏み外すことと同義だ。

　だから、動けないまま。戦いが始まる。

　機関銃じみた勢いで橘が放つ光球、その音と熱と震動を感じて。

　その光球を打ち払う、和泉の錫杖の涼しげな音を聞いて。

　凪は、考える。

　考えて、考えて、考えて――けれど、決められない。

　橘に、凪なりの決定を伝えに来たはずなのに。

　あの場には和泉がいる。

　和泉に――人間に、橘との関係を見られれば、『清原きよはら凪』が、『普通の人間の皮』が、はがれてしまう気がして、けれど橘をこのまま放置できなくて、戻るも進むもできない。

　――本当に中途半端。

　目を閉じてうつむく。

　音は聞こえる。

　爆音。鈴の音。息遣い。足音。

　それから、

「っ！」

　――悲鳴。

　つい、目を開けてしまう。

　飛び込んできた光景は、劣勢の和泉。足を撃たれたのだろう、尻しりもちをついて顔をゆがめ、橘を見上げている。

　橘は、それを刃物のような黄おう金ごんの瞳ひとみで見下ろし、

「貴様は、昨日我が挙式を邪魔した男の、知り合いか」

「……友達さ」

「貴様は、我ら妖よう怪かいを管理だなんだと抜かす――妖怪に造ぞう詣けいの深い人間の、一人か」

「そんなこと、わかりきってるんじゃない？」

　和泉いずみは、笑う。

　しかし橘たちばなは、そんな虚勢に興味などないように。

「ならば殺そう。――それだけの条件がそろっているならば、いつかあやつの正体に気付かんとも限らん」

　そう宣言して、光球を上を向けた手のひらの上に集め、必殺の一撃を準備する。

　――決定的な、宣言だった。

　橘は、凪なぎのために和泉を殺そうとしているのだ。

　なぜかは、わからない。

　けれど――今の発言は、確実に凪の正体がばれないように、と配慮しているようだった。

　だが、まだ、凪は目の前の光景に飛び込む決意が湧わかない。

　ぐじぐじぐじぐじ、迷っている。橘がいくら自分のことを考えてくれていたとわかっても、清原きよはら凪の足はいっこうに動こうとしないし、清原凪の意思はいっこうに固まろうとしないのだ。

　けれど。

「さらばだ、人間」

　橘が、必殺の一撃を放つ。

　人間の胴体ほどの大きさにもなった白い光球は、確実に和泉にあたる距離と軌道と速度で、容よう赦しやなく和泉の体を呑のみこむ――

「……」

　――はず、なのに。

「どういう、つもりだ……？」

　橘が、驚いた顔で問いかける。

　その視線の先には――凪がいた。

　髪と瞳ひとみは金色に染まっている。さらには、腰のうしろにわずかな空くう隙げきを置いて、黄おう金ごんの九尾が浮かんでいた。――まぎれもない。それは何よりも雄弁に清原凪の正体が人間ではないことを示す証だ。

　その姿で、凪は。

　――和泉恋れんを、かばっていた。

「どういうつもりだ」

　橘が表情を凍らせて問いかける。

　凪は後悔したような顔で、けれど笑って、



「人間が人間を見殺しにするのは、人として普通じゃない」



　頭でいくら悩んでも、中途半端な凪なぎは結論を出せずにいたけれど。

　でも――『人間の清原きよはら凪』は、人間の危機に、反応してしまった。

　かばうことが出来るほどの力は、人間ではありえない。それは、わかっていた。

　だが、かばえる力がありながら見殺しにするのは、人間的ではないと、『清原凪』は判断したのだ。

「どういう、つもりだ」

　橘たちばなが、牙きばを剥むく。

「貴様は、貴様は……？　貴様は何がしたい？　貴様がそこに立つ意味、貴様が我が炎を打ち消した意味、貴様が……貴様がその小娘の前でそんなことをする意味！　わからぬわけではあるまい！」

「……凪くん……？」

　和泉いずみが、困惑した声を出す。

　凪は、背後にかばった和泉に顔だけ振り返り、

「……ごめん、和泉先輩。俺おれ、人間じゃなかったんだ」

　――自らの生き方を、自ら否定した。

「貴様は、人間でいたいのでは、なかったのか」

　橘の声には、温度も感情もない。

「貴様は、そのために私を『なかったこと』にしたのでは、ないのか……？　私は、どうせなら、と。この命を捨てるならば、と。最後に……何かの縁だと思い、貴様のために、」

「俺は、どうしても、君を見捨てることが、できなかった」

「……」

「見捨てるべきなのに。『なかったこと』で正解なのに、なのに……すげぇ、胸が苦しいんだよ。忘れるなんて、無理、なんだよ。俺は、人間でいたくて、俺は、狐きつねじゃなくて……なにがなんだかわからなくて……でもとにかく、いてもたってもいられなくて……！」

「貴様はなんだ……？」

　橘は、感情を喪うしなった顔で、静かに問いかける。

　その問いに、黄おう金ごんの髪と瞳ひとみを顕現した九尾の狐は、奥歯をギリギリと噛かみしめて、このうえなく苦々しそうに、

「俺は、人間だ」

「人間は、私を――どうするのだ？」

「人間は、妖よう怪かいを娶めとったりは、しない」

「……それが、私を追いかけて伝えたかった答えか」

「ああ」

「私は、貴様を恨むぞ」

「恨まれないより、よっぽどいい。そんな恨まれもしない無責任な結末なんて、ごめんだ」

　凪なぎの言葉に。

　橘たちばなは――笑った。

「そうか。では、私は命を捨てよう。このような恥をさらして生きてゆくなど、妖よう狐この誇ほこりが許さんからな。だが、せめて命を絶つ前に、この命をくれた両親に許しを――」

「なぁ、その……早まらないでくれないか？」

「……？」

　橘が、不思議そうに首をかしげる。

　凪は、目を閉じ、少しだけ考えた。――これからの発言が、誇り高き妖狐にとって、どんな意味をもつのかを。考えて、けれどもう迷わなかった。なぜならば、『清原きよはら凪』はすでに、その決定を覆す気がない。

「俺おれは君を娶めとらない。でも――君を死なせもしない」

「……どの、ようにだ？」

　橘の表情がこわばる。

　凪は苦々しく笑い、

「力ずくでも、君を生かす」

「……ふざけるなよ人間が！」目を見開き牙きばを剥むき、橘が吠ほえる。「貴様はどこまでわがままなのだ！　生かすならば私を娶り恥をそそげ！　貴様は私に恥を背負って生きていけと言うのか！」

「そうだ」

「っ、！」

　予想外に強い視線と言葉に、橘の勢いが止まる。

　凪は、そこに斬きり込むように一歩踏み出し、



「俺は、君を生かして君の誇りを殺す」



　人間としての決定を伝えた。

「死にゆく命を見捨てるのは、人として間違っているから。……それが、俺が人間になろうと思った理由でもあるから」

「……私は、そんな生は望まない」

　橘は泣きそうな顔で首を振る。

　凪なぎは、残酷に、弱々しい声で懇願する。

「頼む……俺おれは、それぐらい、人間でいたいんだ。いなくちゃ、いけないんだ。君の誇ほこりを汚けがすのも、君に恥を背負わせるのも、わかってる。それが狐きつねとして辛つらいことなのも、わかってる。けど――それでも俺は、『清原きよはら凪』でいつづけるために、君の意思を殺す」

「群れに戻れず、命も絶てず。……私にはもう、居場所がない」

「俺が君の居場所になる」

「……」

「それが、ただの人間の俺にできる、最大限の埋め合わせだ」

「………そんなもの、」

「だから、お願いだ……生きて、ほしい……」

　凪は、橘たちばなの小さな細い肩を、分厚い白しろ無む垢く越しに掴つかんで頼みこむ。

　橘は、しばし、泣きそうな顔で、願うように凪を見つめたあと。

「……ならば、条件を呑のめ」

「生きてくれるならば。俺を人間でいさせてくれるならば、どんなことでも」

「私は、私の全すべてを賭かけておまえを魅了する。おまえを狐に還かえしてみせる」

「……」

「だから、おまえが私を愛した時、おまえは人間を即座に辞めて、狐に還れ。――そのぐらいの希望は、抱かせろ」

「……わかった」

　それが気休め程度の条件だとは、凪にもわかった。

　けれど橘は、凪が承諾すると、獰どう猛もうに牙きばを剥むいて笑い、

「では、ゆめゆめ覚悟することだな」

　ふわりと浮かんで、唇を重ねた。
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　明くる八月二二日、校舎裏に呼び出された。

「来てくれないかと思った」

　などとポニーテールの根元をしごきながら仰られるのは、片手に体操服でも入ってそうな白い巾きん着ちやく袋ぶくろを提げた、和泉いずみ恋れんさんであった。

　ここは校舎と武道場の隙すき間まにあるデッドスペースである。すぐ前には蝉せみが力強く鳴いている樹があって、ようするにそんな色々に隠されたどこからも見えない場所なのだった。

「昨日は、混乱しちゃってさ」

　あははー、と朗ほがらかに笑う和泉。

　――昨日。

　人間であるために橘たちばなを見捨てない、という結論に至った凪なぎを、和泉いずみは凪もろとも見逃した。と言うか上の空で「帰る」とつぶやいてふらふら歩き出したので、誰だれも声をかけられなかったのだった。

　和泉恋れんという人物が、どのような役目を負っているのか、凪は知らない。

　だが――少なくとも、妖よう怪かいに関かかわり、それを管理するような役目なのだとは、凪は昨日校門の陰から聞いた会話から、察していた。

　その和泉が、正体に関して言えば間違いようもなく狐きつねであるところの自分と、生粋の狐である橘を見逃したことには違和感があったのだが――案あんの定じようというかなんと言うか、今朝八時に携帯にメールがあり、そのメールが『出来るだけ早く二人で校舎裏に来て』というものだった。

　――二人。

　なんだか昨日、断り切れずに（なし崩しとも言う）凪の家に橘も泊まり、そのまま一緒に朝を迎えて、ここに至るのだった。

　そのような経緯があり、校舎裏には三人が――二人は『人』と数えて正確かはさておき――それぞれ笑顔、苦笑い、不機嫌そうな顔を浮かべ、集っていた。

　制服姿の凪と和泉。

　そして、今は耳と尻尾しつぽを隠した、爽さわやかな青い浴衣ゆかたに、青い金魚帯という縁日に出向く女児みたいな恰かつ好こうをした、橘である。ちなみにこの浴衣は橘の自前――と言うか不思議な力で編んだらしい。

「それで、凪くんとキツネに対する、処遇――って言うかあたしらの対応の仕方だけどさ」

　やっぱり、と凪は生なま唾つばを飲み込み、橘はそっぽを向いて、どうでもよさそうに長すぎる金髪を梳すいていた。

「基本、無視することになったんだよね」

「……ええと」

「ふん」

　困惑する凪。つまらなさそうに鼻を鳴らす橘。

　そんな二人を見て和泉は、あはは、と笑い、

「あたしらの役目は、あくまでも『土地を追われた妖怪の保護』なわけさ。つまり、自分から出て行った妖怪に関してはどうこうしよう、っていうのは本来、ないわけ」

「……あれ？　でも、それじゃあ昨日はなんで……？」

　もっともな疑問を口にする凪に、和泉は少々だけ言葉を整理してから、

「まーそれは色々あったんだけどね。あたしらの組織は基本、『妖怪は危険だけど共存の道はある』って思ってるわけさ。『危険だけど』ってね。だから七尾の狐きつねがあたしらの管理してる土地――学校とその周辺に張ってある結界だけど――を抜け出して、おまけに目的が不ふ明めい瞭りようだから、こりゃあここらに住む人間が危険かな、ってのもあったし、実際にキツネの方から仕掛けて来たわけだしね。だから、手を出したわけさ」

「……貴様、『保護』という言い方はどうにかしろと言わなかったか？」

　耐えきれなかったのか、押し殺すようにつぶやく橘たちばな。しかし和泉いずみはどこ吹く風と笑って、

「それにさ、あたしらは違うけど、『妖よう怪かいは問答無用で狩るべき』って人間も多いわけね。で、そこのキツネがせっかくあたしらが張った『妖よう気きを隠いん蔽ぺいする結界』から出てうろうろしてると、撒まき餌えみたくそういう人間を呼びよせちゃう危険もあったのさ。で、そういう人間がこの土地に来て、あたしらが学校周辺でかばってる他ほかの妖怪も嗅かぎつけられちゃったりすると、わりとここらへんが危険な場所になっちゃうわけ。だからまー、連れ戻すなり殺すなり、そこのキツネの妖よう力りよくをどうにかしたかったわけなんだけどね」

「……じゃあ」

　――その言い方だと。今は、

「うん、もう撒き餌全開なんだよね」

　驚きよう愕がくする凪なぎ。くだらなさそうに目を閉じる橘。そんな二人を見て和泉はやっぱり笑い、

「でも、あたしらは無視することにしたのさ。狩る側の人間が来ても知らない。あたしらは関係ない。だから、狩る側の人間は凪くんとキツネだけの力でどうにかしてほしいわけさ。あたしらは、あたしらが保護してる妖怪に被害が及ぶ時にだけ、狩る側の人間と敵対とか交渉とかする、って方針なの」

　――なんということだろう。やっぱり清原きよはら凪のこの先に、普通の人生はなかった。

「案ずるな……凪」

　と橘は、頬ほおを引きつらせて小刻みに震ふるえる凪がつい昨日名乗ったばかりの名前を、どことなくはにかんだように呼びつつ、

「狩人などと言っても、所しよ詮せんは人間に毛が生えた程度の生き物だ。我らの力を見れば、戦わずして逃げ出すであろうよ」

「……俺おれは、その表現で言うと『毛の生えてない』人間なんだが」

「……そうだったな。だが、案ずるな。おまえは私が護まもる」

　無い胸を張る橘。凪は泣きそうな湿っぽいため息を吐き、

「とにかく、理解したよ。……俺は、せいぜい全力でこいつの未来を埋め合わせることにする」

「うん、それがいいね。……でもさ、凪くん」

「ん？」

「あたしは、凪くんには力を貸すよ。そこのキツネは信用出来ないからさ」

「なっ！　……ん、だ、と、貴様」

　牙きばをむく橘たちばな。しかし和泉いずみはそんな橘に子犬を見るように微笑ほほえみかけ、

「あんたらの口先を信じてたら、あたしら的には仕事にならないんだよね？　だから、あたしはあたしで友達を護まもるために動くし、あんたが凪なぎくんを襲わないように、監視するってわけ」

「貴様……私の誇ほこりは貴様ごときに侮あなどられることを許さんぞ」

　怒りに呼応しざわめく長すぎる金髪。そしてその頭上でむずむず立ち始める二等辺三角形のキツネミミ。しかしそんな威い嚇かくモードの橘を見ても和泉はにこにこしたまま、無言で巾きん着ちやく袋ぶくろを橘に突き出す。

「……なんだ？」

　怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる橘。

「プレゼント」

　和泉は受け取るまで動かない、とでも言わんばかりに不動で笑顔だ。

　仕方ないので橘は恐る恐る巾着袋を受け取り、こわごわその口を開き――

　橘と凪がその袋をのぞきこみ、中に入っていたものを出せば……

「……スクール水着？」凪がそれをつまんで首をかしげる。「と、制服」微妙に呆あきれたように和泉は笑い、「って言うか凪くん、スク水に真まっ先さきに反応しないで欲しかったな」



    

  
    
      



    

  
    
      　凪なぎはとっさに「だって一番上にあったから」という弁解を思いつくものの、言った方が情けないことがわかったので心に仕舞う。

　そのスク水はじめ制服、体操服などを橘たちばなはじっとながめ、

「どういうつもりだ？」

　目を眇すがめて和泉いずみを見る。しかし和泉は笑ったまま、

「学校に通うといいと思ってさ。それだとあたしも監視がしやすいしね」

「……おい、マジですか」

　怖おそれるような声を出したのは凪だった。

　――だって。

　この長すぎる金髪に黄おう金ごんの瞳ひとみの見た目年齢十歳の尊大で古風な喋しやべり方のキツネさん。こうして学校に連れてくるだけでも精神的重労働で。しかもこの先どうにも両親がハワイから帰って来ても居続けるっぽいので、説得の文言を考えるために疲れ切った心に鞭むち打って頑張っているってのに。……さらに学校まで一緒だなんて、

「和泉先輩は俺おれを殺す気か」

「死にそうになったら助けてあげるからさ」

　ウィンクする和泉先輩。って言うかクラスと学年が違う時点で助けが間に合う可能性は皆無ではないのでしょうか、とか思わなくもない。

　さっそく赤染あかぞめ辺りが「この馬ば鹿か、本格的に度どし難がたいんだけど」とか静かに文句を言ってくる未来が想像出来てしまう。なんていうことだ、これほどまでに未来が暗いなんて今初めて事の重大さを思い知る清原きよはら凪は、やっぱり迂う闊かつで中途半端なのだった。

「ふむ……遠慮なく凪と同じ空間に居続けることが出来る、というわけか。……凪、これから私は容よう赦しやせんぞ。本気でおまえを私に惚ほれさせる」

「まー、本気で危なくなったら息の根止めてもそこのキツネを止めるからさ。だから安心してね」

「ふん。貴様ごときに私を殺せるものか。現に昨日も凪が間に入らなければ貴様は死んでいただろうに」

「言いたくなかったんだけどさ。――奥の手の一つぐらい、妖よう怪かいに関かかわってる人間なら持ってるもんなんだよね」

「ほう。……ならば今ここで、その奥の手とやらの無力さを知れ」

「死にたいならいつでも殺してあげるからさ。……あんまりきゃんきゃん吠ほえるの、よくないな」

「……言ったな、人間」

　次第に不穏になっていく空気の真ん中で、凪は大きく重いため息をつきながら思う。

　妖よう怪かいと人間の間でどっちにも付けずに頭を悩ます、とか。

　――果たして、これも人間として普通の苦悩なのだろうか？



    

  
    
      


第二章　九月の始まり、現実的なお伽とぎ噺ばなし
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　八月二五日には二人暮らしが始まった。

　オイオイオイオイ、とあんまりにもすんなり話が進み過ぎていることに清原きよはら凪なぎは危機感と言うか反感と言うかそんな感じの筆舌に尽くし難がたいモヤモヤを抱いたりもしたのだが、すんなりと二人暮らしが決定してしまったのはもう動かしようもない事実なのでしょうがない。

　ちなみに、凪がなんと言ってハワイから帰って来た両親に橘たちばなのことを切り出したかと言えば――



「あ、お帰り、あの……いきなりで悪いんだけど、大事な話が――」

「あらあらあら」

「おやおやおや」

「ええ、わかったわ。なにも言わなくても大丈夫だからね」

「うんうん。いやなに、凪なぎ、色々不安だろうが、そういうの、父さんも母さんも理解ある方だぞ」

「いや、あの、」

「いい！　いい！　何も言わなくたってわかってる！　大丈夫！　父さんも若いころ、母さんと付き合うのに苦労したからな。世間の目とか、そういうのあるだろうけど、父さんは全力でおまえを応援するぞ」

「血は争えませんねぇ」

「まったくだな」



　――切り出せていなかった。

　そのままあれよあれよと決定した凪と橘たちばなの新しい生活。なんでも清原きよはら凪の父と母の間には十歳以上の年齢差があり、しかも付き合いだしたのは父が22歳、母が11歳の時だといういらないコイバナまで語ってくれちゃって、若いころの情熱を思い出したらしい二人は異常なまでに精力的に凪と橘の関係を応援してくれたのだった。

　なにか間違っている気がする。

　もちろん、血の繋つながってない男女がたった二人で暮らすなんておかしい。よって凪はこの二人暮らしを固辞する姿勢を明確にするも、清原家のパパママはまったく聞いてくれず、返って来る言葉は『照れるな照れるな』オンリーだった。

　こりゃもううちの両親はダメだ、と判断した凪は、頼りになる和泉いずみ恋れん先輩を通じて橘の両親の方へ働きかけることにしたのだが、

「って言うかさ」

　和泉は、どことなく言いにくそうに苦い笑顔を浮かべて言ったのだ。

「まず、基本姿勢、うちら『妖よう怪かいを保護する組織』は凪くんとキツネのことは、基本、知らないことにするし、それに……その、なんて言うか、さ。キツネの両親、と言うかうちらが保護してる妖よう狐こ一族の総意として、『橘という妖狐はいなかったことにする』、ってことになっちゃったんだよ、ね……うん、その、なんか妖狐のみなさんは、やっぱり、人間嫌いで、ほら、その、凪くん、人間じゃん……だから、さ」

　歯切れ悪く、和泉は言った。

　完全なる勘当宣言、どころではない。

『おまえなんてもう知らん』ではなく、

『おまえなんて初めからいない』、という宣言だ。

「そうか」

　その話を聞いた橘たちばなは、ぎゅっと凪なぎの服の裾すそを掴つかんで、それだけつぶやいた。

　その顔に表情は浮かんでおらず――けっきょく、凪はそれ以上食い下がれなかった。

　――だから。

　普通ではない。

　普通ではないが――それでも、『橘の居場所になる』という約束をした凪は、二人暮らしを甘んじて受け入れることにしたのだ。

　甘んじて受け入れることにしたのだが。

「凪、今日こそ、どうだ」

　――高校生が完全に親の稼ぎで暮らすには広すぎる２ＤＫ。

　その、寝室前。

　ダブルベッドが一つだけある、その『夫婦の』と頭に付けてもおかしくない雰囲気の、寝室の、前だ。

　八月二五日に二人暮らしを始めてはや六日。

　八月三一日。今夜も、裾の短い浴衣ゆかた姿で、もじもじしながら。橘は上目づかいに語りかける。

　人間やめますか、幼女やめますか、と。

　主語のない問いかけだが、さすがに毎日繰り返されれば、みなまで言わずともわかった。

　娶めとる。契る。結ぶ。閨ねやを共にする。絆きずなを体で確かめあう。つまりは――子づくりどうでしょう、ということだった。

　わかっている。

　橘は、そうして関係を結ぶことで凪に人間をやめさせたいのだろう。

　けれど、

「いや……今日もあっちの部屋で寝る」

　凪は乾ききってひび割れた笑いを浮かべ、そう答えた。

　あっちの部屋、とは両親が書斎にどうだろう、と家具を配置してくれた、２ＤＫ最後のひと部屋のことだ。

　当然、ベッドなどはない。

　ベッドが用意されているのは、この寝室のみだ。

　なぜならば、清原きよはら家のパパママは、凪と橘の関係を誤解――ある意味誤解でもないかも知れないが――しているからだ。

　つまり。

『愛し合う二人は同じベッドでおやすみなさい』

　と、そういうことだ。

　清原家のパパママの良識がうかがえる家具の配置である。

　そして凪なぎは人間をやめたくないので、こうして毎日書斎で眠ることにしている。

　しかし橘たちばなは人間をやめさせたいので、

「……のう、凪。私は、一族から見捨てられ、おまえしか頼る者が、もうない」

「……」

「けれど、おまえは人間。私は、妖よう狐こ。……この溝は、おまえが思うより、よほど、大きい」

「……」

「不安、なのだ。心細い、のだ。……だからな、凪。隣で寝てくれる、それだけでいい」

「……」

「たったそれだけの願いも、おまえは叶かなえてくれんのか？　おまえは、寄る辺なき私の唯一の居場所だと、そう、約束してくれたではないか……」

　さみしげに目を伏せて、ぎゅっと凪のパジャマの裾すそを掴つかんで、橘は消えそうな声で言う。

　凪は、負けそうになる。

　毎日毎日。ある日は情に訴えられ、ある日は暴力で訴えられ、ある日は両親に訴えられ、そして今日はローテーション的に情に訴えられる日だった。

　はっきり言って。

　さみしげにうつむく橘は、色々と反則だ。

　だから、そんなささやかな願いぐらいなら、叶えてやりたい――と、凪は思ってしまう。

　けれど――ここが、最後の一線なのだ。

　ここを超えたら、凪はもう、人間をやめざるを得なくなる。それが、本能的にわかってしまう。

　だから。

「……ごめん」

　いくら中途半端で迂う闊かつな凪でも、ここはしっかりと振り払う。

　橘が、傷ついた顔をする。

　凪は、ぎゅっと目を閉じて顔を背けた。

「ちっ」

　――橘の舌打ちが聞こえた。

「娶めとらんのか」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんに、一応確認はしてみますねダメでしょうけど、的に橘は言う。

　凪は橘の態度の急変にむしろ安あん堵どしつつ、

「だから、俺おれは人間をやめない」

「私には人間をやめさせる程度の魅力もないと？」

「そういう話じゃなくて――ああもう！　寝る！」

「逃げるか凪なぎ！　待て！」

　言うも、追いすがることはない。

　追いすがることはないが、

「……心細いのは、本心だ」

　言葉のナイフは投げてくる。

「だから、いつかでいい。今更、焦らん。だから――」

　橘たちばなが、最後に何かを言おうとする。

　その前に、凪はほとんど物の無い書斎に入り、大きな音を立てて扉を閉めた。

　――迂う闊かつすぎる。

　あの夜、清原きよはら凪は橘に可能性を示してしまった。

　迂闊なことに中途半端なことに、清原凪は橘に希望を与え、その希望を摘む覚悟がない。

　だから、なし崩しと言うか、ずるずる爛ただれていると言うか、今のような一線ギリギリの場所で生活を続けているのだ。

　――人間でありたいがゆえに、狐きつねを捨て切れない。

　凪はジレンマとかパラドックスとか二律背反アンビバレンツとかいうものを抱え、悩ましい夜を今日も越すのだった。



　　　２



「転校生が来るらしいぜ、五十名ほど」

　ボウズ頭のガタイのいい男は言い、

「……マジですか」

　凪が静かに驚きよう愕がくした。

　――九月一日の１年Ｃ組にて、そんな会話があった。

「馬ば鹿かども、話しこんでないでさっさと宿題を私に渡すといいよ。数学」

　横合いから延びてくる赤染あかぞめの手に、話しこんでいた一条いちじようと凪は慌あわてたようにカバンを漁り、宿題をやった数学ノートを乗せた。

「へぇ、馬鹿ども、宿題はやったんだ。意外なんだけど」

「さすがに、先生に絶望されたらやるって……」

　苦笑いで一条が言う。

「……雑音があると勉強がはかどるタイプでな」

　自じ嘲ちようの笑みで凪が言う。

　そんな二人に疑惑と驚きと感心の間くらいの顔を向ける赤染。

「おまえらは馬鹿だから成長しないと思っていたんだけど」

　普段は機嫌悪そうに腕を組んで周囲を睥へい睨げいする女帝じみたこの少女のそんな言動に、一条いちじようも凪なぎも自分がどれだけ期待されていなかったか知り、しょんぼりした。

「ていうか」凪は苦笑いを浮かべ、「成長するもしないも、赤染あかぞめと会ってから初めての夏休み明けなんだけど」

「はぁ？　おまえはやはり度どし難がたい馬ば鹿かだな。あるいは私を馬鹿にしているのか？　馬鹿の行動をいちいち経験を通さないと読めない程度の人間に思われてるとか、本気で理解し難いんだけど」

「……なんかごめんなさい」

　気分的には凪の完敗だった。基本、赤染との言いあいは分が悪い。

　――夏休み明け、朝のホームルーム直後の教室は当社比三倍でざわめいていた。

　誰だれもかれもが凪のように後ろを向いていたり、席を立って思い思い集まっていたりして、その誰もが会話に花を咲かせていた。一人でぽつんと席に座っている人物は誰もいない。

　そんな中、数学の宿題回収という役目を負ったらしい赤染が、方々歩きまわって宿題を集めていたりして、赤染が「宿題。数学の」と言って手を出すと、誰もかれもが例外なく「はい！」と姿勢を正して返事をして、慌あわてた様子で宿題を提出するもので、１年Ｃ組の宿題提出率は百％だった。

　赤染は集め終えた宿題を教卓の上に乗せて端を揃そろえ、

「凪、手伝ってほしいんだけど」

「わかった」

　来るだろうなぁ、と思っていた凪と一条は、赤染の動向を黙って見ていたのだった。

　ふたつ返事で了承する凪に赤染は少しだけ微笑ほほえみ、

「おまえみたいな扱いやすい馬鹿は嫌いじゃないよ」

　凄すごくわかりづらい讃さん辞じを述べた。
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　転校生は影も形もなかった。

「……おかしい」

　放課後――とは言っても本日は始業式の午前授業だったので、まだ余裕で昼なのだが――の、生徒の大半がまだ残ってだべっている教室にて、凪は自席で不安に頭を抱えていた。

　さすがに五十名はないだろうが。……一名は確実にいるはずなのだ。

　橘たちばな………そう言えば『橘』だけでは転校出来ないだろうから、苗字、あるいは『橘』を苗字にするのなら、なんらかの名前が、付けられて転校してくるのは確実なはずなのだ。何せ今朝は一緒に登校したのだから。なるっべく目立ちたくないので、七時に。

　――どうにも、妖よう怪かいというのは基本的にこの学校で保護されているらしい。

　その保護している場所は、例の、一階、防火扉の先が怪しいと凪なぎは思っている。

　であるならば、その管理みたいな役目をしているという和泉いずみ恋れんは、学校に多少顔が利くのだろう。

　だから、その和泉恋からの提案で、橘たちばなは新学期から学校生活を始めることになったわけなので、まさか入学手続きに問題が発生したということではないと思うのだが――

「……まさか」

　いや、そもそも。――和泉は、橘を殺そうとしていたはずだ。

　であるならば、いくら仲のいい和泉先輩の言葉だからと言って。……いくらあの夜、橘が和泉を圧倒していたからと言って、あまりにも迂う闊かつな判断だったのではないだろうか？

　和泉の言葉を信用するのであれば、和泉にはまだ『奥の手』が存在するらしい。それがどんなものかは知らないが、つまり二人の実力差はあの夜に見たのが全すべてではなかったという――

「凪くーん、いるー？」

「凪！」

　――まぁ、杞き憂ゆうでしたけど。

「凪！　凪！　なぜおまえはこんなところにいるのだ！」

　ざわめいていた教室、そのざわめきが指向性を持つ。

　先輩が教室に入って来たことに――では、ない。この隣のクラスの上級生、和泉恋が教室に入って来るなどというのはしょっちゅうだ。

　ざわめきの先には、金髪の少女がいる。

　その見た目の幼さだけでも、白いブラウスに襟えり元もとには赤のリボン、黒いプリーツスカート＆ニーソックスという制服姿がフォーマルなキッズファッションにしか見えなくて目立つのに、加えて身長より長い金髪を引きずりながら（しかしなぜか金髪は汚れない）、「凪！」と親しげに、そして怒ったように清原きよはら凪の名前を呼ぶ自ら光放つような金眼のその少女が、目立たないわけはないのである。

　幸いにして――と言うか当然と言うか――耳は人間のもので尻尾しつぽは消えているのだが。

　そんな目立つ幼女はずかずかずるずる、赤染あかぞめの目の前を通り過ぎ、凪の席まで来て、

「凪、これはどういうことだ！」

　抗議するように机をぺちっ、と叩たたいた。いまいち力が弱い。

　凪は周囲からの注目に胃を痛めつつ、

「な、なにが……？」

「なぜおまえが同じ場所にいない！　その上なぜあの小娘が隣の席にいるのだ！」

「？　……あ、ああ！　そういうことか」

『小娘』こと和泉いずみ恋れんを指さす橘たちばな。凪なぎ的にはその言葉で謎なぞは全すべて解けた。が、橘はいまいちわかっていないらしく、首をかしげた。

「それはさ」

　と、ゆったり教室に入って来た和泉が、ポニーテールの根元をしごきながら、

「あくまでも監視が目的なわけさ。それなのに――あんたをあたしの傍に置いておかずに、あたしの目が届きづらい凪くんの傍に置いておく理由は、ないからね」

　笑って答えを言う和泉。橘は「それは聞いた。だがな」と不満そうに唇を尖らせ、

「私は凪の押しかけ女房だぞ？　その女房が凪の傍に侍はべらずに、どのように凪を援たすけると言うのだ」

「だーかーらー、あたしはそもそも認めてないんだって。その、女房とかそういうの！」

「なぜ貴様の了承を得ねばならんのだ!?　そもそも貴様は凪のなんなのだ！」

「先輩かなー。ま、でも、先輩じゃなくてもあんたみたいな危険そうなの、良識ある人間として見過ごせないじゃん？」

「貴様はいちいち私の気に障さわらんと気が済まないようだな！」

「あのー、お二人とも、あんまり教室でそういう話題は俺おれの寿命が縮むんですが……」

「なぁぎぃ！　この理解力に乏しい馬ば鹿かな人間に一言言ってやってくれぇ！」

　今の今まで隣のクラスにいたのに逢あえなかったフラストレーションでもあるのか当社比五倍は甘えた声を出すキツネさん。和泉はポニーテールを放して橘の首根っこを掴つかみ、

「そういうわけだからさ、このキツネはあたしのクラスであずかるから、ご心配なく」

「あ、ああ、ありがとう……」

　ありがたいのだが。……どうせだったら徹頭徹尾あずかっておいてほしかったと言うか、クラスのみんなの視線が痛いと言うか、赤染あかぞめさん俺を殺す気ですよね？　と言うか、ああ一条いちじようまで。おまえは俺の味方だと思ってたのに――と言うか。

「凪！　凪！　おいこら放さんか小娘！　燃やすぞ！」

「はいはい。黙ってついてきたらアイスクリーム買ってあげるからさ」

「なぎー！　なぎー！」

　橘はドナドナ連れて行かれた。

　そして残されるのは凪に対する注目。

　嗚あ呼あ。

　――こんなの、ちっとも普通の人間っぽくない。





「ちょっと面つら貸してほしいんだけど」

　などと言われて赤染あかぞめに手を引かれ、凪なぎは戦々恐々と放課後の校舎内を歩いていた。

　階段を降りて昇降口とは反対側へと歩く。そちらの方向には、生物室や化学室や書道室などの、いわゆる特別教室のある棟がある。

　現在いる場所は一階――ということは音楽室で打楽器代わりに叩たたかれたり、家庭科室でミンチにされたり、美術室で彫刻さながらに削られたりはなさそうなのだが、生物室とか化学室とかも絶妙に危険なかおりのするスポットであり、つまり、今、凪の手を引く赤染からは普段の何倍かの不穏な雰囲気が漂っているのであった。

「そう言えば馬ば鹿か」

「はい馬鹿です」怯おびえた声で返事をする凪。

　赤染は歩調をまったく変えることなく凪を振り返り、機嫌悪そうに眉まゆをひそめたものの、

「体がでかい方の馬鹿と、朝、転校生について話してたみたいだけど？」

　すぐさま前を向いてそんな風ふうに言う。凪は保健所に連れ込まれると理解した子犬のように怯えつつ、

「はい、馬鹿は馬鹿とそのような話をしておりました」

「その喋しやべり方がカンに障さわるんだけど」

「はいやめます」

「……」

　赤染の背中がかなり危険な空気を放っているので、凪は深呼吸を一度、普通の自分を思い出しつつ、

「転校生のこと……か、それがどうした？」

　どことなく声が小刻みに震ふるえているものの、なんとか普段通りに言葉を発する凪。赤染はその問いにはしばらく答えず無言で歩き、特別教室棟を抜けて体育館棟に入った。……ところで、歩くにつれて次第に少なくなっていたひと気がついにゼロなので、凪が感じる恐怖が水増しされていたりする。

　赤染は体育館棟入ってすぐの、鉄製の、開いているところを滅多に見ない倉庫の扉の前で立ち止まり、

「転校生が何名来るかは知ってるか？」

　凪を振り返りつつ言う。凪はあまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしい数字を言われていたので、赤染が不機嫌にならないかおののきつつ、

「ええと、五十、とか……」

　赤染が右眉をぴくりと動かす。既に凪の手を放して腕を組んでいる彼女は、それだけで人間をひれ伏せさせる何かがあった。

　凪はその迫力に思わず土ど下げ座ざしそうになるが、赤染は脱力したようにため息をつき、

「度どし難がたいんだけど。馬鹿と馬鹿が話してもやっぱり馬鹿な結論にしかたどり着かないみたいだな。凪なぎ、おまえはこれから先、一条いちじようと会話しなくてもいいよ。酸素の無駄だから」

　ところで、赤染あかぞめと会話していると『自分は凄すごく嫌われてるんじゃないか』という風ふうについつい思ってしまう。

　しかし赤染はそんな凪の怯おびえた顔をにらむように一いち瞥べつし、



「正確には、七十名来るんだ」



　――言葉を理解するまで数秒かかった。

「それで」赤染は露出した右デコをコツコツ人差し指で小突きながら、「うちのクラスにも八名来るんだけど、髪の毛と存在感の薄いうちの担任が、私にだけ『明日までに椅い子すを用意しておくように』って言ったんだ。だが、私はこう見えてか弱い女子だろう？」

　――言葉を理解するまで数秒かかった。

「………」

「……もういい」

「はっ？　あっ、そう！　そうだな！　ほんと！」

　慌あわててフォローする凪だが、その慌てたフォローが逆効果だと理解するのは、フォローしたあとだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　赤染あかぞめはどことなくいじけたように視線を鉄の門扉に向け、

「だから、おまえに手伝いを頼もうと思ったんだけど。……さすがに、八脚の机をおまえ一人に運ばせるのは無理があったかと、私は今後悔しているんだ」

「四つずつ運べばまぁ」

「凪なぎ、私は何だ？」

「……あ、あい、か弱い女の子です」

　赤染は重々しくうなずき、

「そういう理由で、力仕事はおまえの担当だ」

「……でも、それなら一条いちじようのがよっぽど」

　いかにも『体育だけは５です』という体格のボウズ頭の男である。机と椅い子すのセットなど、いっぺんに二つずつくらい運べるだろう。

　しかしその提案に、珍しくも赤染は気まずそうにうつむき、

「あいつはおまえほど扱いやすくない。私がいじめてるような気分になるからな」

「……」

　凪は反論を飲み込んだ自分の慎重さに、心の中で拍はく手しゆ喝かつ采さいした。

「そういうわけでおまえだけ連れて来たんだけど。……それに、今の教室はおまえにとって居心地がよくなかっただろうしな」

　――それは、その通りだった。

　基本的に、海み鳴なる場ば高校の１年Ｃ組はいいクラスである。

　だから、まぁ、金髪の幼女が「女房」とか叫んでもそれなりに温かい対応が待っているぐらいで、次の日から机に『ペド野郎は自殺します』とか油性マジックで書かれているようなことはあり得ないのだが。

　清原きよはら凪は普通の人間として生きていきたい。

　だが、クラスの全員が注目するような人物は、清原凪の基準に照らし合わせるのであれば、普通じゃない。

　普通なら愛想笑いと苦笑いで済ませることが出来るような質問攻めイベントも、清原凪にしてみれば他者からは想像しがたいほどの苦痛・苦行なのである。

　それは、事実だ。だが――

「よくわかったな」

　凪は感心したように赤染を見る。赤染はなぜだか不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せた。

　清原凪は普通じゃない。故ゆえに普通でありたい。

　しかしその苦悩は、普通の人間には理解されないものだと――そう、凪は思っていた。

　それを――言い方が微妙に悪いかも知れないが――『ただのクラスメイト』である赤染が気付いたという事実は、凪にしてみれば『意外』以外のなにものでもなかった。

　しかし赤染あかぞめは凪なぎの感心した態度に不快感を覚えたような表情で、

「おまえ、度どし難がたい馬ば鹿かなんだけど。死んでもいいよ」

　通常でも赤染の罵ば倒とうは五割くらいいわれがないのだが、今度ばかりは最大級だった。

「えっ？　俺おれ、なんかまずいこと言った？」

　本気でわからないので恐慌した様子で問う凪に、赤染は深く深く深くため息を吐き、思案するように右デコをコツコツ、それから口を開いて、閉じて、開いて、

「本気で度し難いんだけど。いいから机を運んでくれ」

　そう言いつつ鉄の門扉を開ける赤染。その背中に首をかしげる凪。

　その凪の背中に、



「なーぎー……！」



　――爆炎が炸さく裂れつした。

「あぶなっ!?　本気であぶなっ！」

　地獄の底から響くような声に危機を察知した凪の体は、迂う闊かつにも一瞬だけ尻尾しつぽを顕現させて、その爆炎を打ち消していた。

「凪、貴様という奴は！　貴様という奴は！」

　金髪を引きずりながらずかずか凪に接近し、その襟えり首くびを背伸びして締め上げるその女子こそ、つい今しがた凪を爆殺せしめんとしたキツネさん、橘たちばなであった。

「……ああ、凪の『女房』の」

　と、振り返るなり冷たい目で橘を見る赤染。どうにも爆発とか尻尾とかには気付いていない様子で、凪は思わず安あん堵どの息をついた。

　しかし一条いちじようあたりなら容よう赦しやなく土ど下げ座ざして謝るであろう赤染の視線を、あろうことか橘は完全無視し、

「貴様という奴は！　ひとけのないところに連れ込むのであればそのような小娘ではなく私にしろ！　何をしても構わんぞ！　むしろ望むところだ！」

　がっくんがっくん凪を揺さぶる橘。その細腕のどこから出てるのか謎なぞな上に、はずみで足が微妙に宙に浮いていたりするが、傍から見れば橘が凪の襟首にぶら下がっているように見えるだろう。と言うか、そう見えると信じたい凪であった。

「……たった一年の差で小娘呼ばわりされるいわれはないんだけど。先輩」

　絶妙に不穏な目つきで言う赤染に、命の危険を感じる凪。しかし橘は凪の襟首にぶらさがった（ように見える体勢の）まま赤染を横目で一いち瞥べつ、

「私は今、凪と会話をしている最中だ。大人おとなしく背景の一部になっているがよい」

「凪はこれからクラスに椅い子すを運ぶ仕事があるんだけど」

「貴様が勝手にやれ。凪なぎを利用していいのは私だけだ。なぜならば、凪の未来は私のものだからだ。私の未来が凪のものであるのと同様に」

「……先輩だけど言わせてもらうけど、馬ば鹿か？」

「……なんだと小娘？　貴様は私を侮辱するのか」

　微妙に牙きばをむいて言う橘たちばなに、赤染あかぞめは至極機嫌悪そうに腕を組んで右みぎ眉まゆを動かし、

「言葉と行動が馬鹿でなければただの子供なんだけど。それで人を小娘扱いするのは、冗談か度どし難がたい本気か理解し難い自殺願望か、どれなわけ？」

「ほう。……私は、侮辱には殺意を以もつて応えるぞ」

「短絡的すぎて度し難いんだけど。理解した。先輩のは度し難い本気ということで」

「貴様ごときに度し難いなどと言われる筋合いはないわ。貴様ごときに私が救済される事態があり得るなどと思ってか？　それが本気ならば、私の誇ほこりを蔑ないがしろにしたと判断せざるを得ないのだがな」

「先輩ごときの誇りなら、ないがしろにしたところでなんら問題を感じないんだけど」

「……度胸だけは褒ほめてやろう」橘はゆっくりと凪から手を放し、「だがな、こ――っ!?」

　――ごつん、と。

　そんな音がしたと思ったら、背後の誰だれかから頭を思いっきり強打されたみたく橘はつんのめった。と言うか、強打されてつんのめった。

　凪がどうにか橘を支えたので橘は床に顔面を打ち付けることはなかった。だが、その程度で臨界点まで高まった橘のフラストレーション、その解放の出鼻をくじかれた怒りが収まるはずもなく。

「この狼ろう藉ぜき者ものめが！　まずは貴様から燃やしてくれるわ！」

　と言いつつ凪の腕の中で振り返る橘。

　その橘のかなり本気な視線を受けた人物は、自分のポニーテールの根元をしごきながら気楽そうに顔だけは笑って、

「よくないなー。本当によくないな、そういうの」

　とか、かなり笑ってない声で言った。……ところで橘とその少女――和泉いずみ恋れんとの距離は五メートルはあったのだが、どうやって橘を殴ったのか、という答えを求めて凪が周囲を見回せば、体操服でも入ってそうな白い巾きん着ちやく袋ぶくろが転がっていたりした。きっと投げたのだと思われる。

「やっほー赤染ちゃん。ごめんねー、なんかあたしのクラスメイトがさ」

　小走りで凪の隣に立った和泉が、朗ほがらかな笑顔を浮かべて赤染に謝罪する。赤染は腕を組んで沈黙すること数秒、

「……いえ、気にもなりません」

　と、ことさら橘を見下ろして言った。「ぐぬぬぬぬ……」とか橘が牙をむいて唸うなっている。どうにも橘たちばな、人と会話するたびに不穏な空気を作りだしてしまうという困った特技があるらしい。

　凪なぎは苦笑いを浮かべ、

「と、とにかく、机運ばないと。あ、和泉いずみ先輩も机運びに？」

　和泉の方を向く。すると和泉は少々だけポニーテールの根元をしごいて悩むように唸うなったが、

「まー、そんなとこかな」

　などと曖あい昧まいな返事をする。凪は引きつった苦笑を浮かべ「そうですかー」と言った。

「じゃあ、さっさとやってくれ。私も少しぐらいなら手伝うから」

　先輩の前だからなのか、それとも別に理由でもあるのか、赤染あかぞめはそんなことを言う。凪は「わかった」と言って先に入って行った赤染のあとを追うように歩き出し、

「夜、話があるからさ。キツネと一緒に学校に来てね」

　と、急に耳元で囁ささやいて来た和泉を一いち瞥べつ、そしてこっそり耳元で囁かれた意味を思い、無言でうなずいたのだった。
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「ちょっと厄やつ介かいなことになってさ」

　夜――あとで改めて時間を聞いたら「十時くらい？」と言われたので――九時五十分。

　制服姿の凪に和泉、それに裾すその短い青い浴衣ゆかたに水色の金魚帯という格好の橘は、夜の学校、その中でも人の目にまずつかないであろう、通称『校舎裏』、校舎と武道場の隙すき間まに集っていた。

「……こそこそ話さんといかんというのは、なんとも気に入らんな」

　などと橘が腕を組んで不機嫌そうにつぶやいていたが、

「まあまあ。ほら、キツネ。これでも食べて」

　と、いつも持ち歩いている巾きん着ちやく袋ぶくろから、ボロッとお菓子を差し出す。

　橘は訝いぶかしげにその黄色いせんべいを見て、それから警戒して受け取り、においをかいで、

「いや、そんな警戒しなくても普通にお菓子だよ……」

　と、凪が言ったのを聞いてから、やっと一口かじる。

「辛からっ!?」

「え、普通のカレーせんべいのはずだけど」

　和泉が驚いていた。

　普通のカレーせんべいはかじって『辛い』という感想が出るほど辛くはない。

　しかし橘は怒り心頭という様子で、

「貴様！　貴様は私を殺す気か！」

「いやあ、殺すんならもっと確実な手段とるよ」

「和泉いずみ先輩……」

　凪なぎは心労で痛いのだろう、胃をおさえてたしなめるように名を呼ぶ。

　しかし努力は無駄に終わり、和泉と橘たちばなは険悪な雰囲気で互いを見つめ合い、

「こっちには『奥の手』があるしさ」和泉はいつも通り、表情だけは気楽に笑っている。「その手を使えばキツネを消すなんてわけないわけさ。でも、あんまりにも容よう赦しやがないしずるいから、使わないだけで」

「ほう……」

　橘は背の低さをカバーするように、顎あごを高く上げて和泉を見下し、

「言ったら、にんへんほときが……」

　あんまりにも橘がカミカミなので、空気が凍った。

　どうやら本気でカレーせんべいが辛からかったようで、舌が麻ま痺ひしているようだ。

「……」

「……」

「……」

　ここまで居心地の悪い沈黙は他ほかにないだろう、という静けさがしばしあり。



    

  
    
      



    

  
    
      「……ええと、それでさ」

　和泉いずみはとりあえず無視することに決めたらしく、凪なぎを見て、

「……転校生が来るんだよね、七十名も」

「ははは……」

　凪は苦笑いを浮かべて、

「今の今まで冗談かと心のどっかで思ってたんだけど、やっぱり本当なのか？　……本当だとしたらかなり荒こう唐とう無む稽けいな話だな。七十名の集団転校とか、そんなのが本当だとしたら、どこかの学校が潰つぶれたとしか思えない」

　ついそんな風ふうに漏らしてしまった凪に、和泉は「大体そんな感じ」と朗ほがらかな笑顔で応じる。

「でもさ、潰れたのは学校じゃなくて、棲すみ家なんだよね。妖よう怪かいの」

「……ってことは、転校生ってみんな妖怪？」

　瞠どう目もくする凪に、和泉は、あははー、と笑い、

「もちろん、全部じゃないよ？　中には十人以上『あたしらの組織の仲間』もいるけどさ。じゃないと管理出来ないじゃないのさ」

　その言葉を、橘たちばなが八つ当たりのように鼻で笑い、

「あー、あー、はひふへほ、がぎぐげご」

　顔をそむけて小さな声で発声練習。それから和泉をにらんで、

「ふん。保護に管理によくもまあ……人間よ、いい機会だ。この際、貴様らがしているところの『管理』とやらを、妖怪に一任してみてはどうだ？」

「人間社会のことは、人間の方がよく知ってるからさ。そもそも妖怪たちにそんなことが出来るんだったら、あたしらは初めからあんたらを保護してないんだよね」

「……、貴様はもう少し口に気をつければ安あん穏のんとした人生を送れたかも知れなかったな」

　炎の玉が、橘を取り巻くように顕現する。凪はその行動に驚いたものの、

「やめろ。……おまえが人間を殺そうとするなら、俺おれは人間を護まもらなきゃならない。頼むから、俺に人間をやめさせないでくれ」

　冷めた目つきでそう言う。橘はその言葉を聞いているのかいないのか、牙きばをむいて和泉をしばらく凝視していたものの、

「……凪に免じて、引き下がってやる」

　そう言って、炎を消し、

「……怒ったか？」

　と、心細そうにこちらを見上げて聞いてくる。

『清原きよはら凪』には、そんな橘を突き放すなんてことは、できそうもなかった。

「あ、ま、まぁ、何もしないならいいんだ」

　どこか気まずそうに言って、凪なぎは頭を掻かく。

　二人の様子を少しだけながめてから、和泉いずみは「話を進めるよ」と言う。橘たちばなはそんな和泉をまだしばらくにらんでいたが、凪に見られるとつまらなさそうに視線を落とす。

　和泉は微笑ほほえんだまま橘の様子を見てから、凪に視線を移し、

「そういうわけで、この際、事情を知ってる数少ない人間の、凪くんにも協力をお願いしたいんだよね」

「……ええと」凪は橘をうかがうようにちらりと見てから、「それは和泉先輩の言うところの、『管理』に対する協力、ってことか？」

「うん」

　朗ほがらかにうなずく和泉。橘が「ふん」とつまらなさそうに鼻を鳴らしていたが、それ以上の反応はなかった。

「でも」凪は橘を視界の端に捉とらえるようにうつむき、「そんなこと言われても、俺おれみたいな普通の人間が、妖よう怪かいに関することで何か力になれるとは、思えないんだけど」

　それに。――正直、そういったことに関かかわるのは普通じゃないと思う。

　だが、それを言ったら、友人が困っているのに手助けをしない、というのも人間としてどうかと思う。

　と言うか最近――自分が基準にしている『普通の人間』というヤツを見本にした程度では対応しきれないことが多すぎる、とか思わなくもない。

「それは大丈夫だよ？」悩む凪に、和泉は軽い調子で告げる。「こっちもさ、そんな無理なお願いはしないしさ。変わった行動をする転校生がいたら、あたしに報告してくれるだけでいいからさ」

　笑顔の和泉が言う。

　橘は汚けがらわしいモノを見るかのように眉まゆをしかめて、

「……気に入らんな」

「……橘」

「安心しろ。殺し合いに発展させるつもりはない。だが――凪、おまえは思わんか？　この小娘は、おまえに巧うまく取り入ろうとしている。それが言葉の端々から腐臭の如ごとく臭におってくるのだ」

「そうかな？」

　あくまで朗らかに微笑む和泉に、橘は唾つばを吐きかけるように嘆息し、

「今はまだいい。今はまだ、私でも我慢出来なくもない範囲だ。人間同士であればそういう付き合い方もあるのであろう。だが――だが、あまり度が過ぎるようならば、私は凪のために貴様を殺す」

「橘」

　凪なぎが先ほどよりも強く橘たちばなを呼ぶ。橘は悲しそうに凪を見上げて、

「私は、おまえに捨てられたくはない。故ゆえに私はおまえには逆らわん。……だが、おまえが人間ごときに利用されるのは、我慢ならん。おまえにあずけている私の誇ほこりが許さんのだ。……わかってくれ、とは言わん。おまえが人間であるから、私は今、こうして立っているのだから。だが……おまえは確かに人間なのだろうが、おまえの周りの人間まで、おまえが人間であることを求めているとは限らんぞ」

「………」

　――そんなことは、承知している。

　人間でありたい、人間として普通でありたい、というのはあくまでも清原きよはら凪の願望であって、世界がそんなことを求めているわけは、ない。

　だから――わかる。

　人間であってもいい。人間のまま手伝ってくれれば――と言う、和泉いずみ恋れん。

　彼女の言葉はあまりにも甘い。人間だと認めてくれる彼女の存在は、人間でも妖よう怪かいでもない、中途半端な清原凪という存在にとって、途方もなくありがたいのだ。

　だが。

　その和泉恋の言葉の裏には、確かに『清原凪は人間ではない』という部分が感じられなくもない。

　或あるいは、和泉は純粋に優しさから、清原凪ごとき半端者を人間扱いしてくれているのかも知れないが。

　けれど――そのもう一面、甘い言葉で清原凪を操ろうという意思、そんなものがあると勘繰れてしまうのも確かだ。

　しかし、それでも――清原凪は、和泉恋の優しさを信じる。なぜならば、人の厚意を疑うのは、人間として間違っていると思うから。

　だから、清原凪は、うつむいて、どちらの少女の方も向かないまま、言う。

「……わかってる。俺おれは普通の人間だから。たとえ転校してきた妖怪が暴れたって、どうにも出来ない」凪は和泉を見て、「だから俺は目の前で妖怪が何かしようとしても、和泉先輩に報告するぐらいしか出来ない。それでいいんだよな？」

「うん、もちろんさ」

　和泉は微笑ほほえんでいる。橘は機嫌悪そうに腕を組んでうつむいている。凪は、どうしていいのか、どちらに何をどう言えばいいのか、さっぱりわからず、再びうつむいた。

「そんで、目下やることだけどさ」

　和泉がポニーテールをしごきながら、

「九月の第三土曜日から、文化祭があるんだよね？　それまでに転校生たちをクラスにうまく馴な染じませてあげてほしいんだよね」

「……そんなんでいいのか？」

　思わず顔を上げて目をしばたたかせる凪なぎ。

　和泉いずみは「大事なことだよ」と真剣な表情で言う。

「それにさ、言うほど簡単なことでもないと思うしさ。だって、妖よう怪かいは普通の人間と違うんだよ？」

「それはわかるけど」

「じゃあ、そういうことでお願いね？」

「ああ……」

　釈しやく然ぜんとしない何かを抱えつつも凪は了承する。まぁ、口は悪いが面倒見のいい赤染あかぞめもいるし、頭は悪いが悪いやつではない一条いちじようもいるし、妖怪云うん々ぬんは伏せてればどうにかなるだろう――と凪は気楽に結論、

「まぁ、その程度なら。たぶんここで言われなくてもやったと思うし」

　やった、と言うと『自ら率先して』みたいな意味が付随するので語弊があるが、正確には『赤染のアシストをさせられて』という注釈が入る。

　とにかくその程度ならば、まだまだ普通の人間のまま出来る。むしろその振る舞いは人間的ですらあるだろう。

「うん、じゃあ解散ってことで」

　そう言ってさっさと行ってしまう和泉。その様子をぽかーんと見えなくなるまで見つめてから、凪は橘たちばなの方を向き、

「……おまえはどうする？」

「？　問い掛けの意図がわからんのだが」

　首をかしげる橘。その様子がやたらと微笑ほほえましかったので、凪は笑顔を浮かべつつ、

「だから、クラスに馴な染じませる、ってやつだよ。同じ妖怪だったら人間よか分かり合えるだろ？」

「……そう言えば今のおまえは普通の人間だったな」

　と、橘は難しい顔をして言ったあと、逡しゆん巡じゆんし、

「凪、『妖怪』と我らを一ひと纏まとめにするのは、愚かなる人間のやり方だ。我ら誇ほこり高き妖よう狐こと……たとえば犬神あたりとでは、そもそも存在として違うのだ。人間と猿ぐらいにはの。故ゆえに我らを『妖怪』という枠で乱暴に纏めるな」

「あ、悪い」

　つい謝る凪。そんな凪に橘は、「わかればよい」と尊大に言い、

「まぁ、その纏め方は乱暴だが便利でもあるし、私も時たま使うことがある。それに、確かに……人間と妖狐よりは、妖狐と犬神の方が存在として近いのは事実。人間が試みるよりも、我らの方が所謂いわゆる『妖怪』どもとは円滑に意思疎通が可能となるだろう」

「……だったら」

「しかしな、やらんぞ」

「……ええと」言葉が出ない凪なぎ。

「そもそも私がまだ馴な染じんでおらんし、馴染む気も無い。なぜならば私は妖よう狐こ。誇ほこり高き七尾の狐きつねである。くだらん人間の知識自慢を聞くだけで相当な譲歩であるからして、これ以上の譲歩を求めるのであれば、私は私の誇りに対する侮辱と判断せざるを得ない」

　本人は大おお真ま面じ目めな表情なのだが、普通の人間である清原きよはら凪の基準に照らし合わせれば、それは友達の出来ない寂しい子の言い訳にしか聞こえなかった。

　なんだか急に橘たちばなが愛しく思えてくる凪は、暖かい微笑ほほえみを浮かべて、

「まぁ、友達ぐらい、いた方がいいぞ？」

「『友達』などという概念、狐は持ち合わせておらん。我ら妖狐一族にあるのは『群れ』のみだ。経験と生命を次代へ継承するための組織。親であり師である存在がおり、年とし頃ごろになれば伴はん侶りよを得て次の時代に胤たねを遺のこす。全すべては『家族』であり『友達』などという中途半端な概念、そこには存在しない」

「……」

「だから、私には――おまえさえいれば好よい」

　何の迷いもない返答に、凪は思わず不安になる。

　なぜ不安になるのか――それは考えてみてもわからないが。

「……だから、だな、その」

　橘がうつむいてもじもじと自分の指と指を絡めている。

「おまえだけは、何があっても私を捨てるな。人間だの妖よう怪かいだの言わん、から……」

　上うわ目め遣づかいでながめてくるのは、金色のツリ目だ。白い肌を紅潮させ、うかがうように、縋すがるようにそんなことを言う、幼い見た目の少女。その言葉に凪は、

「ああ、約束する」

　非常に人間的な返答をした。
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　しかし、翌九月二日。朝のホームルーム。

　なにかトラブルがあった、という理由で、転校生は、来なかった。



　　　６



「まずったみたいでさ」

　一時間目が始まる直前に、凪なぎはかどわかされた。

　場所は屋上である。海み鳴なる場ば高校の屋上は基本的に南なん京きん錠じようが三重にかかった扉に護まもられており、生徒が一生訪れない場所の代表のようになっていた。しかし、和泉いずみは事もなげに白い巾きん着ちやく袋ぶくろから鍵かぎを取り出すと、屋上の扉を開けて、さらに校舎内から入れないように鍵をかける。

　そんなわけで、現在、凪、和泉、橘たちばなの三名は日差しが非常に厳しい屋上に立っていた。

「妖よう怪かいたちがストライキ起こしたみたいでさー」

　あははー、なんて笑うものの、和泉の言っていることに一片の冗談もないのであれば、かなり不穏な響きは感じる。

　だが、実際に妖怪がストライキ――まぁ、不登校と言った方が適切なのだろうが――を起こしたことにより、どのようなことが起こるのか、凪にはわからない。なので、

「その……ストライキの何がまずいんだ？　あ、いや、まずいのはわかるけど、具体的にって言うか……」

　などと、不機嫌そうに腕を組んでそっぽを向く橘を視界に収めながら、どことなくしどろもどろに問う。和泉は言葉を整理するようにポニーテールをしごきつつ逡しゆん巡じゆんしてから、

「や、ただの不登校だったらまー、今ほど困らないんだけどさ。問題は、ある妖怪が妖怪たちをまとめあげて、ストライキを先導してる、ってところにあるんだよね」

「ふん」

　橘は明後日あさつての方向を向いたまま、くだらなさそうに鼻を鳴らす。

「妖怪がみな、我ら妖よう狐この如ごとく辛抱強いわけではなかろうに。――いいか小娘、貴様ら人間は今まで運が良すぎたのだ。貴様らはこれを機会に知るべきだ。人間ごときが我らのことを『管理』だの『保護』だのというのは、思い上がりも甚はなはだしいと」

「思い上がり――って言うかさ、必要に応じただけだと思うんだけどね」和泉は困ったように笑い、「とにかく、そういうわけで、これからもあたしらが妖怪を保護できるように、あたしらはその先導してる妖怪をどうにかしなきゃならないんだけどさ」

「貴様、よもや凪に『手伝え』などと言わんだろうな？」

　刃の切っ先じみた鋭さで、橘が和泉をにらむ。和泉はしかし、否定するだろうという凪の見立てとは裏腹に、「んー」とポニーテールをしごきながら悩み、

「直接的には、そうなるのかな？　あたしの思惑としてはさ、キツネに手伝ってほしいわけさ」

「私に、だと？」橘は牙きばをむき、「……ふざけるなよ人間風情が！　私に、貴様に利用されろと言う気か！」

「だから」

　和泉は真剣な表情をして、

「あたしは、凪なぎくんに頼みたいわけさ。……凪くんに頼めば、キツネが実行せざるを得ないと思ったからね」

「……貴様は……どこまで……どこまで私を虚こ仮けにすれば気が済む！　やはり貴様の本音はそれか！　人間でありたいと望む凪を操る！　九尾たるその力を意のままにして！　我らをていよく飼っておきたいだけか！」

　息を荒げて激げつ昂こうする橘たちばなに、和泉いずみは冷やかにも見える真剣な表情のまま平へい坦たんな声こわ音ねで、

「慌あわてないでほしいかな、あんまり。……あたしらも、保護すべき妖よう怪かいに頼む、っていうのは、本意じゃないわけさ、本当はね。だけど、相手が相手だから、狐きつねの力を借りないことには、いざと言う時にどうしようもないんだよね」

「……やはり人間は信用ならん。人間のせいで我らは山を追われた。今また誇ほこりを傷つけてまで人間に飼われてやっていると言うに、人間はその我らを利用せんとする。……いいか人間、今後、現在にも増して言葉には気をつけろ。さもなくば、私は本ほ意いではなく貴様を殺してしまうかも知れん」

　橘はきびすを返しつつ凪の手を取る。凪はどうしていいかわからず、なされるがまま橘に引かれて屋上の出口を目指させられ

「天狗てんぐ、なんだよね」

　――ぴたり、と。

　引き返そうと凪の手を取った橘の動きが、停止した。

「知ってるよね、天あまつ狗きつね」

「ふん」橘は重なった凪と自分の手に視線を落とし、「山やま篭ごもりが趣味のような奴らが、山を捨てて海に来たとでも言う気か」

「そういうこと、かな。それで、その天狗っていうのが新しくここに来た妖怪と、今までここにいた妖怪をまとめて、ここに拠点を築きたがってるんだよね」

「拠点？」凪が首をかしげる。

　和泉は真剣にうなずき、

「人間に、復ふく讐しゆうするための」

「……その天狗も大概間が抜けているな。人間への復讐という目もく論ろ見みを人間に看破されてどうする」

　呆あきれたように橘が吐き捨てる。

　それを聞いてやっと、和泉は「あはは、そうだね」と気楽そうに笑った。

「確かに、会って話した感じでは……まぁ、その、なんだか何考えてるのかわからなかったけどさ」珍しく和泉は言葉を濁し、「でも、力が本物でさ。だから、実力行使しなきゃならない可能性も、高くってさ。……こっちも準備はしてるけど、なるったけ、使いたくない手段なんだよね、容よう赦しやがないからさ」

「って言うか」凪なぎがどことなく遠慮しつつ口を開く。「その天狗てんぐっていうのは、なんで人間に復ふく讐しゆうなんて……」

「わからいでか」

　橘たちばなは凪と繋つないだ手を軽くゆすりながら、

「なぜ、我らがこのようなところにいると思う？　我らは棲すみ家を追われ、傷つけられ、人間なんぞに頼らざるを得ない状況に陥った。その原因を作ったのは誰だれだ？」

「……人間、なのか」

　凪は唇を噛かんでうつむく。

　悔しそうにうつむく凪に、橘は微笑ほほえみを向ける。

「おまえも大方そんなところなのであろう？　九尾ほどの狐きつねが人間ごときにどうにかされるとは考え難がたいが……人間は、数を揃そろえることと狡こう猾かつであることにかけては狐にも勝るとも劣らんからの」

「いや、俺おれは―――」凪はいったん口を閉じ、「まぁ、俺はいいんだ。俺ははじめから人間だし。……けど、その天狗はどうにかしないといけないとは、思う。……なんて言うか、人間として。居場所を奪ったなら、埋め合わせはするべきだ」

　うつむきながらも、決意したように言う凪。

　その姿を見て、橘は見る見る表情を不機嫌そうにゆがめて、

「……私は手伝いたくない」

　いじけたような声で言う。

「わかった。俺が、どうにかする」

「できるのかな？」

　和泉いずみが微笑んだまま問う。

　凪はうつむいて逡しゆん巡じゆん、それから和泉を真まっ直すぐ見て、うなずいた。

「橘の気持ちもわかるから」

「……そっか」

　和泉は無表情じみた微笑みを顔に張り付けていた。

「じゃあ、お願いしていい？」

「わかった」

「ありがとね。……じゃ、ここは解散で、あとは夜に」

　そう言って和泉は歩き出す。

　凪はそっと橘の手を解いて、横をすれ違って行った和泉を追うように、屋上の出口を目指した。

「キツネも早く出ないと、閉め出すよ」

　肩越しに振り返って和泉が言う。

　橘たちばなは少々だけ不機嫌そうに唇を尖らせて凪なぎを見ていたが、凪は橘に向けて振り返らなかった。そのことに橘はますますむっとした顔をして、

「……ふん、別に困らん。飛べばいいだけの話だ」

　と、八つ当たり気味に言いつつも出口を目指し、凪の隣に立ってその顔を見上げる。

　――凪の顔には、表情が浮かんでいなかった。

「のう、凪。なぜそこまで人間で在ありたがる？」

　その無表情があまりに辛つらそうに見えて、橘は先程まで凪へ感じていた不満のような感情も忘れて、思わず問うていた。

　凪がゆっくりと橘を見る。和泉いずみは一足先に校舎内に入った。

　凪は数秒、無表情で沈黙していたが。

「俺おれが人間だから、だ」

　答えにならないような答えを言って、校舎内へ入って行った。橘はその背中を見て、哀しそうにうつむき、ゆっくりと校舎に入り、扉に差し掛かったころに、誰だれにも聞こえない声でつぶやく。

「おまえがそう言うなら、私は何も言わん。……言いたいことがあろうともな」
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　夜を待ったのには理由がある。

　和泉恋れんが言うには、その天狗てんぐの行動がどうにも読めないらしく、もし最悪の事態……戦って言う事を聞かせるというような荒事になった場合、他ほかの生徒を巻き込まないように、との配慮らしい。

　さらに、和泉がこっそりと凪に耳打ちした話によれば、確かに和泉は凪に天狗との交渉を依頼した。しかし、キツネ――橘がそれを家で待っているわけはなく、橘が話に関かかわろうとすれば、十中八九戦うことになるだろう、とのことで、それは凪としても同じ意見だった。橘はとにかく人と話すたびに空気を不穏にしている印象がある。

　そんなわけで、夜の学校に集合した和泉は、まずは驚きよう愕がくした。

「キツネ、いないじゃんさ」

　白い巾きん着ちやく袋ぶくろを片手に制服姿の和泉は意外そうに言って、それから周囲を見回した。

　その言動を受けて凪は、

「いや、気持ちはわかるけど」

　と苦笑いをして、

「本当に家にいるはずだよ。玄関まで見送られたから」

「ちょーっとまずいかな、それ。……や、あたしとしてはさ、こう、凪くんが来るならキツネもなんだかんだ言って出てくるだろう、っていう打算があったわけなんだよね」

「あいつに人間のために働く義理はないだろ」

「そんなこと言ったらさ、凪なぎくんにだって、顔も知らない人間が妖よう怪かいの棲すみ家を奪ったことについて責任を取る義理は、ないんじゃないのかな？」

「でも、あいつらが人間に対して怒ってるし、それが筋の通った怒りなら、誰だれかが埋め合わせる必要はあると思うんだ」

「それを凪くんがやる必要はないと思うんだよね」

「俺おれがやりたいんだ」

「……ま、それならいいけどさ」

　どこか釈しやく然ぜんとしないように首をかしげつつ、和泉いずみは校舎の方を向く。凪もそれに従って夜の校舎を見た。

「どうかな、交渉に応じる気があるならさ、そろそろ出てくると思うんだよね」

「交渉場所はグラウンド？」

「有事に備えて、さ。あんまり物を壊すと面倒くさいんだよね」

　そう言って笑う和泉に、凪も思わず微笑ほほえみを零こぼした。

　――八月は過ぎたものの、湿度の高い熱気の中、動かなくても汗が出る。

　幾度目かの夏の夜。幾度目かの夜のグラウンド。果たして今、ここに立っていることが人間として正しいのか、凪にはもう、よくわからない。

　ただ、凪は思う。

　人間の犯してしまった過ち。それを謝罪するために妖怪と話をするのならば。――その行動は、とても人間らしいのではないか、と。

　だが、それでも……もしも実力行使の段になってしまったとすれば。清原きよはら凪は和泉恋れんを見殺しにしないために、九尾の狐きつねとしての力を発揮するのだろう。それは明らかに人間として普通の対応方法ではない。

　だから、なんとしてでも――交渉は、交渉で終わらせなければならない。

「――来た、みたいだね」

　凪は我知らずうつむいていた顔を上げる。



　――その視線の先に在あったのは、『妖怪』だ。



　人面樹がいる。ぬりかべがいる。窮奇かまいたちがいる。河童かつぱがいる。土つち蜘ぐ蛛もがいる。蝦が蟇まがいる。人間の姿をしていない妖怪で、凪が姿を見て名前を思いつくのはそれくらいだが、人間に変化している者も含めれば、それは『妖怪』という枠にまとめざるを得ないほどの大群だった。

　ゆっくりと――おそらく校舎からだとは思うのだが――どこからともなく、不意に出現した妖よう怪かいたちが、グラウンドの入り口付近に立つ凪なぎと和泉いずみへ向かって歩いて来る。

　その先頭には、漆黒の翼の生えた少女がいた。

　凪と和泉から十メートルほどの位置で行進を止めて、ぼんやりした瞳ひとみで凪を、和泉を見る少女。

　ショートカットの黒髪の少女、その白い小こ袖そでに緋ひ色いろの袴はかまという格好は、巫み女こを思わせる。だが、黒い翼を生やし、一本歯下駄を履いているその少女こそ、天狗てんぐなのだろう。

　その服装のせいか、それとも稚いとけない顔立ちのせいか、その少女から醸し出される雰囲気は極めて清浄――いや、人間ではありえないほどに、清く澄み過ぎている。穢けがれを知らないのではなく、穢れの方が怖おそれて近づけないのではないかと思わせるほどに、無む垢くに過ぎるのだ。



「よくわからない……」



　ぽつり、と少女がつぶやく。凪はその小さな声を聞き洩もらさないように少女の声に意識を集中した。

「そっちの二人は、人間？　妖怪？　この結界の中だと、目の前にいても、わからない」



    

  
    
      



    

  
    
      「人間だよ。………二人ともさ」

　和泉いずみが答える。少女は無表情のまま「そ」と無感動につぶやき、

「なら、名乗んなくてもいいか。……藤紫ふじむらさきっていうんだけど」

「えっ？」

　思わず声を出す凪なぎ。

　藤紫は「あ」とどうでもよさそうに驚き、

「……ま、いっか。藤紫は、ここを新しい院にして～、世界征服？　とか、したい」

　不意に途切れる藤紫の言葉。凪は戸惑うように和泉を見て、和泉が自信なさそうにうなずいたので、藤紫に視線を戻し、

「俺おれは、清原きよはら凪。――あんたらに、どうにか思い留まってもらうために、ここに来た」

「ふ～ん」

　理解しているようないないような、あいまいでぼんやりした声。それから一拍置いて、

「それで？」

　と、藤紫は首をかしげた。

　質問の意図がわからず、凪は眉まゆ根ねを寄せる。

　藤紫はなぜか、ぼんやりした無表情で口を開けたまま空に視線を向け、

「それで、藤紫の世界征服を、どうやってやめさせるの？」

「……それは」

「それは」和泉が凪の言葉を引き継ぐ。「あんたらがここにいる限り、あたしらはあんたらの安全を保障する用意があるのさ。そのかわりあんたらには大人おとなしくしてて欲しい」

　和泉が一歩進み、凪の前に出る。凪は思わずうつむいた。

　――迂う闊かつ以前の問題だ。

　交渉しようと言うのに、何一つ用意をしていなかった。……いや、そもそも。何一つ用意出来るわけがないのだ。何せ、清原凪は普通の人間なのだから。

　――では、なぜ清原凪はこの席に立とうと思った？

　それはこの『妖よう怪かいとの交渉』という場面に人間側として噛かむことで、『自分は人間である』と強く確信出来ると思ったから――というのも、ある。

　だが、それ以前に。

　……橘たちばな。

　七尾の狐きつねであり、天狗てんぐと武力衝突になった場合にこの上ないほど力になるであろう彼女。その存在を、期待していたからではないのだろうか？

　いざとなれば彼女がどうにかしてくれる、と。そのような甘い考えで清原凪がここに立っているのだとすれば。……清原凪は、自分を許すことが出来ない。そんなことで、よくも『自分が奪った橘の未来の埋め合わせをする』などと思えたものだ。

「安全を保障」

　機械的に、藤紫ふじむらさきが和泉いずみの言葉を繰り返す。

「安全を保障。人間なんかが、藤紫の安全を保障。……それは、冗談としては面白い、かな？」

「実際さ、あたしらが張ったこの結界に入ってみて、どうよ？」

　表情にも声にも感情が一切表れない藤紫は、対たい峙じしてみると途方もなく怖おそろしい。だが、和泉は怯ひるまず、和やかにも見える笑顔を浮かべてなおも言葉を連ねる。

「隠いん蔽ぺいの結界としては超一流だと思うんだけどね。だって、目の前にいてもそれが妖よう怪かいかどうかわからないよね？」

　藤紫は視線を和泉に向け、何の躊ちゆう躇ちよもなくうなずいた。

「でも、それだけ」

　和泉の頬ほおが、ぴくりと動く。

「この結界は、発見されたあとについてなにも、保障してくれない。出入りは自由。姿や距離感を歪ゆがめることもない。それに、狐きつねの力が、少しだけ漏れてる。これで、完全？」

　首をかしげる藤紫。その動作はどことなく、首の壊れた人形じみた不気味さがある。

　和泉は少しだけ沈黙し逡しゆん巡じゆん、

「……でも、あんたらがこの中で大人おとなしくしてれば、なんの問題もない効力があるわけさ」

「よくわからない。これは、藤紫たちを大人しくさせるための交渉だと思ってた。その交渉が締結する前から、大人しくしてれば～、っていう前提を使うのは、おかしい」

「……」

　和泉が沈黙する。凪なぎはぎゅっと拳こぶしを握り締める。

　藤紫は無表情のまま反対側に首をかしげ、

「棲すみ家を奪われ～、土地を追われ～、そんな藤紫をこの学校に招いたことで、藤紫が人間に恩を感じると思ったら、それは、冗談としては、面白い。藤紫は『棲み家を奪った人間』を恨んでるわけじゃ、なくて～。『棲み家を奪った人間がのさばる世界』が、嫌い。ほんとに、嫌い。だから、藤紫は、世界征服？　とか～、考えてる」

「人間全部を敵に回したら、あんたらだって、無事には済まないんじゃないのかな？」

　和泉は苦し紛れだが、それを感じさせない笑顔で言う。しかし藤紫は眉まゆひとつ動かさず、

「もう無事に済んでない。藤紫は、棲み家を奪われた」

「……」

「人間は、甘い。藤紫がいつまでも人間の味方だと思ったら、それは、とても、面白い冗談。妖怪を自分たちの住み家に受け入れる、そのことを甘く考えすぎてる」

　――藤紫の周囲に、風が吹く。

「人間がいくら集まっても、『妖怪』には、勝てない。特に、藤紫ふじむらさきみたいな天狗てんぐに勝てるのは、鬼か、狐きつねか、それくらい。つまり～、おまえらは、ここで、死ぬ。交渉は～、決裂」

　グラウンドの砂が攪かく拌はんされる。砂を纏まとった強風が、ゆっくりと渦を成す。

「それか、おまえらが、今、ここで～、藤紫ふじむらさきが諦あきらめなきゃダメっぽいくらい強かったら～、藤紫は、考えなおす。また、人間を護まもるほうになっても、いい」

　土色の竜巻、その用途は研磨機だ。アレに巻き込まれれば、普通の人間程度はあっと言う間に皮ひ膚ふも肉も、骨すらも削れて粉になるだろう。

　――すぐそこには、和泉いずみ恋れんという、普通の人間。

「……また、か」

　凪なぎはうつむいたまま、苦々しくつぶやいた。

　人間のままであれば、和泉恋ともども、清原きよはら凪はここで死ぬ。

　しかし、人間を護るには、清原凪は狐きつねの力を使わなければならない。――今度こそ、確実に妖よう怪かいと敵対する覚悟を以もつて。

　ここで死ぬのが、普通の人間として正しい。

　しかし、和泉恋を助ける力を持ちながら、和泉恋を見殺しにするなどというのは、人間らしくない。

　そう思う凪の脳髄に、雷光のようなひらめきがよぎる。



　人間らしくないならば。

　人間でないものに、その役割を代だい替たいしてもらえば――



「……駄目だ」

　静かに、強く、言った。

　脳裏によぎった、黄おう金ごんの七尾。居場所を失った迷い狐。

　おそらく、清原凪が強く頼めば、橘たちばなは自分の意思など無視して、その頼みに従うだろう。その願いを叶かなえるだろう。なにせ、橘は追い込まれている。橘ははっきりと一族から見捨てられている。だから、橘の居場所は『清原凪』一つだけで、その清原凪を護ることは、橘自身を護ることと同義だ。

　だから、断らない。――断れない。

　そんな相手にする願いなど、命令であり脅迫だ。抱くことすらあってはならない。抱くことすら――人としてどうかと思う。

「……そう、か」

　――けっきょく。

　清原きよはら凪なぎは、普通の人間みたいに、安あん穏のんと生きることは、もう、無理なのだと悟る。

　狐きつねと関かかわってしまったから。

　こうして人間らしくあろうとして、普通の人間が足を踏み入れない場所に、いま、立っているから。

　だから。

　――選べ。

　清原凪は、何を優先するのか。

　今の今まで抱き続けてきた『普通の人間像』はもう、役に立たない。例外が多すぎる。

　だから、選ぶ必要がある。

　このまま中途半端な人間を続けるのか。

　それとも。

「俺おれたちが、おまえらに勝ったら……」

　それとも。

「おまえらは、人間に危害を加えないんだな？」

　それとも――狐の力を、狐としての存在を受け入れた上で、自分らしい人間らしさを目指すのか。

「……凪、くん？」

　和泉いずみが驚いている。凪はしかし、一歩、前に出る。



　――その輝きは明けの明星の如ごとく黄おう金ごん。

『人間らしさ』を貫くため、清原凪はいま、狐に還かえる。



　清原凪の目指していた『人間らしさ』。その原点はきっと、清原凪が清原凪になる以前、おぼろげな記憶の中で触れた、いかにも人間らしい優しさにあるのだろう。

　他者を護まもるために力を使う。他者が困っていれば我が身を省みず助ける。

　そんな――理想論じみた、まるで教科書の中の絵空事にしか思えないものが、清原凪という存在が目指す人間像。

　狐であると、認めたわけではない。

　人間であり続けることを諦あきらめたわけでは、絶対に、ない。

　清原凪は、人間だ。

　だから。

「俺は、俺の力であいつの居場所になる」

　金色の尾はわずかな空くう隙げきを置いて、清原凪の背後に浮かぶ。その数は――九。

　――大蛇のような火か焔えんが九つ、清原凪の周囲で鎌かま首くびをもたげる。

「驚いた。狐だった、とか」

　藤紫ふじむらさきが感情のうかがえない声で、顔で、言う。

「いや、俺は人間だ」

　凪なぎが、牙きばを見せて笑って、応える。

「俺おれが人間だからこそ、俺は狐の力を使うんだ」

　橘たちばなを殺さない。代わりに、橘の誇ほこりを殺した。

　そして、その橘を放ほうっておけないから、幸せになってほしいと、願った。

　居場所になりたいと、思った。

　人間・清原きよはら凪は、あの狐の居場所としては、あまりにも頼りない。

　だから、清原凪は、狐に還かえる。

　まずは、自分の身を、友の身を守るため。

　そして――自分が人間らしくあるために見捨てなかった橘を、利用しようなんて二度と思いたくないから。

「だから、俺は狐の力であんたを倒す。俺があいつに甘えることは、きっと俺の人生を丸ごと否定するのと同じだ」

「よくわからない。よくわからないけど――その力は冗談にならない」

　轟ごう々ごうと、研摩機の特性を帯びた竜巻が、唸うなる。

　業ごう々ごうと、大蛇じみた火か焔えんが、大気を呑のみ下す。

「……」

「……」

　藤紫ふじむらさきと凪が、互いに互いを見つめ、一瞬だけ、全すべての音が停止した。

　――直後、あやまたず。

　天狗てんぐと妖よう狐この中間点で、風と炎が激突した―――
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　九月三日の１年Ｃ組の教室では、黒板の前に転校生がずらりと並んでいた。

　総勢八名の転校生は、赤染あかぞめに仕切られてそれぞれの席へと散り、最後に凪の隣――赤染が一つ後ろにずれた――には、藤紫が座った。ひとえに藤紫が「そこ」と指さした席が凪の隣であり、赤染は口は悪いが責任感は強い方なので、転校生がクラスに馴な染じむために気を遣った結果である。

　とりあえず転校してきた生徒たちがみな人間の姿であったことに安あん堵どしてから、凪はどことなく気まずそうに、隣に座ってどこか遠くを見る、制服姿の藤紫に向きなおり、

「これから、よろしく」

「……よくわからない。けど、おまえとは仲良くしておきたい」

　ぽつり、と無表情のままつぶやく藤紫ふじむらさきに、凪なぎは苦笑いした。

「藤紫は――少し、常識が足りない」

　などと何の感慨もなくつぶやき、

「だから、藤紫に、おまえが色々教えれば～、世界は平和？　だと、思う」

　などと和やかかどうか微妙な会話をする凪と藤紫。そこに、

「凪」

　と、いつものごとく乳を強調するように腕を組んで、不機嫌そうな顔をしている赤染あかぞめが口を挟んだ。

「知り合いか？」

「まぁ、そんな感じ」

　凪は困ったような笑顔を赤染に向けた。

「……よくわからない。ただ、藤紫はこいつに命を懸けた」

　宙を見ながら藤紫が言う。

「おまえの言い分の方が本気で理解し難がたいんだけど。あと、なんで自分のことをいちいちフルネームで呼ぶんだ？」

　眉まゆをひそめて首を傾ける赤染。ちなみに、藤紫は『藤村ふじむら咲さき』という名前で学校に通い始めていたりする。この偽名の発案者はポニーテールのあの先輩である。

「……よくわからない。名前は存在意義そのもの。それを気に入って呼ぶこと、それを、責められる理由が」

「責めてるつもりはないんだけど」

　いや、あんたの口調は責めてるようにしか聞こえませんよ――なんて、命が惜しい凪には言えなかった。

「そう言えば俗説で聞いた記憶がある」

　思い出したように、藤紫がぽつり、と。

「胸が大きい女は、頭が悪い、とかなんとか」

「小さければいいわけでもないと思うんだけど」と、赤染はコツコツ右デコを小突きながら、もうすぐ性徴する中学生みたいな藤紫の肢体をながめ、「と言うか、おまえの話には脈絡というものが感じられないんだけど」

「……よくわからない。別に、脈絡を気にするほど重要な話をしてないっぽい、気がする」

　首関節が壊れたか、とか思ってしまうほど力なく首をかしげる藤紫。赤染は次の言葉を考えるように右デココツコツ。そんな二人を見て凪は苦笑いを浮かべ、一条いちじようはひたすらとばっちりを受けないようにデカイ体を縮めていた。

　――そんな１年Ｃ組に。

「なぎー！　聞いたぞ天狗てんぐが――」

　乱入する目測年齢十歳周辺の金髪金眼金キツネ。そしてなぜだか赤染あかぞめと藤紫ふじむらさきと橘たちばなの間に走る稲妻じみた緊張感。まったく意味がわからないが、少なくとも迂う闊かつに踏み込めはしない危険地帯であることは肌でわかった。凪なぎだけでなく、クラス中が。

　無言で見つめ合う三者。赤染あかぞめは不機嫌そうに、橘たちばなは見下すように、そして藤紫ふじむらさきだけが何を考えているか一切不明の、涼しさすら感じる無表情で。

　と言うか、赤染と橘は折り合いがよろしくないことを確認済みで、藤紫と赤染も会話がかみ合わないことを確認済みなのだが、果たして橘と藤紫の間には一体何があるのか、かなり本気で心配になる凪である。

「……なんか大変だな、おまえ」

　いつ三人の舌ぜつ鋒ぽうが炸さく裂れつしてもいいような、一触即発ムードの中。同情したのか沈黙と緊迫に満ちる空気に耐えきれなかったのか、そんな風ふうに一条いちじようが憐あわれみの視線を向けてくれた。

　凪は重いため息をついた。

　――なんだかどんどん、周囲が『普通』じゃなくなっている気がする。

「……これで、クラスに馴な染じませろって、先輩？」

　ここにはいない和泉いずみ恋れんに恨みがましく言ってみたりする。

　――これは、確かに。

　言うほど簡単なことじゃあなさそうですね、と凪は自分の迂闊な安請け合いを後悔するのであった。
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「水着は果たしてコスプレに入るのかっ!?」

「馬ば鹿かが馬鹿なことを言い出してるから一向に話がまとまらないんだって、いくら馬鹿でもいい加減に気付いてほしいんだけど」

　赤染あかぞめが黒板の前で右デコをコツコツ叩たたいている。

　普段ならばその様子だけで一条いちじようのみならずクラス中がシーン、と静まりかえるはずが、今日の緊急ホームルームは違った。

　――クラスが湧わいている。

　そして、その湧いているクラスの中心にいるのは、体はデカイが気は大きい方でない、体育の成績以外に基本的に取とり柄えのないボウズ頭の男、一条であった。

「立てよ臣民！　今こそ俺おれらは一丸となって赤染さんにモノ申す時ではないのか！」

　机に片足を乗せてクラスに呼びかける一条。「おおー！」と怒号が上がる。主に男子から、と言うかオンリー男子から。ちなみに一条の前の席にいる清原きよはら凪なぎは、

「……よくわからない。コスプレ喫茶、っていうのは～、コスプレか、喫茶か、どちらが本題、なのか？」

　黒髪ショートカットの、ぼんやりした表情をした、その雰囲気があまりに無む垢くすぎる転校生、藤村ふじむら咲さきこと藤紫ふじむらさきの質問にどう答えたもんか悩んでいた。

「んー……そりゃあ、喫茶、ってあたりが本題なんじゃないか？　ほら、あくまでも喫茶店だし、その要素の一つとしてコスプレをするわけで……ん？　でも文化祭での出し物だしなぁ。むしろお客さんに来る人は高校生のコスプレを目当てに来る……のか？」

　言いながらもなお悩む凪。

　藤紫は「よくわからない」とポツリとこぼし、

「どちらが主題かそれによって～、藤紫がいちじょーに賛成するか、反対するか、決まる」

「……むしろ傍観するのが正しいと思うんだけどなぁ」

「藤紫は人間の味方だから。どっちつかずは、よくない」

「いや、そんな大げさな話では絶対にないと思う……」

「小さなことからこつこつと、がんばる」

「がんばりどころがたぶん、ちがう……」

　凪なぎはため息をついて、一条いちじようの今までにないほど輝いている表情を見る。

「我々はっ！　赤染あかぞめさんに宣言する！」

　そして応じる男どもの怒号。赤染はこの形けい骸がい化かされるほど今日だけでも繰り返された問答に、本気でイライラしているようだった。



「赤染さんのヒモビキニを見れるなら！　男子一同、命を懸ける！」



　そして響きわたる空気を揺るがす歓声。ちなみに、現在は六時間目の古典の時間であり、このクラスの担任の授業らしいのでこうして緊急ホームルームなんぞ行っているが、周囲の真ま面じ目めに授業をしているはずのクラスから不思議とクレームが来ない。それは思わず口を挟むのを躊ちゆう躇ちよするほどの熱気のおかげか、それともあまりにくだらない話に関かかわりたくないだけなのか。……ちなみに凪は、後者だと思っている。

　と言うか。――ここは男子に交じって清原きよはら凪も「み・ず・ぎ、み・ず・ぎ、み・ず・ぎ、」とコールするのが普通の人間っぽい気がするのだが、生来中途半端な凪にそんな我を捨てる覚悟はなかった。

「おい馬ば鹿かども、いい加減にしてほしいんだけど、本気で。おまえらまとめて死んだ方がいいよ」

「巨乳を好きな男に罪はない！　巨乳を好きな男に罪を感じる心にこそ！　罪があるんだと俺おれは思う！」

　湧わき上がる歓声はオンリー男子から。

「……こんなに熱いヤツだったんだなぁ」

　凪は呆あきれを通り越してちょっとだけ一条を尊敬した。別に巨乳にも貧乳にも特に思い入れはない上に、どちらかを好きだと明言してしまうと、あの金色のキツネさんがあらゆる意味で黙ってない気がするので、凪自身はノーコメントを貫かせてもらうつもりだが。

「巨乳、好き？」

「なんてこった！　今まさにそれに答えちゃいけないとか思ってたところだ」

　瞠どう目もくする凪だった。……ちなみに、そんな風ふうに問う藤紫ふじむらさきは、凪の見立てだと高校生の常軌からギリギリ逸しない範囲で貧乳だった。……或あるいは、普段から常軌を逸した無乳が一緒だから、凪の感覚が麻ま痺ひしているのかも知れないが。

「……よくわからない。個人の好みは、あくまでも個人の問題、だし～。別に、どちらを好きでも、責められるいわれは、ない、感じ？」

　壊れた人形みたく首を傾ける藤紫。それはそれで正論なのだが、普通、人間は正論だけで行動しているわけではないのである。

　答えに窮する凪なぎは取り敢あえず、

「まんべんなく好きな方向でどうだろう」

　いや、別にどうでもいいんだが。この異様な空気を知ってしまうと、「別になんでもいい」とかいう冷たい対応が、なんだか人間として普通じゃないような気がしてくるのも事実なわけで。ようするに凪は中途半端にひよったわけだが。

「……ようするに、なぎは～、エロい？」

「最もイヤな結論にたどりつかれた！」

「……よくわからない」

　首をかしげる藤紫ふじむらさき。

　凪は自分の発言が迂う闊かつだったと自覚した。

「と言うか、よく聞くといいよ馬ば鹿かども」

　などと赤染あかぞめが言うもので、凪はとっさに赤染の方を見る。悲しいまでの条件反射がそこにあった。１年Ｃ組の人間は基本的に赤染の調教を受け済みなのだ。

「普通に考えて、学校側が水着で接客なんて認めるわけがないと思うんだけど」

　――教室が、静まり返った。

「で、でも……」一条いちじようが机の上に乗せた足を下ろすタイミングに窮しながら、「そこは、説得すれば、どうにか……」

「本気だとしたら、この上なく度どし難がたい馬鹿なんだけど」

　赤染が冷たく強い目で一条をにらみ据える。一条は足を机の上に上げたままうつむいた。たぶんいつ下ろしていいのか困っているのだと思われる。



「……よくわからない」



　静まり返った教室の中、藤紫のぽつり、とつぶやくような声が、やけに大きく響く。

「何がわからないんだ？」

　赤染が水を向ける。それに続いて教室中の注目が藤紫に集う。しかしそんな注目の中、藤紫はぼんやりした表情のまま、赤染の後ろの黒板を見て、

「出し物は、コスプレ喫茶」黒板の文字を読み上げるように続ける。「今の論点は～、水着は、コスプレに入る、のか？」

「……入らない、と私はずっと言ってるんだけど」

　赤染が憮ぶ然ぜんと腕を組んで藤紫を見る。藤紫はなぜだか窓の外をながめつつ、

「でも、いちじょーは、あかぞめに、水着で踊ってほしい」

「いや、別に踊ってほしいわけじゃ……」

　言いつつ、一条がそっと机の上から足を下ろす。

「だったら、前提条件を～、少し、変えれば、解決。……あかぞめ～、確認、するけど～。あかぞめは、水着を着るのは、いやか、どうか」

「イヤはイヤだけど、それがもしも『クラス全体の意見』だったら、私は従うけど」

　赤染あかぞめは口は悪くて横暴な印象があるが、わがままではないのだった。それを聞いた藤紫ふじむらさきはなぜか凪なぎを見てうなずき、

「だったら、海の家にすればいい」

　――クラスが、ぽかーん、となった。

「……だけど、藤村ふじむら咲さき」赤染が珍しくぎこちない動きで口を開く。「もう、『コスプレ喫茶』で生徒会に通してあるんだけど。今は、そのコスプレ喫茶で、どんなコスプレをするか、っていう会議なんだけど」

「『コスプレ喫茶～海の家・海み鳴なる場ば高校本部～』」

　サブタイトルがついた。

「だけど」珍しく、うめくような声で赤染が、「高校生が、文化祭で水着接客っていうのは、学校が許さないと思うんだけど」

　赤染の苦しそうな対応もむべなるかな。なぜってクラスの半分以上は男子であるからして、多数決に持ち込まれれば完かん璧ぺきに水着接客は可決するのである。実は優位に立っていると思われていた赤染は、『学校側が認めない』という以外に攻められるポイントはなかったのである。あとは勢いぐらいだろうか。

「べつに、それを結論にしろ～、とか、強制は、しない」

　藤紫が赤染に視線を戻すと、赤染は唇をきつく引き結んでにらみ返す。凄まじきは藤紫。あの女帝・赤染と対等に渡り合っているのだから。

「ただ、意見の一つとして、黒板に書いてくれれば、それで。学校側について、は～、決定したら、通せる、伝つ手てが、ある」

　断言されてしまっては、赤染はもはや反論出来ない。

　そして、藤紫はぼんやりした表情のまま、

「あとは、公平に～、多数決で、決めれば、いい」

　とどめを刺すように、言ったのだった。
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　すでに、文化祭は一週間後に迫っていた。

　やっとコスプレ喫茶の衣装が決定した１年Ｃ組は、内装について、やけくそ気味の赤染主導のもとその方針を決定し解散となった。基本的に誰だれかが強烈に赤染に意見しない限りにおいて、１年Ｃ組の会議はスムーズに進むのである。

「ふむ」

　とうに辺りの暗い、晩夏と初秋の間の夜。そんな白熱した会議の模様を帰りしな橘たちばなに聞かせていたら、学校周辺の更地地帯を抜けたあたりで橘が足を止めた。

「人間の男は乳が大きい方がいいのか」

「そこに喰くいついたかやっぱり」

　苦笑いする凪なぎ。

　橘は凪の顔は見ずに、考え込むような顔で地面にひきずるほど長い、しかしいっこうに汚れる気配のない金髪、それをひと房もてあそびつつ、

「成なる程ほど、成程。……時に凪、我らが同どう棲せいを始めて、じきにひと月が経たとうとしている」

「まだ一週間以上あるけどな」

「にも関かかわらず、凪は私に手を出さん」

「手を出したら人として終わると思うんだ」

　狐きつねを娶めとる、とかいう以前の問題でもある。あまりにも――ロリ過ぎる。

「わかっている。凪は人間でありたい。故ゆえに凪は狐である私を娶らん。……だがな、凪よ。オスがメスに手を出すこと、それだけでは娶ったことにはならんだろう。強いオスはその強さを誇こ示じするためにも、やはり多くのメスを従えるべきではないかと、私は最近考えるようになったのだ」

「……おまえはそれでいいのかよ」

　そう言う凪はどことなく怒った顔をしていた。橘はしかし大おお真ま面じ目めな表情でうつむいたまま、

「……私は、おまえに捨てられれば居場所がなくなる。故に、私はおまえの行動を束縛出来るほど力がない。……本音を言えば、私以外のメスとは会話もして欲しくないのだが」

　――それは独占欲の表れなのか、それともただの不安なのか。

　そこがわからなくて、凪は言葉を挟めなかった。

「最近、『くらすめいと』になった姑う獲ぶ鳥めから聞いたのだが――なんでも、男女を繋つなぐのは、最終的には子供の存在らしい」

　ちなみに、姑獲鳥という妖よう怪かいは、産うぶ女めとも書く妖怪で、難産で死んだ女が妖怪化したとされる存在で、ライトな表現をするといわゆる人妻である。人妻高校生。

「私にはおまえを繋ぎ止める力がない。故に、私は子供が欲しい。……そのために、凪が私に手を出す事と、私を娶ることを同義に考えていて手が出せないのであれば、私は……手を出されたからと言って、娶れなどと言わん。だから……」

「……橘」

　凪は返す言葉が浮かばずに、思わずうつむいた。

　――橘は、不安なのだ。

　親かぞくから勘当みはなされ。しかも、その勘当された原因である清原きよはら凪なぎは、橘たちばなに対し曖あい昧まいな態度で接している。……橘の言葉が思いつめているように聞こえるのは、決して凪の勘違いだけではないだろう。今日まで繰り返されてきた毎晩の押し問答も手伝って、凪にはそう思えた。

「だから」

　橘は凪を真まっ直すぐに見る。その黄おう金ごんの瞳ひとみの心細そうな視線を凪は真剣な表情で受け取る。

「だから――乳がなくても我慢してくれ」

「けっきょくそれか！」

　なんだか台無しだった。

「憚はばかりながら」橘は考え込むような顔で歩き出す。「私は、自身の魅力について並々ならぬ自信を持っている。誇ほこっていると言っても良い。既に昔の話かも知れんが、私が初めて凪を訪ねた夜、言ってみれば私たちの初夜のことだ」

「勘違いも辞さない言い回しを言ってみるな！」

　しかし橘は無視して続ける。

「その初夜、私が凪のもとから去った時に口にした、『人間をたぶらかす程度の能力もない』という意味の言葉、あれは、本当に私には人間をやめさせる程度の魅力はあると考えていたその上で、本当に誇りを傷つけられたから、そう言ったのだ」

　その見解はある意味正しい金髪幼女。ただし前提として相手がロリコン属性持ちであることが必ひつ須すになってはくるが。

「故ゆえに、凪が私に手を出さん理由は、凪自身の趣味趣向に因るものと、私は今日までの生活で結論付けた。かたくなに床もともにせんしの」

　ちなみに、凪は今日まで欠かさず書斎で寝ているのだった。

「かなり違うよそれ！　俺おれはちゃんと信念があっておまえを娶めとらないんだよ！」

「凪」

　と、凪が歩き出さないために開いた五メートルを挟んで、橘は凪を振り返り、

「乳が無いのは、それほど、嫌いか？」

「だから！　なんでそこに結論を持って行きたがるんだ！」

「最近『くらすめいと』になった飛ひの縁えん魔まによるとだな……」

　ちなみに、飛縁魔という妖よう怪かいは、男を虜とりこにして財産を捨てさせ、生き血を啜すすって取り殺すという妖怪であり、ライトな表現をすると物もの凄すごい小悪魔系の女の子である。

「重要なのは、大きさよりも感度らしい」

「……しっかり友達が出来てるみたいで、俺は嬉うれしいよ」

　凪が疲れ切った表情で肩を落とす。

　だが橘はそれを見ずに、何かに没入するようにうつむき、

「憚はばかりながら――感度というのは、実際に触ってみてもらわんと、わからんよな？」

「触んないぞ」

　人として終わるから。

　清原きよはら凪なぎは可能な限り、特殊な趣味趣向のない普通の人間として生きていきたいのである。

「凪……」

　しかし、橘たちばなが心細い表情をする。今にも泣きそうなその表情は、怖おそろしいことに、なんで自分が置き去りにされたかわかっていない子犬じみた無む垢くさがあった。

「うぐ……そんな顔、されても……」

　清原凪は、特にこれと言った趣味趣向がない。

　なので、たった一つの迂う闊かつな行動で、簡単に清原凪という人間の趣味趣向は決定づけられてしまうのだ。

「凪……」

　一歩、橘が凪に接近する。凪は動けない。下がれば橘を傷つけてしまいそうな気がして。しかし進めもしない。進んだら清原凪は『普通』から逸脱する気がする。

「凪」

　また一歩。橘のストライドでは五メートルが五歩で詰まることはないだろうが、それでもギロチンが落ちる直前にも似たカウントダウンであることに変わりはなく、動けないという意味で清原凪は刃の落下を待つ罪人と変わりないのであった。

「さぁ、凪」

　ところがこの橘、ふわふわと凪に接近してくるもので、カウントダウンは五、四、一という感じで二足飛びだった。

　凪は未いまだかつてないほど頭を働かせ、

「そ、そうだ！　ほら、橘のクラスは文化祭なにやるんだよ！」

「む」

　橘の進みが止まる。腕を伸ばしてもまだギリギリ届かない位置ではあるが、何かの拍子で橘がこけたら誤ってボディタッチしてしまいそうな、そんな微妙な距離だった。

「……」橘は凪を恨めしげな目で見て、「まぁ、よかろう。今さら焦らん」と背を向け、

「なんでも、私の支配する『くらす』では、」

「支配って……」

「冥めい土ど茶屋というのをやるらしい」

「……ああ、メイド喫茶か」

　字面を見てもらえばわかるのだが、この二人の間には大きな隔たりがあった。

「定番って感じだな。少なくとも海の家よりは」

　自じ嘲ちようを交えて言う凪に、橘は「そうかの？」と首をかしげる。

「発案者があの小娘というところが気に入らんのだが……の、のう、凪なぎ、凪は、来るかの？」

　なんだか恥ずかしそうにちらちらうかがってくる橘たちばなを見て、凪は思わず微笑ほほえみ、

「ああ、行かせてもらうよ」

「そうか！」

　喜ぶ橘。そんな橘を見て嬉うれしくなる凪。

　――かくして、清原きよはら凪の冥めい土ど行きは決定したのであった。
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　覚悟を決めた赤染あかぞめは凄すごい。

「この期ごに及んで放課後さっさと帰ろうとする馬ば鹿かは、速すみやかに死んでいいよ」

　六時間目終了と同時に１年Ｃ組一同を睥へい睨げいして言う赤染の言葉に、クラス一同が敵前逃亡は士し道どう不ふ覚かく悟ごで切腹、ぐらいのつもりで一斉にうなずいたのだった。

　――昨日、１年Ｃ組の出し物は『コスプレ喫茶～海の家・海み鳴なる場ば高校本部～』に決定したわけだが。

　これを藤紫ふじむらさきは本当に学校側に認めさせてしまった。……転校生であるはずの藤紫がなんでそんな伝つ手てを持っていたのか疑問に思った凪だったが、和泉いずみ恋れんとかいう先輩の存在を思い出して勝手に納得した。なぜってここは妖よう怪かいを保護する学校であり、その妖怪の管理（という表現をすると妖怪たちの気に障さわるのだろうが）をしている人間の一人が和泉恋なのである。

　ところで――

「なぁ」

　総括管理補佐（赤染の雑用）という役職を仰せつかった凪は、全体の進行状況を把握するためにクラスのメンバーのところを回っていた。

　１年Ｃ組は『内装班』『食事班』『会計班』『衣装班』の四グループに分けられており、現在、凪は教室で作業している会計班を訪れているところだった。

　そこで、会計班の班長に抜ばつ擢てきされた藤紫に、資金繰りについて相談・報告、さらには他ほかの妖怪の調子はどうだ？　みたいな近況確認を終えてから、ちょっと気になったことを聞いてみようかと声をかけたのである。

　五つの机を寄せてしていた会議も、ひと段落ついたらしく、藤紫以外のメンバーはなんとかやりくりした予算を持って他の班のところへ向かっている。つまり、今、教室には藤紫しかいなかった。

「なんで、『転校生』なんだ？」

「……よくわからない。藤紫ふじむらさきは確かに、この学校の外から来た、という意味で～、転校生」

　首関節が壊れた人形のように首をかしげる藤紫。凪なぎはその無表情を見て「ええと」と言葉を整理し、

「別に、この学校の結界の中にいるだけなら、学生をやる必要はないだろ？　現に橘たちばなの両親は学生やってないみたいだし」

　少なくともそういう話は聞いたことがないし、もしクラスにいたりしたらそれはそれでかなり気まずい。

　藤紫は無表情のまま、首以外はぴくりとも動かさず傾けた首を戻し、

「……『妖よう怪かい』と人間が呼んでいる存在、その存在意義は～、『存在すること』では、ない、から？」

「いや、ハテナつけられても」凪は苦笑いして、「悪いけど、普通の人間である俺おれにもわかるように、頼む」

　藤紫は凪の顔を凝視したまま沈黙。凪は居心地の悪さを愛想笑いで表現する。

「……よくわからない。けど、そちらは置いておいて～」藤紫は『置いておく』動作をして、「妖怪は～、行動しなければ、存在出来ない。その境地に至れるほど古い妖怪、は～、今回、藤紫といっしょに転校してきた中には、いない」

「……？」

　ますますわからないとでも言いたげに首をかしげる凪。

　その表情を見て藤紫も首をかしげ、

「誤解を覚悟で、極限まで簡単に言うと～、『妖怪』は、退屈に、耐え、られない」

「……ええと、ただ結界の中でじっとしてるのがヒマだから、ヒマつぶしに学生やってる、ってことか？」

　藤紫はカクッ、とうなずく。

「藤紫は～、山があったころは、人間を護まもる、っていう～、目的に沿って生きてた。だから、山の中で、ぼけっ、としてても、大丈夫、だった、っぽい。けど～、山がなくなって、目的がなくなって、藤紫は、とりあえず世界征服を目指して～、みたり？　目標を喪うしなうと～、存在意義も、なくなる、から」

「……藤紫でも、ダメなのか？　その、天狗てんぐ、なのに？」

　凪の、驚いたような、なおかつどこか恐々とした表情での問いかけに、藤紫はカクッと首を落としてうなずく。

「今回、藤紫がいっぱいの妖怪をまとめてみてわかったことは～、そういう、退屈？　に耐えられるかどうか、は、妖怪の種類でも強さでもなくて～、古さ、による、ということ」

「妖よう怪かいは――若い妖怪は、目的なしには生きられない」

　確認するように、凪なぎはつぶやき、

「じゃあ、目的を達成してしまった若い妖怪は、どうなるんだ……？」

「新しい目的を見つける。それか～、たぶん、消える」

　呆あつ気けないほどあっさりと、藤紫ふじむらさきは言った。

　――思いもしなかった、事実だ。

　少なくとも、凪は知らない情報だった。

　知らなかったし、それに――なんとなく、怖おそろしい話だ。

　なぜなら、橘たちばな。

　彼女の現在の目的は、『清原きよはら凪の伴はん侶りよとなること』。

　そしてそれを叶かなえてしまい、さらに次の目標が見つけられなかった場合、橘は消えてしまう、ということになる。

「……なる、ほど」

　憔しよう悴すいしたように、凪はつぶやいた。

　――清原凪は、自分が狐きつねであることを許容した。

　狐であることを認めたうえで、人間らしく生きようと、決意した。

　だから、最近、油断していたかも知れない。

「……気をつけないとな」

　決意も新たに、凪はつぶやく。

　そんな凪を見て、藤紫は傾いていた首をますます傾けた。

「ところで」

　藤紫は何かを『持ってくる』動作をして、

「……よくわからない。なぎは、なんで、『人間である』ことに、そこまで拘こだわる、のか？」

「は？　あ、いや、こだわるとかこだわらないとかじゃなくって、俺おれは人間なんだよ」

「……うそおっしゃい」

「なんか違う口調で突っ込まれた!?」

　瞠どう目もくする凪。しかし藤紫は冷やかにも見える無表情のまま、

「藤紫は、ただの人間になんか負けない。……この学校近隣を包む結界は～、はっきり言って、見事。その結界からはみ出るほどの、妖よう力りよく、は～、人間なんかに出せる、はず、ない。それに～、藤紫は、この目で、見た。なぎが、九尾の狐である、ところ、を」

「……まぁ、そうだったな」

　凪は早々に韜とう晦かいを諦あきらめる。……今、教室には普通の人間は誰だれもいない。そう認識した上で、モードを切り替えるようにため息を一つつき、

「確かに俺は九尾の狐だ。けど、確かに俺は、半分だけは人間だ」

「……よくわからない。藤紫ふじむらさきを倒した、その力は、冗談にならないくらいに、九尾。それが、人間なんかと混ざってる、のは～、信じがたい」

「……まぁ、色々あったんだよ」

「……よくわからない。なぎは、よく、藤紫と話してても、違うことを考えてる、っぽい」

「あ、悪い……」

「藤紫が、女だったら～、傷つく」

「……え？」

　思わず絶句する凪なぎ。そしてまじまじと藤紫をながめる。

　黒いプリーツスカートからすらりと伸びた足、ちょっと肉付きに乏しいものの、その曲線は少なくとも男のものではありえないだろう。胸だって乏しくはあるが、膨らんでいるように見える。しかし――その、ショートカットの髪の下の顔立ちは、確かに無む垢くな美しさがあるものの、『実は男』とか言われたら納得してしまえるような中性的なものでもあるわけで、

「……あ、抜けた、っぽい。藤紫が～、凪の、女だったら、傷つく」

「……だよなぁ」安あん堵どする凪。

「色々、のところ、藤紫にもわかりやすく」



    

  
    
      



    

  
    
      　藤紫ふじむらさきが催促する。

　凪なぎは『人間なんか』という言い方に、ひっかかるものがある。それは人間という種を見下されている事実に対し、人間として不満を抱いている――というわけでは、ない。

　そのひっかかりは、むしろ……過去の失敗談を恥じるように。狐きつねである、清原きよはら凪が抱いているものだ。

「色々あって今、俺おれは――基本的に人間なんだ」

「……よくわからない。説明になってない、っぽい」

「説明しなきゃ駄目か？」

「……言いたくない？」

「……まぁ。なんだろ。凄すごく人間的な考えだと思うから、わからないかも知れないけど。ほら、大事な思い出っていうのはさ、しゃべると価値が下がる気がするだろ？」

「……よくわからない」

「だよなぁ」

　凪が苦笑する。藤紫は首をかしげ、

「……よくわからない、けど、藤紫は、なぎに無理強い、出来ない」

「そうしてくれると助かる。……じゃあ、俺は体育館で一条いちじようの働きっぷりでも見てくるから。時間とらせて悪かった」

「……」

　藤紫が無言で首を横に振る。その機械じみた様子に凪は思わず微笑ほほえんで、１年Ｃ組をあとにした。





　次に向かったのは『内装班』である。

　一条自身は『衣装班』を希望していたのだが、赤染あかぞめと女子たちの強い要望によって『内装班』に回された。これは一条のガタイのよさから力仕事が相応ふさわしいだろう、という男女ともに納得の理由と、一条のあのエロスに関するパワーを目の当たりにした女子が、『どんな衣装を選ばれるかわかったもんじゃない』と危き惧ぐしたという、女子だけが納得する理由があってのことだった。

　そんなわけで、一条は一面にブルーシートの敷かれた体育館内で、上半身裸で頭にタオルを巻いて、ひたすら木材を切っていた。

「……すっげぇ似合う」

　思わず凪がそんな感想を漏らすほど、大工仕事がさまになる一条だった。筋骨隆々なのである。しかもただの筋骨隆々ではない。一条の周囲には人間に化けている妖よう怪かいもいるのに、その中でも群を抜いて筋骨隆々なのである。柔道部あたりに所属していれば海み鳴なる場ば高校の歴史が変わったかも知れない彼は、しかし文芸部所属だった。

「おー、清原きよはら」

　ノコギリを掲げて凪なぎを歓迎する一条いちじよう。その周囲では比較的力のある男子十二名（ちなみに１年Ｃ組の男子は全部で十九名）が作業に没頭したり休んだり同じく体育館で作業している他ほかのクラスと談笑したりしていた。

「おまえ、相変わらず赤染あかぞめさんに気に入られてるよな」

　開口一番にそんなことを言う一条。凪は本気でわからないので首をかしげた。

　そんな凪に一条は「おいおい」と笑い、

「なにかって言えばおまえに頼むじゃねえかよ。それが気に入られてるんでなくてなんなんだよ」

「それは――ああ、そうそう、扱いやすい馬ば鹿かは嫌いじゃない、らしい」

「嫌いじゃなけりゃ好きなんじゃねえかよ」

　今日の一条は、赤染が周囲にいないからか、口が軽い。

「そういうものか？」

「そういうもんだろ？」

　首をかしげる男二人。「まぁいいや」と凪は早々に話題を打ち切り、

「調子、どうだ？　って言うか内装班的にはあとどんくらいで出来そうかな？」

「三日もいらねえよ」一条は不敵に笑い、「って言うか、俺おれも文芸部の発表があるしよ。木材だけ組み終わったらあとは他のやつに班長譲りたいんだけど」

「わかった。赤染に言っとく」

「わりぃな。なんか班長譲るとか言ったら『死んだ方がいいんだけど』とか言われそうだしよぉ……」

　似てない口くち真ま似ねをしつつも怖おそれるように身を震ふるわす一条。凪は苦笑いして、

「別に、本気で死んだ方がいい、って言ってるわけじゃないと思うんだけどなぁ」

「そう信じたいけどな……とにかく、色塗って、塗料が渇く時間も含めて……あ、重ねて塗らないといけないのか。したら五日くらいで終わるかな。とにかく、文化祭には死んでも間に合わすって言っといてくれよ」

「……不安がってるわりに迂う闊かつにそんなこと言うんだな……」

　つぶやく凪だが、一条は「じゃ、そういうことで頼むわ」と言って作業に戻る。

　とにかく、進しん捗ちよく状況も確認したことだし、次はまだ校舎内にいるだろう『衣装班』でも――と、凪がきびすを返した、その時だった。

「おー、凪くんじゃないのさ」

　ぽん、と。振り向いた直後の凪の肩を叩たたいたその人は、いつそこにいたのか、足音もなく接近していた、隣のクラスの和泉いずみ恋れん先輩だった。

「ああ、和泉いずみ先輩――」

　凪なぎはしかし、気軽に応じようとして、和泉の服装を見て行動を停止する。

　――刮かつ目もくせよ、そこに坐いますは死神だ。

　黒いローブを羽は織おって、身の丈ほどの大おお鎌かま（偽物だと思いたい見事な光沢）を持ったその人は、どこに出しても恥ずかしくないほど死神だった。ガイコツのお面でも被ればより完かん璧ぺきだろう。

「――どう、したんですか、それ」

　思わず敬語になる凪。和泉は「これ？　あはは」と笑い、

「うちのクラスの出し物がさー、『冥めい土ど茶屋～お休みなさいませ御主人さま～』なんだよね」

　そのサブタイトルは怖すぎる。

「ほらさ、ここだけの話、キツネもそうなんだけどさ、うちのクラス美人がそろってるわけさ、転校生が来てからさらに。で、美人は暗いところで見たら逆に怖いんじゃないか、っていうふうに思ってさ。こう……お化け屋敷と喫茶店を合わせたみたいな出し物にしよう、って思いついたわけさ」

　その試みは斬ざん新しんすぎる。だが、凪は引きつった笑顔で「そうなんですか……」としか言えなかった。後輩が先輩に敬語を使うのは別におかしなことではないのだが、凪が和泉に敬語を使うのは非常に珍しい。



    

  
    
      



    

  
    
      「ええと」凪なぎは深呼吸してから、「橘たちばなから聞いてメイド喫茶だと思ってたから、てっきり、あの、ねぇ？」

「ひねりがないんだよね、それだとさ」

　真剣な顔でつぶやく和泉いずみ。いや、ひねってほしくなかったんですが、とか、凪と、和泉の姿を作業を止めて見ている一条いちじようは思った。

「だからさ、お客さんには恐怖に耐えながらお茶を楽しんでほしいっていう、このアトラクション感覚の喫茶店、流は行やると思うよね？」

「………ええと」

　――どうしよう。和泉先輩の目が物もの凄すごく輝いている。

　きっと、彼女は本気なのだと凪は思った。これは、迂う闊かつな発言は出来ない。

「……負けませんよ」

　未いまだかつてないほど順当な言葉を掛けられたと凪は確信した。表情は引きつっているがそんなことまで突っ込まれたらもう、走って逃げるしかない。

　しかし和泉は凪の表情は気に留めた様子もなく、

「望むところさ」

　そう言って拳こぶしを掲げた。凪はそれに力なく合わせる。――なんてことだ。和泉恋れんとの会話でこれほど疲れることが、よもやあろうとは思わなかった。

「じゃ、ちょっとあたしは自分のクラスを見てくるからさ。またね」

　そう言ってひらひら鎌を振りながら凪の横を通り過ぎる和泉。凪はしばし硬直していたが、疲れ切ったため息をついて歩き出した。その背中に、

「……がんばれよ」

　一条の言葉が、染みた。
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　歩きまわって話を聞くだけという仕事のはずが、意外に疲れたのにはきっと理由がある。

　その理由というのを敢あえて掘り下げたりはしない凪だが、和泉先輩とか赤染あかぞめとかそのへんの顔が浮かぶのまでは止められなかった。

　なので。

「他ほかの女のことを考えているだろう、凪」

「まぁ」

　迂闊にも肯定する凪。

「あの人間のことはいかんぞ！」

　何かが逆げき鱗りんに触れたようで、急激に橘たちばながテンションを上げた。

　凪なぎはその感情の発露に驚きつつ、

「どの人間だよ……ああ、和泉いずみ先輩？」

「そうだ！　あやつめ！　たびたび私を騙だまして劇物を食べさせよってからに！」

　橘が異常にご立腹だった。

「……劇物て。ああ、辛からいもの？」

「そうだ！　しかも今日のはな！」

「『今日のは』って何回か食べさせられてるのか」

「ニオイは甘かったのに！　甘かったのだぞ！」

　詰め寄る橘。

　凪は「はいはい」と苦笑いでなだめるしかない。

「いざ口にしたら、火を吹くかと思ったわ！」

「……どんなお菓子だよ」

「『きゃらめるこーん』とかなんとか言っていたぞ」

「……そんなイタズラ用のお菓子あったな」

　和泉の目的が、橘を騙して辛い物を食べさせることにシフトしつつあるのは理解した。

　そんな話をしつつしばらく歩いて。

　橘はおもむろに足を止めた。

「……のう、凪」

「ん？」

　橘に続いて凪も足を止めて振り返る。と、そこには思い詰めた表情で上目づかいにこちらをにらむ、黄おう金ごんの毛並みの幼女がいた。

「最近、学校であまり話が出来んのだから、私と二人きりの時ぐらいは、他ほかの女のことを考えんでくれんかの」

「あ……悪い」

　反射的に謝る凪。しかし橘は無言のまま、じっと凪を見つめ続ける。

　……迂う闊かつだった。

　橘は、赤染あかぞめの仕事に付き合わされている凪を、じっと教室の外で待っていたのである。でなければ、特に仕事をしようという意思のない橘が（それもどうかと思うが）、この時間まで学校に残っているわけがない。

　気まずい沈黙の中、凪が言葉を探すようにせわしなく地面に視線を走らせる。が、都合のいい言葉が落っこちているはずもなく、沈黙はしばし沈黙のままだった。

「凪」

　橘が、決心したようにその名を呼ぶまでは。

「私も学校なる建物で過ごすうちに、気付いた事がある。……たとえ隣り合った教室にいようとも、同じ場所でもない限りはなかなか話す機会に恵まれん、ということだ」

「？　まぁ、そう、だけど……」

　どういう話が始まるのかわからず、凪なぎは首をかしげる。

　そんな凪の顔を見て、橘たちばなは悲しそうに目を伏せ、

「にもかかわらず、凪は――あの小娘と、親しげだろうに」

「小娘……って、和泉いずみ先輩のことか？」

　橘はいじけたような表情で無言のままうなずく。凪はなんだか浮気を咎とがめられたかのように視線を泳がせ、

「普通、だと思うけどな。……そもそも、俺おれは『普通の人間』から逸脱するような行動は、しないようにしてるし」

「わかっておる。凪は人間。わかっておる。わかっておるのだが……だからこそ不思議なのだ。確かに、廊下ですれ違う事もあろう。何かの拍子で会話する事もあろう。だがな凪、出来過ぎているとは思わんか？　偶然、隣の教室に所属していたあの小娘が、偶然、凪と親しく話すようになり、偶然、その小娘が――我々妖よう怪かいを『保護』だの『管理』だの吠ほえよる人間の一人で、偶然、『妖怪』という存在を通して、凪と秘密を共有するに至った。たまさかの出来事としては、いささか以上に私意を感じるのだ」

「つまり」凪は真剣な表情で、「和泉先輩の行動には、何らかの意図がある、ってことか？」

「……そう、思わずにはいられんのだ」

　橘が唇を噛かむ。その様子を見て、凪は慎重に言葉を探すべく沈黙してから、

「それは――俺を、九尾の狐きつねだと、あてこんで、って意味か？」

「……なんとも、言えんが……」

　絞り出すように言って、しかし橘は深くうつむいてしまう。堪こらえるように震ふるえる小さな体を見て、凪は意味はわからず心が痛むのを感じた。

　だから、凪は、橘の金髪を梳すくように撫なでて、

「俺は、確かに人間だ」

　その言葉に、橘がびくりと身を竦すくませる。

　――向けられたのは追い詰められた者の瞳ひとみ。

　どの貴金属よりもなお貴い輝きを放つ黄おう金ごんの瞳が、恐怖と悲哀と……それから、凪には計り知れない暗い感情で、くすんでいる。

　だから、凪は微笑ほほえむ。

　目の前の少女に、こんな表情をしてほしくないから。

「だから、言われてみて確かに――俺と和泉先輩がよく話すようになったのは、出来過ぎてるとか、思わなくも、ない。だけど……」

　和泉いずみ恋れんを疑うわけではないけれど。

　橘たちばなを信じないわけでもないけれど。

「何かがあれば、俺おれは、おまえを護まもるから」

「……人間が、か？」

　凪なぎの言葉が予想と違ったのか、橘はきょとん、と首をかしげる。その表情をかわいらしいと思いつつ、凪は「ああ」とうなずく。

「俺は確かに人間だ。だから、俺はおまえのために狐きつねに還かえることが出来る。約束したから、おまえを捨てるような――おまえを一人で遺のこすようなことは、絶対にしない」

　――たとえば、清原きよはら凪と和泉恋の現在に至るまでの全すべてが何者かの謀略だったとしても。

　そんなことはあり得ないとは思う。だが、『あり得ない』と言ったところで、橘の表情は陰ったままだろう。

　だから、そんなことは心配する必要もない、と。

　人間、清原凪には、そこまで力強く断言出来るほどの能力は、ない。

　だから、目の前の少女を微笑ほほえませるために。――清原凪は、狐に還ろう。その優しさは、清原凪が目指す『人間らしさ』から外れないと思うから。……清原凪を救った、人間らしい優しさだと、思うから。

「だから、不安な顔をしないでほしい。俺は、何があってもおまえの居場所だからさ」

「……む、そう、だったな」

　橘は堪こらえ切れなくなったように笑顔になり、

「過程は違えども、結論はそこであったな」

「？」

　凪が首をかしげるが、橘は「いや、こちらの事だ」と首を振り、

「のう、凪」

「ん？」

　橘はもじもじとうつむいて、

「気持ちも確かめ合ったところで、今晩あたり、どうかの？」

「……」その主語のない問いかけに、凪は頬ほおを引きつらせ、「……」やっぱり無言だった。

「な、凪、やはりうぶめが言うにはの、」

「見たいテレビがあったんだ！」

「凪……」

　不安げな顔をする橘。――わざとやってんだよなくっそう！　とか思う凪だったが、そんなふうに叫んだ程度では湧わきあがる罪悪感を払ふつ拭しよくをできようはずもない。その程度で罪悪感を抱かなくなるほど凪の心が強ければ、そもそも今、眼前に橘はいないのである。

「相性だけでも確かめてみぬか？」

「まぁ、それくらいなら――って、なるか！」

「私を幸せにすると言ったではないか！」

　涙を浮かべて叫ぶ橘たちばなは卑ひ怯きようすぎる。

「言ったけど！　言ったけど！　言ったけど！　くそぅ！」

　言葉が出ない凪なぎは、とりあえずおもむろにダッシュした。一瞬呆あつ気けにとられた橘だったが、すぐさま飛行して追いすがる。

「逃げるかこの卑怯者！」

　すぐに横に並ぶ橘の姿を見て、凪はペースを上げた。泣きたいのはこっちだった。

　まったくもって――

「こんな追いかけっこ！　ちっとも普通の人間っぽくない！」



　　　５



　橘と激しい運動をしたために、足腰の疲労は翌日まで残った。

　だが、容よう赦しやしないのが赤染あかぞめの売りである。

　放課後。微妙に足腰立たない感じの凪は、今日も今日とて各所の進しん捗ちよく状況を確認するため、方々歩きまわっていた。

『衣装班』は方々に買い出し――で、全すべてを揃そろえるのは予算的に無理なので、クラスのメンバーからあずかった衣装が、『学校的にさすがにこれはダメ』な基準に抵触していないかどうか確認したり、それから、一応飲食店なのでエプロンを用意したり。

『食事班』は海の家と言えばこれ、と全員で取ったアンケートをまとめて、商店街で親が食料品店を経営している人間や、飲食店を経営している人間などの伝つ手てをたどり、材料や料理器具などを揃えるのに、学外で活動している。

『会計班』は他ほかの三班と総括管理（赤染）の間を行ったり来たりして、「それ以上は無理なんだけど」「いやそこをなんとか」みたいなことを延々繰り返し、予算がオーバーしないように駆けまわっている。

『内装班』は大道具を八割がた完成させ（ほとんど一条いちじようの手柄）、あとは『どうしたら海の家っぽい雰囲気になるか』ということで頭を悩ませたり実際に教室を飾ってみたり、その飾りを外したり、忙しそうだ。

　――というような進捗状況を赤染に、詳しい進度とともに伝えている凪も、かなり大変だった。

　本日、教室で作業をしているのは『内装班』と『衣装班』。『会計班』は班長である藤紫ふじむらさきがぼーっとしているが、その他の四人は学校内外を走り回っており捕まらず、『食事班』は携帯にものすごいバラバラと情報を寄越すために、それをまとめる必要がある。それだけでも大変なのだが、基本的に凪なぎの仕事は赤染あかぞめとそれ以外の人間の橋渡しのようなことであり、つまりは上意下達機関の側面もあったりして、赤染の言葉から罵ば詈り雑ぞう言ごんをうまい具合に抜いて、しかしあんまり内容を変えるのもアレで――みたいなことで、心身ともに疲れるのだった。

　凪が一息つく頃ころには、すでに辺りは暗くなっていた。

　本日は、学校側に届け出て夜の八時まで（本当は六時半が限度なのだが、自主的に残る）作業することになっており、なんだか赤染の指揮する１年Ｃ組は武田たけだ信玄しんげんの赤あか備ぞなえ隊たいくらいの士気の高さで、つまりどういうことかと言うと、みんなやる気に満ちていた。

　ろくな休憩も挟まず（本当は挟んでるのかも知れないが）飛び交う連絡。そしてそれを伝えたり伝えられたりする凪が一息つく頃とは、ようするに夜の八時である。

「……俺おれってなんでこんな迂う闊かつなんだろうか」

　疲れ切った声でつぶやく凪は、赤染から言い渡された『私の手伝い』をふたつ返事で引き受けたことを、真剣に悔やんでいた。これなら内装班あたりに回された方が楽だったかも知れない。

　確かに俺は赤染の『お気に入り』なのかも知れない――などと凪はネガティブに考えつつ、廊下の隅にへたり込んで、赤染から労ねぎらいとして受け取った紙パックの野菜ジュースを吸う。……なんて言うか、味がジュースと言うよりもトマトケチャップにしか思えないのだが、赤染はこれが好きらしく、自分でも買っていたので迂闊に文句は言えない。

　学校には誰だれひとりいなくなっている。

　いや、探せばまだいるのかも知れないが――凪のいる、教室棟二階の廊下、階段のそばには、見渡しただけでは誰もいない。……ちなみに、教室棟二階廊下にいる、ということは、あと少し歩けば一年Ｃ組なのだが、疲れ切った凪は自販機の正面から動けないでいるのだった。

「……はぁ」

　凪は、リストラされたことを妻にどう告げていいか悩むサラリーマンみたいなため息を吐いた。

「……凪くん、本気でお疲れ」

「……ああ、和泉いずみ先輩じゃないっすか」

　足音がなかったのか、それともあまりの疲労で気付かなかっただけか。すぐ横には今日は制服姿の和泉恋れんが、スクールバッグと白い巾きん着ちやく袋ぶくろを持って、困ったような笑顔でポニーテールをしごいていた。

「和泉先輩の方こそ、こんな時間までおつかれさん」

　挨あい拶さつするように野菜ジュースをかかげてそう言うと、和泉は苦笑いなんていう彼女的に珍しい表情をして、

「やー、さすがに凪なぎくんほどじゃないと思うんだよね？　なんて言うかさ、死なないでね？」

「そこまでひどいのか……」

「うん、あたしが死神なら、『チョロいな』って思うぐらい」

「ははは……」

　凪は笑うが、いまいち力なかった。

「それさ、よく飲む気になるね」

　和泉いずみの視線の先には、トマトケチャップのような味がする野菜ジュース。凪は「ああ、これ……」と笑い、

「赤染あかぞめ、いるじゃん」

「あ、うん」

「そいつが、なんか『馬ば鹿かにしてはよく働いた。褒ほめてやってもいいよ』とか言って買ってくれた」

「……その子さ、ものすごく上から目線だよね？　いや、うん、最初からそんな感じな気はしてなくもなかったけどさ」

「いやまぁ、いつものことなんで慣れてるけど。そいつはこのジュース好きみたいで、で、本当にねぎらうつもりで買ってくれたんだと思うから、いらない、って言えないだろ？」

「凪くんはなんて言うかさ、見境なく優しいんだよね」

「普通だと思うんだけどなぁ」

　そう言ってケチャップ味を吸う凪。

　その横、肩が触れそうなほど近くに和泉が腰を下ろす。

「……キツネがさ」

　和泉は自販機の方向をながめて言う。

「珍しくあいつの方からあたしに話しかけてきたんだけどさ。……貴様だけ特別だと思うなよー、ってさ」

「……意味がわからない」

　和泉は「まぁ、そうだね」と凪の方は向かずに笑い、

「凪くんは誰だれにでも優しいからさ、あたしだけ特別優しくされてるわけじゃない、って言いたかったみたいなんだけどさ」

「……俺おれ、なんか和泉先輩に優しくしたっけ？」

　夏休みにケーキをおごったのは埋め合わせだし、他ほかには何一つエピソードが思いつかない凪だった。

「あたしが今、生きてるからさ」

「？」

　和泉いずみが、天井の向こうにある空でも見るかのように顔を上げて、言う。凪なぎはその言葉の意味がわからずにストローをくわえたまま、和泉の方を見て首をかしげた。

「八月二一日の夜、九月二日の夜。あたしは、本当ならキツネに殺されて、天狗てんぐに殺されて、少なくとも二回は死んでるはずだったわけさ」

「それは……」凪はうつむいて少しだけ考え、「でも、俺おれが何もしなくても、和泉先輩には『奥の手』があったんじゃないのか？」

「『奥の手』って言うのはさ」和泉はなぜだかおかしそうに笑い、「何かとんでもない代償が必要だったり、準備にとてつもない手順が必要だったりしてさ、奥に隠しておかざるをえないのを、言うわけさ」

　つまり、少なくともキツネの時点では使えなかったのさ、と和泉は言う。

　そうでなくとも、清原きよはら凪が和泉恋れんの命を救ったというのは、間違えようもない、客観的事実である。

　だが――

「それは、人間として普通の行動だと思う。それこそ――呼吸をするくらいに。だから、和泉先輩に優しくしたつもりは、俺にはない」

「凪くん、でもさ、それは普通、出来ないんだよね」

　和泉はネコみたいにイタズラっぽく、しかしどこか艶つやのある笑顔で凪を見る。

「誰だれかが死ぬ場面で誰かを庇かばう、っていうのはさ、自分の命を『危険』と『誰か』の間に挟む、ってことじゃんさ。そんなの、普通の人間は出来ない。少なくとも、軽い気持ちじゃ、絶対。それこそ――過去に命を救われた、とか。……その人のことを、好き、とかさ。そういう気持ちがないと、出来ないと思うんだよね」

　凪は、なぜだか和泉の笑顔を直視出来ずに、ストローをくわえたままうつむいた。

「それを、凪くんは二回もしてくれたわけさ。……ま、凪くんにとったらさ、簡単だったのかも知んないけどさ。そんな気まぐれでも、何か理由があったんじゃないか、とか……考えちゃうんだよね」

　和泉がすぐそばで笑っている。凪は、なんだか顔を上げられずに、ストローを噛かんだ。

「……俺は」

　凪は、少しだけ迷う。

　だが、今の和泉の言葉に対しては、これぐらいは話さないといけないだろう、と自分でも理由はわからないが思って、口を開いた。

「十年以上も昔。俺がまだ九尾の狐きつねだったころ。死にかけたことがあったんだ」

「……」

「ふらりと、もう理由なんか忘れたけど、なんだか地上に出て――そこを、人間と、鬼にかぎつけられて。追い回されて。正直相手をするのも面倒だったんで放置しようとしたんだけど、しつこくてさ。……けっきょく戦って、相手をあなどりすぎて、負けた」

「……」

「で、ボロボロになって、それでもなんとか逃げ延びて――『清原きよはら凪なぎ』に出で逢あった」

「……それは」

「人間、生粋の人間を両親に持つ、人間の社会で育った、本物の――俺じゃない『清原凪』だ」

「……うん」

　和泉いずみが、辛つらそうに体を抱く。

　凪はその様子を見て少しだけ躊ちゆう躇ちよして。けれど、再び話を始める。

「人間と鬼に追い詰められて、人間を嫌いになりかけてた俺おれを、『清原凪』は助けた。まあ、向こうにしてみれば捨て犬を拾ったぐらいの気持ちだったんだろうな。なんせその時の俺は、姿も力も、ただの狐きつねだったし」

　凪は軽く笑う。

「俺は生死の境をさまよった。『清原凪』は、そんな俺を治療して、励まし続けた。いや、病院連れてけよ――なんて、今から考えたら思うんだけど。『清原凪』は周りが見えないぐらい必死で、一生懸命だったんだろうな。……願いが通じたのか。俺は、助かった」

「……それから？」

「『清原凪』にしばらく飼われてた。どうにも――両親には内緒だったらしいな。部屋から出るな、って厳命されたよ。部屋から出たら、なんか怖いものが俺を連れ去るんだってさ。まったく……ガキだよな」

　凪は、空になった野菜ジュースのパックをもてあそび、

「なんで『清原凪』は、一生懸命、俺の無事を願ったんだろう。なんで『清原凪』は、あんなに真剣に、消えそうな俺の命をつなぎとめようとしたんだろう。なんで『清原凪』は、俺を追い詰めた人間どもと違うんだろう。――人間って、なんなんだろう」

　パックを握る手に、少しだけ力がこもる。

「それを俺は、あいつを通して、見ていこうと思ってた。これからずっと、あいつのそばで人間を見極めていこうと思ってた。あの優しくて、ちょっと考えが足りなくて、一生懸命で、責任感の強いガキのそばに――ずっと、いようと思ってたんだ」

「……」

「でも、死んだ」

　ぐしゃり、と凪の握っている紙パックが潰つぶれる。

「交通事故で、病院に運ばれて。……機械につながれて。最期の時間を過ごすためだけに生かされてるのは、一目でわかった。もう呼吸も満足にできなくて、それも次第に弱っていって、それで、死んだ」

「……」

「冗談じゃない。俺おれはこれからまだ、『清原きよはら凪なぎ』を通して見ていくべきものが、たくさんあった。それに、あいつはまだガキだった。……千年、二千年生きる俺ら妖よう怪かいからしたら瞬きほどでも、あいつにとってはまだまだ長い時間、人生が続いてたはずなんだ」

「……だから、凪くんは」

「俺は、あいつの代わりに生きようと思った」

「……」

「あいつの体で、あいつの目で、あいつの耳で、あいつの人生で、俺は『人間』を確かめようと思ったし、それ以上に――あいつがこれから先経験するはずだった色んな幸せを、あいつの代わりに、天国にいるだろうあいつに届くぐらいに、経験してやろうと、そう思ったんだ。それで俺は――清原凪に、とり憑ついてる。この体を借りてるんだ」

「……」

「だからさ、和泉いずみ先輩。俺にとっての『普通の人間』って言うのは、あの時の『清原凪』なんだ。成長していったらそのうち忘れて行くような優しさ……なのかな。そんな人間を、俺は俺の『普通』に定めてる。それが、俺がどちらでもない中途半端な清原凪を続けるにあたって、一番心の底に置いておく考え。だから、命を救われたぐらいで、優しいなんて言わないでほしい。だってそれは、清原凪にとっては普通のことなんだから」

　ひとしきり喋しやべって、凪は立ち上がり、紙パックを専用ゴミ箱に捨てた。

　和泉は、そんな凪の様子を見て、

「そっか」

　とだけつぶやいた。

　凪はゴミ箱の方を向いたまま――和泉に背を向けたまま、足を止めてうつむいている。和泉は、膝ひざの間に頭を埋めるようにして座ったまま、動かない。

　夏と秋の間の夜。廊下を静かに風が吹き抜ける。

「……ね、凪くんはさ、正直……」

　和泉が、顔を上げずに沈黙を破り、



「凪！」



　――そこに、橘たちばなが現れた。

「探したぞ！　まったく、なぜ教室におらんのだ！」

　怒り心頭に発する感じで金髪をずりずり引きずりながら、橘はずんずん凪に近づく。

　凪は「悪い」と反射的に、しかし笑って謝る。

「……む」

「……」

　――橘たちばなと和泉いずみの、一瞬の視線の交錯。

　凪なぎはそれに気付かず橘に歩いて近寄り、その長い金髪を梳すくように、小さな頭を撫なでた。

　橘は不機嫌そうに唇をとがらせ、しかしどことなく嬉うれしそうに凪を見る。

　凪はそんな橘を見て笑い、

「しょうがないだろ、仕事してたんだから」

「凪よ」橘は和泉など初めから眼中にもなかったかのように、「それは晩年、人間の夫婦が別れる契機ともなりかねん一言だ。今後は控えた方が良い」

「……どこからそういう情報を仕入れてくるんだおまえは」

「昼に『てれび』でそんな話をしていた」

「おまえ、昼は学校にいるはずじゃ……」

　苦笑いする凪。そんな凪を急せかすように橘は手を握り、歩き出そうとする。

「ちょ、ちょっと待ってくれって、俺おれは今和泉先輩と――」

「知らん。行くぞ」

　取りつく島もないキツネさんだった。凪は助けを求めるように和泉の方を見て、

「いいからいいから、仲良く帰るといいさ」

　和泉の笑顔に言葉を喪うしない、ずるずる引ひき摺ずられながら、

「悪い、先輩さようならー！」

「おー、気をつけて」

　ドップラー効果を残しながら去っていく。和泉はしばし笑顔で手を振っていたが、凪の声が完全に聞こえなくなると、

「はぁ」

　と、膝ひざの間に顔をうずめて、ため息を吐くのだった。
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　――その夜、藤紫ふじむらさきがグラウンドを歩いていたのは、まったくの偶然だった。

　巫み女こ装束じみた白い小こ袖そでの胸元を大きく開け、芭ば蕉しよう扇せんで自らを扇あおぐ一本歯下駄を履いた少女は、夜中のグラウンドにはひどく不似合いだった。と言うよりも、彼女のこの姿と彼女の纏まとう清浄すぎる空気が似合うのは、人の立ち入らない深山にでも建てた祠ほこらくらいのものであろう。

　彼女の能力なのか、それとも彼女の生態なのか。ぬり潰つぶすような暗くら闇やみにあってなお、藤紫の姿はぼんやりと燐りん光こうをまとっているように、はっきりと見える。

　――蒸し暑く、寝苦しい夜だった。

　九月ももう半月が過ぎようとしている。にもかかわらず、その湿度は梅雨時のごとく、その気温は真夏のごとく。雲に覆われた曇天の下を歩く藤紫ふじむらさきは、この夜を、

「……やな、夜」

　と、表現した。

　さらに藤紫は背に黒い翼を広げ（そのためにこの小こ袖そでは背の部分が空いている）、その翼の起こす風で自分を扇あおぐ。汗ひとつかいておらず、表情も纏まとう空気も至って涼しげなのだが、本人としては相当暑いらしい。

　特に理由があってグラウンドを歩いているわけではなかった。

　ただ、現在の藤紫の住居からは、このグラウンドは近い。徒歩でも一分かからない距離だ。飛行であれば数秒でたどり着く。校門も閉ざされており、周囲には基本的に更地しかないこの場所は、夜ともなると人目に注意を払わなくとも、文字通り羽根を伸ばせる絶好の場所なのである。

　だから、



「あれ？　天狗てんぐもいたのか」



　――その声が聞こえるまで相手の接近に気付けなかったのは、完全に、油断していたということだ。

　藤紫は振り返り、その人物を見る。

「……よくわからない」

　突如掛けられた声の主である――少年、は。この暑い夜にきっちりとスーツを着込んでいた。ブラウンの仕立てのいい、しかしどこかくたびれたシングルのスーツは、その少年の幼いと言ってもいい容よう貌ぼうにはひどくそぐわないものだった。いや、それ以前に、本当に男なのかどうか疑わしいほど、その少年の容貌は美少女然としている。

「……おまえは、人間、か～、妖よう怪かい、か」

　少年は和やかな笑顔を浮かべ、

「僕ぼくは妖怪です。はじめまして、女によ天狗てんぐ。――いや、あなたを目指して来たわけではなかったのですが、これは思わぬ出で会あいですね」

　にこにこと笑うその顔には、友好的な雰囲気が満ちている。だが――少年は、天狗からきっちり十歩分の距離を保ったまま、接近しようとしない。

「……藤紫は、おまえを見たことがない」

「はい、ですから、初対面です。はじめまして。いや、長い間探していた知り合いがいるんですけどね。なるほど、確かにこんなところがあったのなら、見つかるはずもない。まぁ、この結界でも彼の力は隠しきれなかったようなので、発見出来ましたが」

　興味深そうに少年はグラウンドの真ん中でぐるりと周囲を見る。

「あ、そう言えばまだ名乗ってませんでしたね。僕ぼくは、九条くじようの彰しようと申します。人間たちからは九条と呼ばれることが多いですね」

「……よくわからない。おまえは、何をしに～、ここに？」

「はぁ、実はお恥ずかしい話なのですが」九条はうつむいて苦笑いをし、「昔、人間と組んで狐きつねを追い詰めたことがあるのですが、とどめを刺す前に逃げられてしまいましてね。放ほうっておけば死ぬくらいの手傷は負わせた自負はあるのですが……どうにも最近、また九尾クラスの妖よう力りよくを感じまして。まさかとは思うんですが、どうにも心配症なもので、確認させていただきたいのですが」

「……」藤紫ふじむらさきはぼんやり校舎の方をながめ、「……よくわからない」

「あ、僕の目的はそれが取り逃がした九尾であるならば、完全に殺すことにあるのですが」

　九条はまるで商談を結ぶサラリーマンのように、はきはきと、慇いん懃ぎんに、しかし卑屈ではなくしゃべる。……その声は、容よう貌ぼうとの齟そ齬ごを感じるほどに、低い。

「……よくわからない。おまえは、妖よう怪かいか、人間か」

「ですから、僕は妖怪――」

「違う。……おまえの立ち位置は、妖怪か、それか～、人間か」

「それを聞いて、あなたは僕の質問に対する返答を変える気がある、と？」

　九条が首をかしげる。……それだけの動作だが、九条の纏まとう気配が、変わる。

　藤紫はカクッとうなずき、

「藤紫、は～、人間の、守護者。だから～、おまえが九尾を殺そう、っていうなら、藤紫は、その前に、おまえを、殺す」

「……ええと、わかるように説明をしていただいてよろしいでしょうか？」本気で困惑したように九条は目をしばたたかせ、「僕の立ち位置は人間側なので、むしろあなたの味方だと思うのですが。そのあなたが――人間の守護者を名乗るあなたがなぜ、僕の邪魔をするのですか？」

「……よくわからない」藤紫は九条に視線を戻し、「でも～、なぎは、人間でいたがってる。藤紫は、なぎが人間でいたいなら、人間を護る。そう、約束した、から」

「なぎ、というのが九尾の狐の今の名前ですか？」

　九条が訊たずねて、藤紫がうなずく。

　九条は「そうですか」と考えるようにつぶやき、

「……確かに、人間でありたいと九尾が考え、人間に混じって現在まで何事もなく過ごしているのだとすれば、それを僕が妨害するのはよろしくないのでしょう」九条は校舎をながめて、「ですが、九尾は、最近になって再び狐きつねの力を使った。この見事な結界でも隠しきれないほどの、強い力を」

「……それは、藤紫ふじむらさきが、悪い」

「だとしてもそれは、人間であることを貫けなかった九尾の責任ではないかと僕ぼくは考えます。この世界は現在、人間が支配している。天狗てんぐや、妖よう狐こや、鬼のように、力のある妖よう怪かいは、無関心・無関係を装っていてはいけない。それは不発弾や地雷と一緒だ」

「……簡潔な、答えを、求める。冗談は、いらない」

「冗談など一言も言っていないのですが……まぁ、いいでしょう」

　九条くじようのが藤紫を見る。

　藤紫は、九条の方を、しかし九条よりも遠くに焦点を結びつつながめ、

「おまえが、九尾を～、殺す意思を持っているか、否、か」

「殺しますよ。狐を信用してはならない。ヤツらは必ず嘘うそをつく」

「……納得」

　言いつつ、藤紫の周囲で砂さ塵じんが舞う。

「……あなたは、狐に騙だまされているだけだ。僕と一緒に、狐を退治しましょう」

　どこか懇願のような悲痛さを以もつて、九条が言う。しかし藤紫はそれをぼうっとながめているだけだった。

　――渦巻く風は四つの竜巻となり、藤紫を囲む。

　藤紫は無言。代わりに土色の竜巻がゴウゴウと唸うなる。

　対する九条は、真剣に、焦燥のようなものをにじませつつ、言葉を紡ぐ。

「狐は人間社会で生きるには、あまりにも頭が良すぎる。あいつらは妖よう術じゆつなんて使わなくても、口先だけで人間を踏みにじる力を持っている。危険すぎるんですよ、狐は社会にとって」

「でも、それは、一般論」

「こんな山もない場所にあなたがいるということは、あなたは人間に居場所を奪われたのでしょう？　それでもあなたが人間の味方を名乗るということは、あなたがそれだけ人間を好きだということに他ほかならない。違いますか？」

「………」

　藤紫は、少しだけうつむいた。

　――だが。

「藤紫は、人間の味方。……でも、藤紫を人間の味方に戻したのは、九尾の狐」

「……そう、ですか」

　残念そうにうつむいて言うと、九条はスーツの上着を脱ぎ捨てる。

　――その額には二本の角が生え、その皮ひ膚ふの色は頑強な赤しやく銅どう色に。

「残念です。僕ぼくは――一度戦い始めると、あなたが死ぬまで止まれない」

「藤紫ふじむらさきが、おまえに、殺される？」　

　藤紫が、ぼんやりした表情のまま首をかしげる。

「……それは、冗談としては、面白い」

　――その、油断しきっているような表情のまま。

　藤紫は、手にした芭ば蕉しよう扇せんをおもむろに奮った。



　鼓膜を貫くような甲高い音がした。



　問答無用。藤紫は初手で全力の『天狗てんぐの風』を撃つ。

　それは壁だ。あまりにも巨大な空気の壁。至近距離の鬼に対する攻撃にもかかわらず、校舎の壁面や地面をも大きくえぐって、その壁は鬼を呑のみ込んだ。

　すべてを擂すり潰つぶす『天狗の風』。

　それが、鬼を呑み込んで通り過ぎ――

　――もうもうと土煙が立ち上る。

　藤紫はぼんやりした表情のまま、その向こう側をながめて、

　不意に、後ろへ飛んだ。

　――しかし、土煙の中から伸びて来た赤しやく銅どう色の腕は、がっちりと藤紫の首をつかむ。

「……っ！」

　首をつかまれた苦しさに、藤紫の表情が歪ゆがんだ。

　その、苦しげな視線の先で。

「……はははっ！」

　――鬼が、笑っていた。

「いいですね、戦いましょう」

　鬼は笑う。堪こらえ切れないように。傷だらけの体で。空いている方の手で、かつてシャツだったボロボロの布を破り捨てながら。

「……いえ、本当に戦うつもりはなかったんですが――仕方ないですよね」

　口ぶりとは裏腹に、鬼の声には隠しきれない悦よろこびがにじんでいる。

「本当に、僕はこの、鬼の性さがが大嫌いなんですよ！　でも、どうにもならない！　妖よう怪かいだから！　だから、仕方ないんです！　――本当に、僕みたいな危険な存在は、放置してはいけないと思いませんか？」

「……」

「だから僕は、狐きつねを殺します。――ですが、その前に」

　ギリ、と鬼が藤紫の首をつかんでいる手に、力を込め、牙きばをのぞかせて笑い、

「――少し、あなたで遊びましょうか」
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　こんな時だが、学校にたどりついた清原きよはら凪なぎは『制服を着たままでよかった』と思った。

　そんな、きわめて日常的な思考が場違いに感じるほどに。

　――夜の学校。

　橘たちばなとともにとんぼ返りしたそこは、非日常的な場所へと変わり果てていた。

　妙な圧力がある。それは空気であり、光景だ。

　ひしゃげた鉄の門扉をくぐるまでもなく、校舎も校庭も尋常ならざる力で破壊されているのが見て取れた。それでも凪は焦るままに橘の手を引き、指定された場所――保健室へと走る。

　中に入れば、その明かりの灯った白い空間には、和泉いずみ恋れんと藤紫ふじむらさきがいた。

　痛々しい包帯姿でベッドに横たわる藤紫。その横で、和泉がパイプ椅い子すに腰かけて難しい顔をしていた。

　しかし、和泉いずみは凪なぎが入って来たことに気付くといつものように笑って、

「……凪くん、夜に呼び出しちゃって、ごめんね。こりゃあ、あたしもケーキおごらないと駄目かな？」

　と、少しだけ元気のない声で言った。

「そんなことより……」

　息を整える間も惜しい、と凪は橘たちばなの手を放しベッドに近付いて、

「藤紫ふじむらさきは、無事なんですか？」

「いちおーね」

　軽い調子を取り繕って、和泉は言う。

「『奥の手』の発動が間に合ったから、この子を襲ったやつはどうにか退散したみたい」

「……藤紫を、襲ったやつっていうのは？」

　凪は、問いかけながら腹の底が冷えて行くのを自覚した。

　――知っている、気がするのだ。

　傷つき横たわる藤紫。その全身に至る怪け我がを見て。力で圧倒していながら、決定打となる攻撃をあえて避けているような、そんな戦い方を怪我から見て。その戦い方の向こうに、

「鬼、だね」

　――かつて自分を追い詰めた存在を、見た。

「……その、鬼、っていうのは、」

　どんな姿の、と聞こうとして。凪は自分の抱いている恐怖の正体を知る。

　――怖おそれているのは『狐きつね』である過去。

　清原きよはら凪が清原凪になる前の、昔話。

　その鬼は。

　――自分を追って来たのではないか？

　その可能性を、ひどく怖れていて――同時に、その可能性をはっきりと否定したくて。否定するための材料を必死で掻かき集めようとしているのだと、気付いた。

　その自己保身の精神は。人としてどうかと思うので、凪は慌あわてて質問の修正をする。

「……その鬼は、今、どこに？」

「逃げた、のかな」

　和泉の答えは曖あい昧まいで。その曖昧さが、凪の不安と焦燥を煽あおる。

　――せっかく、人間であろうと努力を重ねているのに。

　九尾だから。妖よう狐こだから。そんな理由で、その努力はすぐに否定されそうになる。

　――橘との出で逢あい。

　――藤紫との出逢い。

　そして、鬼。

　全すべてを拒絶するわけではないが。どれも、清原きよはら凪なぎがそもそも本物の人間ではないから招かれた――『清原凪』に化けている九尾の狐きつねが、自分が引き寄せた厄やつ介かい事ごと、ではないのか。

　狐は、人にはなれないのか。

　自分では、清原凪の代わりに、その未来を見ることは叶かなわないのか――

「わからんことが、いくつかあるのだが」

　――橘たちばなの不機嫌そうな声。

　凪はるつぼにはまりそうな思考を停止して、未いまだ保健室の入り口付近で機嫌悪そうに腕を組んで立つ、金色の小さな少女を見た。

「鬼と戦った天狗てんぐが生きておる。……『奥の手』とやらがどれほど強力かは知らんが、なぜ、鬼は一度殺しかけた獲物を放置しておるのだ？　それは『鬼の所業』としては些いささか不自然に感じるのだが」

「『奥の手』がまだ発動してるからさ」

　和泉いずみは軽い調子で、ポニーテールをしごきながら答える。

「まー、ほんとはキツネには言いたかないんだけどさ。うちらの『奥の手』はこの『隠いん蔽ぺいの結界』そのものでさ。この結界は、条件さえ満たせば中にいる特定の種族を消去できるんだよね」

「……なんだそれは」

　橘がきょとん、と首をかしげる。

　和泉はその様子を見て笑い、

「信じられないって顔だね。だけどねキツネ、そんぐらいの力もなきゃ、あんたら妖よう怪かいに対して『管理』だの『保護』だの言えないわけさ」

「……」

「で、その結界の効果が今もまだ発動中だから、鬼は学校には入ってこれないわけ。おわかりかな、キツネさん？」

「……百歩譲って、現状から判断して、貴様の発言の信しん憑ぴよう性せいはともかくとして、そういうことにしておいてやろう」

　不機嫌と言うか、負け惜しみじみた声だった。

　凪は橘の様子を見て、なんだか笑みがこぼれた。

「それでだな」

　橘は、金色の瞳ひとみを鋭く細め、

「――なぜ、貴様は凪を呼んだ？」

「……」

　和泉の動きが、完全に停止した。

「貴様らの領分で起きた事件だろう。貴様らが勝手に処理するのが筋だ。にもかかわらず、なぜ凪なぎに知らせた？　貴様は口ではどうこう言いつつも、本当は『九尾の狐きつね』の力をていよく利用しようとしているだけなのではないか？　だから、鬼という強大な敵が出た時に、凪を呼んだ。……申し開きがあるなら、聞いてやるが」

「……」

　和泉いずみは、しばし黙っていた。

　凪は、和泉を見ることができなかった。どんな顔をすればいいのかが、わからなかったのだ。

　――和泉は、自分のことを人間扱いしてくれていると思っていた。

　もちろん、ただの人間には頼めないことを頼まれもしたが、それでもあくまで、清原きよはら凪を『妖よう怪かい側』ではなく『人間側』と見てくれていると。そう思っていたし、そう信じているし――そう、信じ続けることが。疑うなんてしないことが。人間らしいことだと、凪は思っている。

　だから、和泉を見ることができない。

　見たら、疑ってしまいそうで。

「……あたしにもさ、わかんないんだよね」

　和泉は、長い沈黙のあとに、絞り出すように言った。

「なんか、気付いたら……凪くんに連絡してたって言うか……」

「言い訳としては三流以下だな」

　橘たちばなが容よう赦しやのない口調で和泉を責める。

「貴様は――貴様ら人間は、やはり気に入らんし、許せん。誇ほこりを蔑ないがしろにし、他者を利用することばかり考える」

　そう言って、橘は凪をにらむ。

「――凪。これが、おまえの目指すものか？」

「……」

　ちがう、と言ったら。和泉が『そういう人間』だと認めてしまうことになりそうで。凪はとっさに否定できなかった。

「そうだよね」

　代わりに肯定したのは、和泉だ。

「もうちょっと考えて、凪くんには何も報しらせないべきだった。うん……『あたしら』で解決すべき問題、だったね。なんて言うかさ、その……ごめんね、凪くん」

「……そんな風ふうに、謝らないでくれよ」

　凪はなぜか泣きそうになっている自分に気付く。

　なぜなのかは、わからない。わからなさすぎて、それが不安で、悲しくて、また泣きそうになる。

　だから、凪なぎは思い出す。

『清原きよはら凪』は、どうするのかを。

「……友達が困ってるのを見過ごすのは、人としてどうかと思う。だから、俺おれが、藤紫ふじむらさきを傷つけて、和泉いずみ先輩を困らせてる鬼をどうにかするから」

　言っていて、自分でおかしいな、と思う。

　けれど、凪はこう言う以外にどうすればいいかわからなかったし、『なにもしないで黙っていること』がなんだか怖かった。なので、言葉を続ける。無理にでも、笑って。

「だから、和泉先輩は、その……」

　続く言葉が出てこない。

　黙っているのは、怖い。

「とにかく、鬼は俺が倒す。結界は解けるのか？」

「……うん、今の状態を解除するだけなら、いつでも。でもさ、凪くん。それをすると、今度はしばらく『奥の手』が使えない状態になっちゃうから……」

「大丈夫。俺がなんとかする」

　自分の言葉に違和感を覚える。

　不自然さに、焦燥が増す。

『清原凪』がわからなくなっていく――

　だから、凪はますます『清原凪』を意識して。

「人のために動くのは、人間らしいと思うから」

　凪は笑う。

　和泉は、

「……ごめんね」

　と、申し訳なさそうにうつむいて言う。

　その様子を橘たちばなはながめて。

「……」

　何も言わずに、和泉をにらんでいた。
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　前後のつながりを全く無視して、清原凪は最初、自分が今眠っていて、それで夢を見ているものだと思った。

　悪夢を。

「あなたは人間ですか？　それとも妖よう怪かいですか？」

　紳士的な口調で鬼が問いかける。

　場所は、『奥の手』の効果が切れた、校庭だ。

「ああ、すみません。こんな恰かつ好こうで……」

　鬼はにこやかに微笑ほほえみ、ぼろぼろな布切れをまとった自分の姿を見下ろして、

「あいにくと、少し行き違いがありまして。その行き違いも含めて、お話をしたいと思っているのですが……こんなタイミングでこんな場所にいるということは、あなたも何かしらの『関係者』なのでしょう？　どうか、代表の方に取り次ぎ願えませんか？」

　純真な少年のように笑って、鬼が友好的な態度で近付いてくる。

　抉えぐれた校庭、そのクレーターの中心。そこが、凪なぎが鬼を出迎えた場所だった。

　――この鬼は。

　まさしく、かつて『九尾の狐きつね』を追い詰めた、その鬼だった。

　相手は凪の正体にまだ気付いていない様子だ。――だから、まだ誤ご魔ま化かしは利いた、はずなのに。

「……どうして邪魔をするんだよ」

　凪は、感情を抑えることができなかった。

「俺おれは、人間として暮らしたいだけで、人間をやりぬく覚悟もあるし、努力だって、してきた。常に普通に人間らしくを意識してきた。なのに――なんでおまえは、わざわざ過去から俺の現在をぶっ壊しに来るんだ……！」

　凪の静かな叫び。

　鬼は、しばし考え込むように顎あごに指を添えて凪を見ていたが。

「――なるほど」

　納得すると同時、ほがらかな表情と雰囲気をかなぐり捨てて、

「化けるのが巧うまくなったものだな、九尾」

　――剥むき出だしの殺意を、凪へとぶつける。

「普通に人間らしく、ね。なるほど、なるほど……そう振る舞っておまえはどうするつもりだ？」

「……『どうする』？」

　顔を上げて、驚いた様子で鬼を見る。

　鬼は、凪の反問にいぶかしげな顔をして、

「狐が化けるのは何か目的があってのことだろう？　おまえは人間のふりをして、それからどうするつもりだった？　人を騙だますか？　国を滅ぼすか？　あるいは世界でも狙ねらうのか？」

　鬼は楽しげに笑う。

「そんな……こと、考えてない。俺は、人間で――『清原きよはら凪』でありたかっただけだ」

「なぜだ？」

「……それは、死んだ『清原きよはら凪なぎ』の代わりに、その未来を、」

「そうか、その程度の嘘うそしかつけないか」

　鬼は凪の言葉を途中でさえぎり、

「あるいは、その程度の嘘で充分だと、僕ぼくを馬ば鹿かにしているのか？」

「そうじゃない……どうしてわからない。『ただ普通に生きたい』って、俺おれはそう言ってるだけなのに……！」

「僕は妖狐おまえを信用しない」

　断固たる口調で放たれた言葉は。

　凪の言葉を完全に止める力を秘めていた。

「妖よう怪かいは危険だ。妖怪は欲望を抑えきれない。妖怪は本能のまま生きる。――簡単に言って、妖怪はわがままで気まぐれなんだよ」

「……俺は、違う」

「信用しないと言っている」

　――言葉が通じない。

　相互理解の姿勢を、鬼は完全に放棄していた。

「妖よう狐こは国を滅ぼす妖怪だ。力が強く、狡こう猾かつで――放置できない」

「違う……」

「妖怪は行動せずにはいられない存在だ。予言してやるよ九尾。おまえは絶対に何かをやらかす。どう取り繕おうとも、おまえは人間でなく妖怪で、人でなく獣だ。――いつまで自分を抑えきれる？」

「抑えてなんか、ない……俺は、本心から、人間であることだけを目的に……」

「ありえないね。九尾、正直になれよ」

「本当に……！」

「なら、まずは僕が正直になろう」

　鬼は、そう言うと、ゆったりと首を、肩を回す。

「僕はね九尾、おまえと戦いたくて仕方がない」

「……」

「強者との戦いこそが鬼の愉ゆ悦えつ。僕はこの衝動、本能に抗あらがうなんて、不可能だと確信している。確かに僕には目標がある。危険な妖怪をこの世から消し去り、人間のために安全な世界を創る。その目標のためなら自分すら消し去る覚悟も、ある」

「……」

「けれど、それ以上に『戦いたい』という欲望があることは否定しない。――九尾、おまえもそうなんだろう？」

「俺おれはおまえとは違う！」

　凪なぎは、力を込めて叫ぶ。

　しかし――

「信用しない、と言っている」

　――鬼には、まったく響かなかった。

　鬼の額から、角が生える。

　肌は赤しやく銅どう色に染まり、爪つめと牙きばは、獣のものに。

　――鬼は、戦闘態勢に入った。

「言葉はもういい。これ以上焦じらしてくれるな」

　鬼の顔が、歪ゆがむ。

　それは、喜き悦えつか、それとも憤ふん怒ぬか。

「かつて、逃げられた。――知っているだろう？　鬼は、一度獲物と定めた相手を逃がさない。おまえは僕ぼくにとって一人目の例外だったよ、九尾。もう、我慢しきれそうもない。殺してやる。だから、殺し合おう」

「九尾じゃない！　俺は！　清原きよはら凪っていう、人間だ！」

「どうでもいい」

　本気でどうでもよさそうに、鬼はため息のような声を吐きだした。

　――その対応に、凪は理解する。

　どれだけ努力しようがけっきょく、自分の根底には『狐きつね』があって。

『狐』がある限り、どうしたって『普通じゃないもの』は寄って来て。

　積み重ねた努力はやすやすと否定される。

　切なる願いは叶かなわない。

　――九尾の狐は、普通の人間にはなれない。

「……どうでもいい、か」

　なぜか、笑いがこぼれる。

　なのに、泣きそうだった。

「でもさ、鬼。……俺はここ十年ぐらい、ずっと『人として普通に』を目標にして、生きて来たんだ。だから――」

　――どんなに薄っぺらく思えてしまっても。

　無駄だと理解しても。

　報われないことが確定していても――

「――俺は、藤紫ふじむらさきを傷つけて、和泉いずみ先輩を困らせてるおまえを倒すよ。困っている友達を見捨てるのは、人間として普通じゃないから」

　自分でも驚くほどに力のない言葉に、凪はまた渇いた笑みを浮かべ。

　そして――狐きつねへと還かえる。

　どことなく陰った金色を身にまとい。

「殺し合いには応じるよ。……応じないときっと、俺おれは、何もかもを喪うしなう気がするから」
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「黙って見送ったけど、よかったのかな？」

　和泉いずみ恋れんは、パイプ椅い子すに腰かけたまま――保健室の入り口に背を向けたまま、橘たちばなへ問いかける。

「……私はこれでも、自分の力量はわきまえている」

　橘は、保健室の入り口に背をあずけたまま、不機嫌そうに和泉の背中をにらんでいる。

「そこで寝ている天狗てんぐと、私。両者の実力を比べれば、私がやや劣る。……その天狗をいたぶるほどの実力の鬼に対して、私はおそらく無力だろう」

「無力、か」

　ぎしっ、という静かな音が、保健室に意外なほどに響いた。

　和泉が、パイプ椅子から立ち上がり、橘の方へと歩いて行く。

　橘は、じっと和泉をにらんだまま、動こうとはしない。

　和泉は橘からちょうど一歩分の距離をとって立ち止まり、

「ねぇ、キツネ。あたしはさ、あんた以上に無力なわけね」

「わかりきったことを今さら言うでない」

「あはは……ま、無力ってのはなにも、戦う力だけじゃ、ないんだけどね」

「……？」

　橘の視線は鋭いが、そこに拒絶の色はない。

　和泉の真意を測りかねているゆえの、若干の戸惑い。それから、その真意をさぐろうとする、相手の内側へ向いた鋭さがあった。

　和泉はいつもと変わりなく、微笑ほほえんでいる。

「あたしさー、凪なぎくんには人間でいてほしいんだよね、本気で」

「そうは思えんな」

「どしてさ？」

「貴様の行動は、明らかに凪の『狐の力』をあてにしすぎている。私の時は凪の意思だっただろうが、天狗の時、そして今。貴様は凪を九尾の狐と知った上で助けを求めた。そんな貴様が『凪には人間でいてほしい』などと言ったところで、信用できん」

「キツネはさ、なんだかんだ言って強いからわかんないのかもね」

　和泉が、寂しげに笑う。

　――なぜか。

　その笑顔は、橘たちばなにとって無視できないほど気に障さわるものだった。

「……私が強いことは認めよう。それは事実だからの」

　尊大さを意識して橘は言う。

　けれど、和泉いずみの寂しげな笑みは、ちっともゆらがない。

「あたしさ、わりと突発的な出来事に弱くてさ。……色々準備したり考えたりして、やっと、人並み。予想もしないことが起こると、頭真っ白になって、なんも考えらんなくなっちゃうんだよね」

「……」

「そういう時ってさ、頼れると思ってる人がいると、つい、頼っちゃうわけさ」

　わっかんないだろうね、と。和泉はふざけたように笑って、橘の頭を撫なでる。

　橘はその手をうざったそうにはらいのけて、

「貴様は『組織』とやらに所属しているのだろう？　なぜ、そちらの人間を頼らん？　それは凪なぎが九尾の力を持っている、と貴様が知っているからではないのか？」

「まー、それも無いとは言えない、のかな？」

「ふん」

　橘は、つまらなさそうに鼻を鳴らした。

　やはり人間は――と、思ったのではない。

　言葉の上っ面ではなく、その言葉の『含み』から。何か和泉が『正体のわからないモノ』を抱えているのを感じとって。

　自分には『それ』がないと、なぜだかわかってしまって。

　つまらなさそうに、尊大に、威圧的にしなければ、不安で仕方がなかったのだ。

「やはり人間は愚かだ」橘は、和泉に言葉を重ねられないように、言葉を重ねる。「力があれば利用することしか考えん。屁へ理り屈くつをこねて保身を謀はかる。考えもなしに凪を頼ったのも、」

「好きだからさ」

「……」

　――それは、かき消してしまいたい言葉だった。

　おそらく、それを言わせないために、自分はしゃべり続けていたのだろう――橘は、そう、やっと確信した。だから、どんどん、口八丁で、聞かなかったことにして、言葉を続けて、押し流してしまおうと、考えるのだけれど。

「……好き、だと？」

　どうしても、その言葉をかき消したり、押し流したり。……無視することは、できそうもなかった。

「うん」

　和泉いずみは、迷いなく肯定する。

　その笑顔は、悲しそうなままだったけれど。

　その肯定は、とても揺るぎなかった。

「たぶんだけどね。だからあたしは、凪なぎくんに人間でいてほしいって、思うわけさ。だって、あたしは人間だから。それに、今まで本気で凪くんを人間だと思ってきたから。それになにより、凪くん自身が、人間でいたいって願ってるから」

「……」

「キツネは、どう思う？」

「私は……」

　橘たちばなは視線を落とす。

　――自分は、妖よう狐こだ。

　そのことに誇ほこりを持っているし、否定する気も隠す気もない。人間になりたいなどと、絶対に思っていない。

　だから、凪には妖よう怪かいでいてほしい。

　凪の望みが『人間でいたい』だから、応援はするが。そういうものを抜きにしたら、橘の見解は、意見は……願望、は。『凪には妖狐に戻ってほしい』というもの。

　の、はずなのに。

「……私は、人間は、嫌いだ」

「うん、知ってるよ」

「誇りを蔑ないがしろにして、他者を利用することばかり考えていて、悪知恵ばかり働いて、自分のことばかり大事にして……妖怪われわれを見下して。そんな人間は、嫌いだ。目指す価値など、もちろんない。そんなものを凪が目指すならば、止めなければなるまい」

「……」

　和泉は、どこか余裕のある顔で微笑ほほえんでいる。

　橘は、その微笑みを見ていない。

　意識は自分の心に向いている。

　――人間。

　それは、保護されている橘からすれば、忌いむべきもの以外の何物でもないはずの、存在だ。疑いようもないほどに最低の生き物だ。

　けれど――

「……けれど、凪が目指す『人間』は、違う、気がする」

「そうだね」

「そして、その『人間』をやっている凪は――」

　楽しそうに、見えた。

　誇ほこり高く、見えた。

　強く、見えた。

　悩んで迷って、迂う闊かつで中途半端で。それでも人間を貫こうとして、その『人間』に疑問を持ちながらも、かたくなに目指し続けるその姿を、思い出して。

　――橘たちばなは、『何か』が、すっと自分の心に沈みこんでいくのを感じた。

「……そういうことか」

「うん？」

「いや……」

　橘は、理解する。

　そして、今やっと。



「私は、凪なぎに人間でいてほしい」



　――見せかけではなくて。凪が望むから、でもなくて。

　橘自身、心から、そう思えた。

「一族から見放され、誇りを地に落とされ、自暴自棄になった。けれど――見つけたぞ。これが今の、私の誇りだ。誰だれに与えられたものでもない。私自身が見み出いだした、私だけの『誇り』、だ」

「うん」

　和泉いずみは、目を細めて、小さくうなずいた。

「だったらさ、それ、凪くんに伝えてあげなよ」

「……今、か？」

「今じゃなきゃだめ。……ほんとはさ、あたしが伝えなきゃいけないんだよね。だって、凪くんに無理させたの、あたしだから」

「ならば貴様が言えばよかろう」

「でも、あたしじゃ弱いんだよね」

「……？」

　和泉の発言の意味がつかめず、橘は和泉の顔をのぞきこんだ。

　にゅっ、と。

　のびて来た和泉の手に頬ほおを挟まれ、橘は目を丸くする。

「にゃ、にゃにをするか！」

　和泉の手を振り払って距離をとる。

　和泉は、いつもみたく笑っていた。

「だから、ゆずったげるよ。――橘たちばなに、さ」

「……ふん」

「ほら、行っといで」

「言われるまでもない。貴様の言うとおりに行動するのは癪しやくだが――丁度私も凪なぎのところに行こうと思っていたところだ」

　明らかに嘘うそだったが、和泉いずみはつっこまずに笑う。

　橘は保健室の扉を開けて出て行こうとする。

　その途中、振り返り、

「人間。和泉恋れん、だったか」

「ん？　そうだけど？」

「……貴様を『愚かだ』と言ったこと、取り消してやる。……半分ほどだがの！」

　捨て台詞ぜりふを残して、出て行き、ピシャリ！　と必要以上に強い力で扉を閉めた。

　タタタタタ……遠ざかる足音を聞きながら、和泉はため息をついて、

「いいなぁ、かわいくて」

　そんな言葉を、吐き出した。
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　――大事に大事に、護まもり続けてきたものがあった。

『それ』が必ずしも人に理解されるとは思ってはいなかったが、自分の中では確固たるものだった。だから理解はされなくとも。評価はされなくとも。――無視されるようなことはないだろう、と。心のどこかで思っていたのかも知れない。

『人間でいつづけるという決意』

　それを否定されたでも馬ば鹿かにされたでもなく、受け流された、ということが。価値がないと判断されたらしいことが。……未いまだに凪の中で、ぶすぶすとくすぶっている。

　悔しいという気持ちではない。

　悲しい、という気持ちは少しある。

　ふざけるな、と牙きばを剥むきたくなるほど、その気持ちは熱くない。

　――寂しい。

　喚わめき散らしたいのに喉のど奥おくに蓋ふたでもあるかのように、声が出ない。胸には穴が空いている。その穴がある場所には、大事にしていたものがぎっしりと詰まっていたはずだったのに。今、自分の心に意識を向ければ、それはただただうつろな空洞でしかなかった。



「どうした、九尾」



　――鬼の声に、凪なぎは意識を外へと向ける。

　今の凪は、『清原きよはら凪』ではない。

　金色の髪に、瞳ひとみに、九本の尾持つ、九尾の狐きつねだ。

「……いや」

　――融とけたニオイが鼻を突く。

　それは、凪の周囲にかしずく、火か焔えんの大蛇が空気を焦がすニオイであり。

　そして――焼けただれた鬼の皮ひ膚ふから漂ってくるニオイでもある。

　赤しやく銅どう色の肌は、鉄が熱せられてそうなるように、ところどころが真まっ赤かに輝き溶解しかけていた。しかし、それでも鬼は愉たのしそうな表情を変えない。よく見れば、鬼の皮膚はゆっくりとではあるが再生しているのだ。

　頑強な肉体と、傷つけられてもすぐさま再生する回復能力。

　それが、鬼なのだ。

　凪と鬼は、十歩ほどの距離をたもったまま、見つめ合う。

　鬼は、愉しそうに。

　凪は、

「……」

　悲しそうに。

　――殺し合いには応じたが。

　殺す気には、なれなかった。

『清原凪』として――『人間』として過ごした時間が、凪にとってあまりにも大きすぎて。『普通の人間』という価値観が、現在の凪を形作るものとしてどうしても外せなくて。

　否定されても、つい考えてしまうのだ。

　人間として普通なのかどうかを。

「九尾、おまえは昔もそうだったな」

　鬼が、やれやれ、とため息をつきながら言う。

「……？」

「おまえは、僕ぼくと戦っているのに、僕を見ていない。……何を気にしている？　何を企んでいる？　――そういうのはいいんだよ。今、おまえの目の前には僕がいて、僕らは愉しく殺し合っている。だから、僕を見ろ。僕を殺すことだけを考えろ」

「……」

「おまえからは、殺意どころか、熱意すら感じないよ」

「熱意なんて、……」

　ある、はずがない。

　それどころか。夏の夜は――自らの術である火か焔えんに照らされた闇やみの中は、こんなに暑いにもかかわらず……心は、寒くて仕方がないぐらいだ。

　大義名分は、あるのだろう。『友人を困らせている鬼を倒す』という。

　けれど、その大義から、熱意をもらえない。

　――今まで自分は人間であろうと頑張って来たが、それは価値のない徒労だった。

　そう、気付いてしまったから。どうしても、何をしようとしても、うまく心に火が入らないのだ。

「俺おれは別に、おまえと殺し合いたいわけじゃない」

「僕ぼくは――」

　言うと同時、鬼の姿が一瞬、かき消える。

「――おまえを殺したい」

　鬼はいつの間にか、凪なぎの至近、拳こぶしが届く距離にまで接近していた。

　不意を突いた一撃。間合いは完全に至近距離おにのもの。速度は凪に身じろぎすら許さない。威力は――一撃で山を砕くほどに、強い。

　けれど。

　鬼の拳は、凪の体を、なんの手ごたえもなく通過した。

「！」

　鬼が拳を引いて離脱しようとするが、遅い。

　――凪の輪郭が崩れて、炎になる。

　その炎は拳を伝って鬼の体を呑のみ込んで。

　しかし、すぐに消えた。

「……九尾、いい加減にしてくれよ」

　肌が融とけていることなどまったく気にしていない様子で、鬼がうんざりと言う。

　凪は、鬼の背後、また十歩ほど離れた距離に、いつの間にかいた。

「……」

「九尾、おまえは僕で遊んでいるのか？」

「……そんなつもりは、ない」

　ただ――

「なにもかもが、めんどうくさいだけだ」

　こうしてここに存在することすら、面倒でたまらない。

　心の炎が、消えかけている。

「……なら、もういい」

　鬼は残念そうに、ため息に乗せて言う。

「僕も、『遊び』はやめて、『仕事』に入ろう。……面倒ならば、抵抗するな。僕は人間のために九尾の狐おまえを殺す」

「……」

　冷めた心は、判断力をなくしていた。

　このまま殺されてもいいかもしれない――そのようにすら、思っていた。

　ゆっくりと、鬼が歩いて近づいてくる。

　凪なぎはそれをながめるだけで動かない。

「けっきょく、おまえは一度も、僕ぼくと本気で戦ってはくれなかったな」

　少しだけ悲しげにつぶやいて。鬼は、拳こぶしを振りかぶる。

「……」

　――友達を困らせる鬼を退治する。

　そんな、まるで普通の人間みたいな大義名分が、もうちっとも心に響かない。

　鬼がいて、狐きつねがいて。

　狐は、もう、なにもかもどうでもよかったから。抵抗せずに、鬼に殺されました――この話はそれでおしまい。先もあとも、積み重ねて来た努力も、報われる未来も、もうない。

『人間』なんて。

　最初から最後まで、九尾の狐である自分には関係なかったのかも知れない――

「……」

　不意に悲しさがこみあげて、凪はこらえるために目を閉じた。

　――その時だった。



「凪っ！」



　舌足らずな声がした。

　閉じたまぶたの向こう側で、強烈な光と衝撃が爆はぜて、凪は思わず目を開ける。

　飛び込んできた光景は、何かを回避したらしい、凪から距離をとった鬼と。

　それから――

「何を腑ふ抜ぬけておるのだ馬ば鹿か者ものが！」

　慌あわてて凪をかばうように、鬼と凪の間に立った、橘たちばなの小さな、金色の髪に隠された後ろ姿だった。

　――居場所になる、と約束した少女。

　しかしその約束もまた、普通の人間であるためのもので。今の凪にとってはそう価値のある約束ではないのだが。

「なんで、来た」

　声に、われ知らず焦りの色がにじむ。

「逃げろ、橘たちばな！　鬼は俺おれが――、俺、が、どうにかする、から……だからおまえは」

「いましがた『どうにか』されそうだった者の台詞せりふとは思えんのう」

　皮肉を込めて橘は言う。

　凪なぎは言葉を喪うしなって、けれどうつむくことはなく、鬼をじっと警戒する。

　鬼は。

「そうか、九尾。――その子こ狐ぎつねがおまえの逆げき鱗りんか」

　その狙ねらいを、橘に定めたようだった。

「橘っ……！」

　凪が橘をかばって前へ出ようとするのを、橘は腕で押しとどめ。

「鬼、私は今から凪と話がある。だから、大人おとなしく背景の一部になっているがよい」

「……」

　鬼は、面食らったようだった。

　だが、しばし黙ってから、笑い。

「いいだろう。ただし、九尾を本気にしてくれるならだが」

「ふん。このような腑ふ抜ぬけた凪は、私とて見たくもない」

「なら、ごゆっくり」

　鬼はぼろぼろになったスラックスのポケットに手を入れ、顎あごをしゃくって橘を促す。



    

  
    
      



    

  
    
      　橘たちばなは、鬼に完全に背中を向けて、凪なぎを正面から見上げた。

「情けない」

　開口一番が、そんな言葉だった。

「凪、私は誇ほこりを喪うしなったおまえなど見たくもない。しゃきっとせんか」

「……誇りなら、もとから、そんな大層なもんは持ってない。今までの俺おれにあったのは、『人間でありたい』っていう、願いだけ……だった」

　凪は、鬼を見ながら言う。

　その、凪の制服のネクタイを。橘は引っ張って、自分の方だけを向かせた。

「『だった』とはなんだ？」

「……俺のしてきたことは、他ほかのやつから見れば、意味のないものだったのかも知れない」

　凪は、この程度の言葉だけでは橘が満足していないのを表情から読み取り、続ける言葉を探して、

「俺は――『清原きよはら凪』になれていなくて、『凪』の皮をかぶったただの化ばけ物ものだったのかも……凪の両親も、俺を人間だと思ってくれている人たちも、みんな、騙だましていただけだったのかも、知れない。いや、それは、わかってた。けど俺は……『清原凪』すらも裏切っていたかも知れない……！」

『清原凪』として、生きているつもりだった。

　人間の子供が喪った未来を、助けてもらったお礼に、代わりに見ているはずだった。

『清原凪』は、『清原凪』の、はずだった。

　けれど――

「俺は、けっきょく、狐きつねでしかないんだ。……『清原凪』にはなれない。薄々感づいてなかったわけじゃ、たぶん、ないと思うけど……でも、やっと、そう理解したんだ」

　言い切って、凪は橘から視線を逸そらす。

　しかし橘は、

「よかったではないか」

　きょとん、と。首をかしげて、そう言った。

「良いわけあるか！」われ知らず怒鳴っていた。「俺は人間として普通に生きてるはずだった！　『清原凪』をやってるはずだったのに！　やってたことは！　みんなを騙してただけだった！　人間じゃなくて、化物の所業だったんだよ……！」

「『清原凪』など知らん」

　橘はため息交じりに言って、凪のネクタイを引っ張る。

　背伸びをした橘と、凪の顔が近付く。

「いいか、凪。私が知っているのはおまえだけだ。人間らしく、人間のように、人間として普通に、などとくだらんことをいつもいつも言い続け、何が正しいのか悩み続け――その上でおまえらしく判断して行動してきた、おまえだけだ」

「……」

「おまえの目指す『清原きよはら凪なぎ』がどんな人間かは知らんが。――胸を張れ。和泉いずみ恋れんのために、藤紫ふじむらさきのために、誰だれかのために、そう行動するおまえを私は誇ほこりに思う。……凪、私は、人間は嫌いだが――」

　背伸びをした橘たちばなは、そっとその唇を凪の耳に寄せて、



「おまえのような人間は、好きだ」



　恥ずかしそうに、こっそりと、そう言った。

「おまえは私の居場所になるのだろう!?」

　必要以上に大きな声は、照れ隠しに見える。

　どん、と橘は凪を突き放し、すぐさま凪に背を向ける。

　その金色の後ろ姿を、凪はぽかんとした顔でながめているしか、できない。

「凪、だから、鬼など蹴け散ちらしてさっさと家に帰るぞ。――あまり夜遅くに出歩いているのは、人としてどうなのだ？」

　振り返らずに、橘は問いかける。

「ああ、そうか……」

　十年以上の時間、人間として生きて来た。

　ずっと、『清原凪』を、『人として普通』を、意識してきた。

　――その努力はたぶん、実を結んでいる。

「俺おれと『凪』はもう、同じ存在になってたんだな」

　凪らしく、人間らしく、と意識せずとも。

　――殺し合いに応じて鬼を殺すのをためらうぐらいには。

　――どうでもいいはずなのに、橘の身を気遣ってしまうぐらいには。

　――人間として普通にが、生き方として、どうしても離れていかないぐらいには。

　九尾の狐きつねは、清原凪そのもので。そして――『そういう人間』に、なっていたのだ。

「九尾、戦う気には、なったか？」

　鬼が、待ちくたびれたように問いかける。

　凪は笑い、火か焔えんの大蛇を九匹、顕現させて。

「戦う気には、なった。けど、俺はおまえを殺さない」

「……やる気がないのならば、そこの子狐を狙ねらう」

　鬼は、その赤い瞳ひとみで橘を見る。

　すっ、と。鬼と橘の間に、凪は割り込んで、

「それも、させない」

「ならば、おまえは僕ぼくを殺すしかない」

「殺さないよ。敵対して、ねじ伏せるかも知れない。けど、殺さない。だって、敵だからってためらいなく殺すのは、人間として普通じゃ――いや。俺らしくないから」

「……」

「だからおまえには、わかってもらおうと思う。どれだけ時間をかけても、俺おれが絶対におまえを殺したりはしないって。清原きよはら凪なぎは、確かにおまえの知っている九尾の狐きつねだけど、それ以上に、おまえの知らない人間なんだって」

「……」

「だから、来いよ鬼。――俺は、俺らしく本気で相手してやる」

「……」

　鬼は、しばらく探るように凪をながめる。

　金色の九尾。その穏やかな笑みを、そこから、心中を。

　そして。

「なら、僕を納得させて見せろ。おまえの言う『おまえらしさ』を、実力で」

　鬼は、拳こぶしを構えて凪の方へと突撃する。

　凪は、火か焔えんの大蛇で鬼を迎え撃つ。

　――爆音が響いた。

　凪と鬼、二人の交差地点を中心に風が巻き起こり、校庭の土を巻き上げる。

　もうもうと立ち上る土煙の中。

「なるほど」

　鬼が、納得したような声を、出した。

　――ゴウッ、と一陣の風が吹いて、土煙を晴らす。

　そして現れたのは。

　橘たちばなに拳を突き出す鬼と。

　その鬼の拳を、右手で止める、凪だった。

「僕の狙ねらいはわかっていた。けれど、僕を殺すほどの攻撃はしなかった。……それが、『おまえらしさ』か？」

「そうだ。俺は、橘を殺させないし、おまえも、殺さない」

　みしみしと、凪の腕は軋きしんでいる。

　それでも凪は、無防備に拳を突き出す鬼に、火焔の大蛇を向けない。

　凪が鬼に攻撃したのは。

　鬼の拳を自分の腕力でも止められるぐらいに弱くするため、だけだった。

「九尾、おまえはおかしい」

「わかってるよ。俺おれは、おかしい。普通じゃない。でも――それが、俺だって」

「……そうか」

　鬼はため息交じりに言って、拳こぶしを退く。

　凪なぎは右腕をだらりと下ろして――力が入らないように見える――鬼を見て、

「わかってくれたか。俺が、おまえの言うような妖よう怪かいじゃないって」

「いいや、わからないね」

　鬼は言いながらも、凪に背を向けて歩き出す。

「九尾、おまえが『九尾として』おかしいのか、『人間として』おかしいのか、僕ぼくには判断ができない。だが――興味がわいたし、おまえの存在はしばらくは放置してもいいと、思った。『人間であること』は確かに、おまえの枷かせにはなっているようだとは、感じたから」

「……枷、なんかじゃない」

　凪のつぶやきにしかし、鬼は反応せず、

「だから九尾。……しばらく『おまえらしい』生き方とやらを続けてみろ」

「……」

「ただし、勘違いはするな。僕はおまえと殺し合いたいだけだ。僕の結論は『保留』。おまえはひとまず放置しても問題はないと判断したことと、なにより、殺意のないおまえと争ってもつまらないことが理由の、処分見送りだ」

　それから、ぴたり、と校門付近で鬼は足を止めて、肩越しに凪を振り返り、

「僕としては、おまえが妖怪の本能に目覚めてくれることを願っている。――忘れるなよ九尾。僕はいつだって、おまえを殺したいんだ」

　言い残して、それからもう振り返らずに、去っていく。

　凪はその後ろ姿が完全に見えなくなるまで見送ってから、

「ふぅー……」

　長いため息をついた。

「凪、右腕が……」

「ああ、まあ……しょうがないだろ、これぐらいは」

　みるみる腫はれていく右腕を橘たちばなと二人で見て、痛みをこらえながら笑う。

　九尾の狐きつねには、鬼のような再生能力はない。

　それでも普通の人間よりは怪け我がが治りやすくはあるが――

「全治二週間ぐらいかな……まあ、でも、よかったよ。何も変わらなくてさ」

「天狗てんぐが出て鬼が出て、怪我をした。変わらないということはなかろう」

　橘がじっと凪の右腕を見ている。

　その小さな手がうずうずしているところを見ると、凪の怪我をつついてみたいのかも知れない。

　凪なぎはその様子に小さく笑って、

「変わらないよ。俺おれは俺らしく、おまえと生きていくだけだからさ」

　怪け我がをしていない左手で、橘たちばなの髪を撫なでた。



    

  
    
      

終章　そして日常へ至るエピローグ





　――迂う闊かつだった。

「ちょ、それ俺の注文したアイスティーなんですけど！」

「油断するから悪いのさ」

「……ふぅむ。人間はこのようなものを『めいど喫茶』と呼ぶのか……」

　なにやら唸うなる金キツネさんは、不意に背後の壁から延びて来た誰だれのものとも知れない腕にアイスティーを取られ、瞠どう目もくする、なぜだかヤシの木柄の海パンに水色ウィンドブレーカーという服装の、清原きよはら凪なぎを見てうなずいた。

「って言うか明らかに普通じゃないから！　騙だまされるなよ橘たちばな！」

「むぅ……しかしだな、流は行やっているのであろう？」

「流行の最先端さ」

　さらりと笑顔で嘘うそをおっしゃる死神・和泉いずみ恋れんだった。

　丸いテーブルに右を和泉、左を橘にがっちり固められるようにして座らされた清原凪は、逃げることも抵抗することも出来ず、このアトラクションなのか喫茶店なのか頼むからどっちかにしてほしい、って言うか部屋が暗くてメニューが読めねぇ『冥めい土ど茶屋～お休みなさいませ御主人さま～』とかいう、和泉いずみ恋れん発症（敢あえての誤字）の謎なぞ出し物に来ていた。なぜって約束してしまったから。迂う闊かつにも。

　和泉はアイスティーに追いすがろうと腰を浮かす凪なぎを、「まーまー」と大おお鎌かま（偽物だと信じたい鋭い光沢）で制して、

「って言うかさ、不便そうだね、それ」

　と、凪の右腕を見る。そこは、ガッチリとギブスで固められていた。ちなみに凪の利き腕は右である。

　明らかに話を逸そらされた凪はそれに気付くこともなく「まぁ」と苦笑い、

「こんぐらいは。左腕が無事なだけでもありがたいし」

「私もいるしの！　私が世話をするしの！」

　どうにも最近お気に入りっぽい黒い浴衣ゆかた姿（一応、出し物の衣装）の橘たちばなが、なにやらぴょんぴょん跳ねて必死にアピールしている。凪は「はいはい」と左手で適当に頭を撫なでて、

「それよか、俺おれは無事に文化祭やってることのが気になるんだけど」

　――お察しの方もいるかと思うが、現在、海み鳴なる場ば高校は文化祭の最中である。

　校舎は半壊、武道場は入り口と天井が壊れ、グラウンドは陥没した上になんか融とけたっぽい跡がある。とてもじゃないが、普通の学校であれば文化祭の開催をためらう状況、と言うよりも平常授業をためらう状況である。警察が立ち入ってもおかしくない。

　――だがあいにくと、ここは普通の高校ではなかった。

　和泉によって治療された凪が家に帰り、翌日、普通に登校してみれば。なんと、グラウンドはならされ、武道場は直され、崩れた校舎は――まぁ、無理みたいだったが。その代わりにプレハブが建てられており、瓦が礫れきは綺き麗れいに撤去されていた。

　その崩れた部分というのが、生徒用昇降口周辺と、一階には１年生のクラス（Ａ、Ｂ組）のある部分であり、例の防火扉に閉ざされた場所がある部分だったので、生徒たちには「ああ、ついにか。なんか地震もあったしね」という感じのうっすい反応しか返されず、壊れた校舎は半ば気にも留められなかった。

「ギブアンドテイクは素敵だよね？」

　などと言う和泉の言葉から推察するに、きっとこの学校に隠れている妖よう怪かいたちがなんとかしたのだろうと考える凪だったが、どうでもよさから深くは考えない。のちのち『迂闊だ』と後悔しそうな感じもしたが、そんな先のことまで考えるようになれれば、清原きよはら凪は迂闊ではなくなるのであった。

　――とか考えてると、隣席から男の悲鳴が聞こえた。

　ここ、２年Ａ組のクラスの出し物は、冥土茶屋である。システム的には、入り口で目隠しをされ、先導されて教室に入り、暗幕で区切られて自分以外に誰だれがいるのかわからない席に着かされてやっと目隠しを取ってもらえて、それから左右をがっちり固められて暗い教室内でメニューを選び、時折伸びてくる腕とか、首筋に落ちてくる冷えた濡ぬれタオルとか、そういうものを警戒しつつお茶を楽しむ、という趣向であり、ぶっちゃければ憩えない。

　なので、凪なぎとしては。

「……あ、あの、和泉いずみ先輩、俺おれ、そろそろ他ほかの場所にも――」

「まぁ、待つのさ」

　折良く立ち去ろうと腰を浮かせたところ、首筋に鎌（偽物だと思っていいんですよね的な光沢）をひっかけられた凪は、思わず全身を硬直させた。

　和泉はにっこり微笑ほほえんで、

「本当の恐怖はこれからなんだよね」

　死神の仮面を被かぶる。なんというデスマスク。凪の頭の中で先ほど隣席から聞こえた悲鳴がフラッシュバックする。

「って言うか和泉先輩、前から言おうと思ってたんですけどね」

　凪はだらだら冷や汗をたらしつつ、助けを求めるように橘たちばなを見るがそっぽを向かれて孤軍なんだと確信しつつ、

「喫茶店に恐怖はいらな―――ぎゃあぁぁぁぁ！」

　――また一つ、悲鳴が響き渡った。





　ところで、１年Ｃ組では巨乳が揺れていたりする。

　早い話が２年Ａ組のすぐ隣のクラスで、だから十分休憩なんて無茶な休憩スケジュールを利用して冥めい土ど茶屋に行けてしまった凪なのだが、あいにくとごっそり休憩を取れるのは少なくとも午後三時になってからで、つまりはあと一時間は赤染あかぞめさんのサポートをする必要があった。

「まったく、本気で度どし難がたいんだけど。なに骨折とかしてるわけ、おまえ」

　怪け我がに文句を言われつつ、凪はすみません、と謝った。と言うか、今日の赤染さんは思わずひれ伏したくなるような迫力が普段から比べても三割は増していた。思わず地の文でも『さん付け』である。

　青いビニール紐ひもで海を表現した、古びた木造の建物を連想させる色使いの内装、さらには波のＢＧＭ（手動）の店内は、近場に海があるにもかかわらず何も高校でしなくても……というくらいに、海の家だった。

　店内に設けられた席は、机を四つほどくっつけて上にテーブルクロスを敷いた簡素な物で、それが海の家っぽくないと言えばぽくないのだが、その全部で七組ある席は、満席の上に外には列が出来ていた。

　ところで、１年Ｃ組男子はある目的のために一人四百円ずつ出したらしい。

　その目的は凪なぎの知らないところで目指され、凪の知らないところで達成されており、凪の知るところとなっていた。

　赤染あかぞめさんが着ている、水着である。

　赤い、水着であった。

　ちょっとそれあんたよく着てくれましたね一条いちじようおまえの勇気は忘れないぜ、とか思わず合掌してしまうような、水着である。

　背中と首筋で、下は腰の両端で縛るタイプの、ヒモの赤い水着である。もちろん隠す部分がヒモなわけはないのだが、それでも胸の部分は二等辺三角形だったり、下の方はビキニラインが見えていたりして、かなり、凄すごかった。なんて言うか……凄かった。

　右デコの出た黒髪ストレートの、キツめの美人であるところ赤染さんが着ているのを見ると、なるほど一条が命を懸けそして散ったのも無理ないな、とか凪でも思ってしまう大迫力だった。何か約束でもあるのか、Ｔシャツとかパレオとかパーカーとかそういうものを着ていないのもいい。

　――本来、赤染さんは経理担当である。

　接客が苦手らしい。いや、なんとなくわかるが、本人もそのような自覚があるらしい。

　だが、凪が骨折（表向き）のため、接客から抜けた。

　その穴を埋めようにもシフトは大体埋まっており、文化祭なのに休憩を返上してくれるような者もない。

　そういうわけで、赤染さんと凪の役目は入れ替わった。

　もとより、好調に忙しかった１年Ｃ組の『コスプレ喫茶～海の家・海み鳴なる場ば高校本部～』である。それが、赤染さんのひれ伏してしまう感じの威光と、

「……早く注文するといいよ」とか。

「それ、メニューにないんだけど。本気で理解し難がたいんだけど」とか。

「接客中なんだけど。見てわからないような度どし難い馬ば鹿かは死んだ方がいいよ」とか。

　そんな感じの言動がなぜかウケて、なんだか必要以上にお客が増えている。世の中何が起こるかわからないもんである。

　主役の座は赤染さんにさらわれた感じではあるが、もちろん、他ほかにもウエイターないしウエイトレスはおり、もちろん水着姿であるからして、このまま行くと今日だけで（文化祭は二日間ある）材料を使い切りそうな気配すらあった。

　そんな店の様子と、赤染さんをなんだか見てしまう凪の様子を見て、

「むぅ」

　とか、橘たちばなが唸うなっている。彼女は現在、調理スペースと接客スペースに分けられた教室、その調理スペースの側におり、ちなみに凪なぎもそちら側にいる。

「……やはり、乳か」

「と言うか先輩、そこ邪魔なんだけど」

　赤染あかぞめさんが仁王立ちする橘を押しのけるように横を通る。橘は珍しく素直に道をゆずり、

「こんなもののどこがいいのだ……？」

　――揉もんだ。

　と言うか、握った。

「……」

「……」

　――ここまで重い沈黙を、凪は未いまだかつて経験したことがなかった。

「………」

「むぅ、わからんの」

　とか言いつつ、橘は握る握る。

「……よくわからない」

　そんな風ふうに、橘が握っているとは違う乳に、全身包帯なのにスクール水着を着ているというある意味あられもない姿の藤紫ふじむらさきも突撃していた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……」藤紫ふじむらさきは赤染あかぞめさんの頭痛を堪こらえるような顔をじっと無表情で見て、「………」自分の胸元を見下ろして、「……よくわからない」

「……それはこっちのセリフなんだけど」

　あ、本気で怒ってるなぁ、なんて、凪なぎにはわかった。と言うか、橘たちばなと藤紫以外の全員にわかった。お客さんすら席を立って避難する始末。なんてことだろう。もっときっちり調理スペースを隠しておくべきだった内装班の手抜かりを責めようにも、一条いちじようはすでに帰らぬ人である。

「……凪」

「えっ？　なんで俺おれにここでお声をお掛けに？」

　客席から見えない位置で机に座って売上を足していた凪に、赤染さんが鬼の形ぎよう相そうで視線を向ける。相変わらず胸を握る幼めの二人。この瞬間、清原きよはら凪はリアルに死神の足音を聞いた気がした。頭の中に和泉いずみの笑い声が響く。

　赤染さんはおでこの右側を人差し指でコツコツ小突きつつ、

「おまえの周囲にはどうしてこういう変なやつしかいないわけ？　理解し難がたいんだけど」

「いや、それを言ったら赤染だって俺の周囲じゃ――はっ！」

　――迂う闊かつすぎる。

「……おまえみたいな度どし難い馬ば鹿かは死んだ方がいいよ、本気で」

　赤染さんが、ひくひくと口の端をひきつらせていた。凪は、本気で恐怖を感じると笑うんだ俺、となぜか人間の生態について造ぞう詣けいを深めていた。

　――そして、その日二度目の凪の絶叫が１年Ｃ組に響き渡った。





　クラスのみんなに助けられ、凪は早めの休憩をとっていた。

　そこで赤染の怒りを鎮しずめなければならないみんなの冥めい福ふくを祈りつつ、傍かたわらにしっかりついて来ている橘に、

「どっか行きたい場所あるか？」

　などと聞いてみる。

「ここは特別教室棟の二階だから――あ、家庭科室があるな」凪ははぐれないように橘の手を取って人波を逆行しつつ、「あとは、アトラクション系だと縁日やってるみたいだな。ほら、向こうにある視聴覚室」

　顎あごで示すが、橘は何やら考え込むようにうつむいたまま反応しない。凪はその金色のつむじをながめため息を一つ吐いてから、廊下の隅に寄って足を止めた。

　凪は左下を向き、

「なぁ、橘、ぼんやりしてないか？」

　橘たちばなは「うむ……」と考え込むような声を出して、しばしうつむいたまま沈黙。凪なぎはその間にもう一度ため息を吐いた。

「やはり――人間は乳を求めるものなのだろうか？」

「……まぁ、そんなことだろうと思ったよ」

　凪はげんなりした表情で幾度目とも知れぬため息を吐いた。橘は空いている左手で長すぎる金髪を梳すいて、

「むう。そのうちにあの小娘に変へん化げでもしてみるか。何かわかるやも知れん」

「変化自体は止めないけど、その状態で俺おれに関かかわらないでほしい」

　赤染あかぞめが言うのだ。「凪、私を娶めとれ」とか。思わず条件反射でうなずいてしまいそうで怖い。

「しかしの、凪はやはり乳は大きくて然るべきだと思っておるのであろうに」

「誤解を招くからやめてくれ」

　周囲を通る人間には、他校の女子生徒もいるのだった。浴衣ゆかた姿の金髪幼女と海パン姿のギブス男が手を繋つないでいるだけでも目立つのだから、これ以上の注目は謹んで辞退申し上げたいのが凪の率直な心境である。

「……凪」

　橘が、声のトーンを落とす。凪は黙って言葉を待つ。……目の前を人が幾度も通り過ぎ、そして、その波は次第に遅く、まばらになっていった。

「おまえにとって私は、なんなのだ？」

　人のいない廊下。

　遠くに文化祭の喧けん騒そうを聞きながら、橘は凪を真まっ直すぐに見上げて問いかけた。

　凪は橘を真っ直ぐに見下ろし――少し、悩む。

　答えなど、その胸には無い。

　大事な存在、とか。そういうことは言える。言えるが、それは橘の求めるような、具体的な答えではないということぐらい、凪にもわかった。

　大事かどうかは、いまさら言うまでもない。

　問題は、どう大事か、なのだ。

　どう大事か――凪は、人間だから。人間の基準で答えようと思い、少し悩んで、

「……妹、みたいなもんかな」

　ぽつり、とつぶやく。

「妹……うん、あのな橘」凪は周囲に誰だれもいないことを確認して、「俺は、おまえを失いたくない。それに、おまえを大事だと思う。だから、おまえを娶ることは……できない」

「………」

「だから、一緒にいよう」

「……」

「俺おれは、あくまでも俺らしく、おまえを護まもって生きていくからさ」

　だから、それまでずっと一緒だ。

　凪なぎは、橘たちばなから顔を背けて、吐き捨てるようにそう言った。

　そんな凪の横顔を見て、橘は笑って、

「焦らんさ」

　そう言って、それからぎゅっと力を込めて凪の左手を握る。

「小娘どもが老いぼれて、その子孫どもが死してなお、私はおまえのそばにいる。そばにいて、私はおまえを魅了し続ける。――だから凪、おまえは安心して全力で人間を続けろ。おまえが他ほかの誰だれかに人間をやめさせられそうになれば、私がおまえに『人間』を思い出させてやる。おまえが何かに絶望して人間をやめそうになれば、私がおまえの希望になってやる。……私は、焦らん。おまえは私のものだ。そして私はおまえを捨てない」

「俺は」凪は深呼吸をして、穏やかな笑顔になって、それから橘の方を向く。「おまえの『居場所』だ。おまえが俺から離れようと思わない限り、俺だって、おまえから離れない」

「言わずともわかっている。だからしばし、ほんの百年程度だろう。――おまえの『人間』に、私も付き合ってやる」

　橘は、そう言って歩き出す。

　手を引かれ、凪も歩き出した。

　――人のいなかった廊下に、流れが戻り始める。

　どこかで出し物が終わった――と思うには、流れが戻るまでの時間が短い。

　食事かな、と凪は思い、それから、腹が減っていることを思い出した。

　だから、

「とりあえずなんか食おう」

「『かれーらいす』がこの高校の名産品だと、あの人間が言っていた」

「……いや、橘……このあいだ、カレーせんべい食べて悶もん絶ぜつしてなかったか？」

「恋れんに曰いわく、『甘口』があるらしい」

「……和泉いずみ先輩のこと名前で呼ぶようになったんだな」

　そこが一番気になったのもあるが、そのほかにも色んな理由で凪はそれ以上のコメントを差し控えた。

「うむ」橘は尊大にうなずく。「そんなわけで、甘い『かれー』を食べに行くぞ」

「……わかったよ」

　凪は笑う。

　つい、橘の頭を撫なでたい気分になったが、無理だった。

　なぜならば、無事な左手は、しっかりと、橘に握られているから。

　そんなわけで行き先も決まり。

　目指す場所は家庭科室。

　二人は手を握って、笑い合いながら、ゆっくりと歩いて行った。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　思えばこの『あとがき』というものにあこがれていた気がします。

　というのも普段生活をしていると『あとがき』を書く機会などそうそうないわけで、そうそうないっていうかまったくないわけで、こうして『あとがき』というお仕事をしている現在、遅ればせながらもプロになったんだなぁ、とか感慨深く思ったりもします。

　まあ、それだけですが。

　俗に言う『つかみの話』というやつです。

　初めまして。冬木ふゆき冬樹ふゆきと申します。

　あとがきにあこがれてはいたものの実際にやるとなると何を書いていいのかまったくわかりませんが、とりあえず必要な項目を埋めていこうと思います。

　えー、必要なのはなんですかね？　（他ほかの方のあとがきを眺め中……）

　冬木が作家を志しましたのは記憶も薄れる幼少時、もう何年前か覚えていないころです。なもので作家を志したきっかけも覚えていません。捏造してもいいのでしたら、たぶん『読んだ本が面白かった。なんか書けそうに思った。だからやった。後悔はしていない』という感じだと思われます。ようするに目指した時間が長いのですが、冬樹はいまだにプロットを書けない……担当の児玉こだまさん、申し訳ありません。修行中です。

　ともあれコケの一念というか石の上にも17年というか、そんな怨念みたいな妄執みたいなもののおかげでこうして賞をいただくことになりました。ここまでやたら長かった気もしますし、短かった気もします。まだ夢を見ている気もしますし、これが現実ならばそろそろ運を使い果たした気もします。いえ、冬木は運に定量があるとは思っていないのですが、みなさんそうおっしゃるので冬木もそう言ってみました。

　そんなわけで冬木は作家としてこれから生きていくわけですが、ありがたいことにＭＦ文庫Ｊ様から来月も本が出ます。『魔法少女☆仮免許』という魔法少女モノ（笑）です。本作ふぉっくすている？　も１本目ということで２本目もあるようです。そろそろ冬木は寿命なのかもしれません。『俺おれ、魔法少女☆仮免許が出たらあの子に告白するんだ……』というやつです。なんの話かわかりませんね。冬木にもわかりません。

　本の内容について触れません。あとがき先読み派の方もいらっしゃるでしょうし、冬木は文章を簡潔にまとめることが苦手です。ようするに構成能力がないのです。これもまた修行中です。

　そんなわけで、謝辞です。

　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にたずさわったすべての方々、ならびに第２回ＧＡ文庫大賞にたずさわったすべての方々、本当にありがとうございます。みなさんがたが読んでくださらなければ冬木がこうしてあとがきを書くことはありませんでした。あとがき以外にもっとある気もしますが、ありがとうございます。

　続いて担当の児玉こだまさん。必要なものを色々すっとばす書き方しかできない冬木ふゆきのせいで必要以上に苦労をおかけしたと思います。なんとか『ふぉっくすている？　１本目』が世に出たのはあなたのおかげです。ありがとうございます。これからもよろしくお願いいたします。

　イラストの犬洞いぬがほらあんさん、いえ犬洞あん様、かわいいイラストをありがとうございます。表紙に感動しキャラクターに胸を打たれ口絵に鼓動が高まります。とくに和泉いずみ先輩は冬木的にメガヒットでした。主人公にはやらねぇ。

　他ほかにも校正の方、デザイナーの方、印刷所の方、ＭＦ文庫Ｊの営業の方、書店の方、なにより最後まで読んでくださった、あるいは手にとってくださった読者の方々、ありがとうございます。これからも精進いたしますので、どうぞよろしくお願いします。

　冬木はまだのぼりはじめたばかりだ……この長い坂をよぉ……

　などとフラグくさい決意表明をしつつ、これにてあとがきを締めさせていただきます。

　ありがとうございました。



冬木冬樹ふゆき



    

  
    
      

　著者

　冬木冬樹（ふゆき・ふゆき）

　　１９８７年２月生まれ。受賞時点で実は23歳。

　　本作『ふぉっくすている？』と『魔法少女☆仮免許』で第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作を受賞。

　　同年『かんなぎ家へようこそ！』で第２回ＧＡ文庫大賞奨励賞を受賞。

　　プロフィールを真面目に紹介しているのは、ボケるための文字数がないからです。





　イラスト

　犬洞あん（いぬがほら・あん）

　　７月９日生まれ。Ｏ型。

　　名古屋生まれの原画家・イラストレーター。

　　ピノを食べたら願いのお星様ピノが入っていました★

　　『橘が幸せになれますように☆』

　　http://yaplog.jp/inuan/
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●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ふぉっくすている？　１本目』（２０１０年10月31日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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